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Prologue　プロローグ



　それは光のような時間。

　日の落ちた独立交易都市の大通り。そこは玉たま鋼はがねが仕込まれた街路灯によって煌こう々こうと照らし出され、年越しの前祝いとなる祭りに多くの人で賑にぎわっていた。人々は知り合いかそうでないかの区別無くそばにいる者から手当たり次第に酒を酌み交わし、男たちはがなり立てるように乱暴に笑い、女や子どもたちは揉もみ合うように身を寄せ合って高らかに嬌きよう声せいをあげる。其そ処こ彼かし処この屋台から漂う、料理の豊かな香りが彼らの酔いと昂こう揚ようを盛んにした。

　人いきれは霧のような濃密さで大通りを白く覆い、そして玉鋼の発する光の帯がそれを射い抜ぬく。仲冬の夜は冷たい空気を帯びているが、今はむしろ肌に汗をかくほどの熱気が一帯に広がっていた。

　そのような人込みの中に――とある男女があった。

　片方の青年はユーイン・ベンジャミンである。普段から部屋にこもって作業することが多く、軍国で暮らしていたころも祭りなどに足を運ぶことは少なかった彼は、先ほどからひっきりなしに背やら肩やらを押してくる人込みに非常に難儀していた。押し合いへし合いは当たり前の、慣れない混雑から身をかわすのに忙しい。

　そんな有り様の彼に対し、連れの女性は正反対だった。

「あはははは！　かんぱーい！」

　ひさしテントの下に設けられた席を次から次へと渡り歩き、周囲の人々がしているように見知らぬ市民と杯を叩たたき合わせ、水でも呷あおるように一気に酒の杯を干すというのを繰り返している。その身を包むのは踊り子のような軽装。見目の麗しさに反して遠慮のない、弾はじけるような笑みを惜しみなく浮かべ、艶つやのある茶髪が跳はねるたび照明の光を受けてきらきらと輝く。

　彼女は快活に歯を見せながらユーインを振り返った。

「ほらほら、ユーインも来なよ。皆と乾杯しよう！」

「ま、待ってくださいアリアさん。熱気で眼鏡めがねが曇ってよく見えないんですっ」

　連れの真っ白になった眼鏡を見て、アリアはけたけたと笑い声をあげた。

　この祭りに訪れてからずっと、彼女はいたくご機嫌な様子だった。元来が酒豪らしい悪魔は飲酒で正気を失なくすことはない。だからアリアがいつにも増して陽気だったのは決して酒に酔ったせいではないだろう。

　かといって雰囲気に酔っているわけでもない。

　自分を指差して爆笑するアリアを、ユーインは複雑な面持ちで見ていた。日中の出来事はやはり迂う闊かつだったと今では思う。



『初代ハウスマンは悪魔と人間の交配実験を行っていたようです』



　大陸再興の礎いしずえを築いた先せん達だつ、初代ハウスマン。

　彼は過去に研究の一環としてとある実験を行っていた。それは悪魔と人間の女性を交配させるというもの。彼の遺した資料によれば、結果、女性は悪魔の子を孕はらんだという。

　人間と悪魔は子を成すことができる――

　公務役所の地下書庫でユーインがそれを知らせたとき、アリアは涙を見せた。

　喜んでいるとも悲しんでいるとも、どちらともつかない涙を。

「うはぁ。これすごく美お味いしいよ！」

　そしてその夜の今、喜びに満ちあふれた喧けん騒そうのただ中で、彼女はまるで昼間の出来事が嘘うそだったかのように元気に笑っている。

　何もかも吹っ切れたみたいに。



    

  
    
      



    

  
    
      「……そんなわけがない」

「えっ。嘘うそじゃないよ。味つけが濃厚で本当に美お味いしいよ？」

　と、ユーインの鼻先に串くし焼やきが突きつけられる。焼き立ての肉から漂う湯気が眼鏡めがねを再び曇らせた。鼻孔をくすぐる香りは本来であれば食欲をそそるものなのだろうけれど、今の彼にはただの湯気にしか感じられなかった。

　だってアリアは心の底から笑っていない――

「ユーイン？　おーい……もう。しょうがないなぁ」

　アリアはくるりと回って背中を向け、歩き出す。

　立ち尽くしていたユーインは慌あわてて彼女の後を追った。

　アリアが向かった先は雑踏を抜けた路地裏――大通りの音と光から距離を置き、人気がなく、薄暗く、静かな空間。ユーインが密集する人々の身体からだを押し退けてようやくそこへたどり着くと、アリアは串焼きを頬ほお張ばりながら待ち受けていた。

「ユーインはちょっと素直すぎるよ」

　開口一番に言われ、ユーインは唇を引き結んだ。

「すみません」

「うん、でも、簡単な話じゃなかったもんね」

　仕方無いか、とアリアは苦笑する。

　剣と人間、ふたつの姿を兼ねる彼女は、ユーインの目から見ると自己の立ち位置に悩んでいるようだった。悪魔でありながら人間のようでもある、どちらつかずの自分。だから人間と悪魔――言うなれば人間と元人間が子を成すことができるという事実は、彼女にとって何よりの朗報になるはずだった。

　しかし一方でそれには欠点もあったのだ。初代の研究結果によれば、悪魔と人間の女との間に生まれた子には生殖機能がなかったという。つまり異種交配によってできる出産は一代に限られる――子を生すことのできない子を産むことになる。

　子に残酷な運命を課す交配。

『あたしは、お母さんになれるかもしれないんだね。人間みたいに』

　昼間のアリアはそう言っていたけれど、それには言葉通りの意味だけじゃなくて、きっともっと複雑なものがたくさん込められていたように思う。そのとき流した涙にも。

　だからユーインには、今の彼女が無理をして笑っているようにしか見えなかった。

　けれど。

「はぐ、言いたいことも、はぐ、わかるけど、はぐはぐ」

　アリアは喋しやべることと食べることを交互に行いながら言う。

　いまひとつ緊張感がない。

「やっぱりあなたの教えてくれたことは、あたしにとって朗報だったよ。はぐはぐ」

「そう……ですか」

「うはんぐ。ユーインはあたしに可能性を示してくれはぐはぐ」

　そこはちゃんと喋しやべってほしい。

　口の中の肉をしっかり飲み込んでから、アリアは改めて続けた。

「たとえ欠陥があったとしても……人間と同じ機能が備わっているかもしれない、少なくともその可能性がある、ということはあたしにとってとても大きな意味を持つんだ。その分、人間に近づけた気がするからさ。もちろんその機能を使うつもりは一生ないけど、やっぱり知ることができて嬉うれしかったことは本当なんだよ。ありがとう、ユーイン。気を遣つかわせてごめんね」

　あはは、とアリアは笑う。

　ユーインは笑わない。

“〝人間と同じ機能が備わっている”〟

“〝その機能を使うつもりは一生ない”〟

　真に光明を見み出いだしていたならば、自分の身体からだに対してこのような言い方をするものか。

「お願いだから笑ってよ」

　は、とユーインは息を呑のんだ。

　目の前の満面の笑みはいつの間にか儚はかなげな微笑ほほえみに変わっていた。

　それは覚めたような――

「もう、この話はいいからさ。どうしようもないし」

「それでも僕は」

　にじみ出た諦てい念ねんに触発され、ユーインは思わず口走っていた。

「僕は心の底からアリアさんに笑ってほしい。そのためにできることを考えたいんです」

　アリアの面おもてから表情が消えた。

　毒気の抜けたような、忘我に近い無表情。

　どうして、とその唇から問いがこぼれる。

「どうしてあたしに笑ってほしいの？」

　静かな光をたたえ、それでいて濡ぬれたように艶つやを帯びた眼まな差ざし。路地裏の暗がりの中だとアリアの瞳ひとみはよく映えた。それはこちらの目にひたと据えられている。

「……っ」

　答えるべき言葉はユーインの胸の中に確かにあった。

　心臓が一気に高鳴る。空からの手が汗ばみ、声が喉のど許もとで支ささえ、何な故ぜか眼鏡めがねまでもが曇る。

　伝えたい気持ちは堰せきを切ったように外へとこぼれ落ちようとした。

「僕は――」

「見つけました！」

　意表を突かれたユーインとアリアは、同時にそちらを顧みた。

　大通りから漏れ入る照明を背に負い、路地裏の入り口にひとつの人影があった。ブロンドの長い頭髪の上に小さな帽子を被かぶり、肩から防寒用の外がい套とうを羽は織おった少女。その両手には偶然にもアリアが持っていたのと同じ肉の串くし焼やきがある。

　彼女はユーインもアリアもよく見知っている人物――工房『リーザ』の助手、リサだった。颯さつ爽そうと登場した少女はしかしふたりを交互に見やり、気まずそうに訊たずねてきた。

「……お邪魔でしたか？」

「……いいえ」

　お邪魔でしたと言わんばかりに低い声でユーインは否定した。昼間にも彼女の親方と似たやり取りをしたような気がする。師弟揃そろって自分に何か恨みでもあるのだろうか。

「リサはルークと一緒じゃないの？」

「あ、ハイ。一いつ旦たんセシリーさんと合流したのですが」

　リサは脱力しているユーインを気にしつつアリアに説明した。

「ルークとセシリーさんがなんだかいい雰囲気でしたので私は席を外してきました」

「そっか。じゃああっちはそっとしておいたほうがいいね。リサはあたしたちと一緒にお祭り回ろうか？　ひとりじゃ寂しいもんね」

「よ、よろしいんですか？　お邪魔じゃないですか？」

「もちろん！　ね、ユーイン。いいでしょ？」

「も、もちろんです」

　異を唱えられるわけがない。

　リサはユーインの様子を見て恐縮していたが、アリアが「いいからいいから」と彼女の背中を大通りのほうへ押す。ユーインは少し肩を落としながらその後ろに続いた。

「さっきの答え、今度ちゃんと聞かせてね」

　慌あわてて顔を上げる。アリアが肩越しにこちらを振り向いていた。

「……はい。必ず」

「うん。絶対だよ」

　へへ、とアリアは小さく忍び笑い。

　ユーインは息を吐き、そしてようやく微笑を返すことができた。

　――今ばかりは忘れよう。

　課題は多い。伝え損ねた気持ちもある。

　でも今日くらいは浮き世を忘れて祭りを楽しもう。

　それが今この瞬間に限り、ユーイン・ベンジャミンがアリアに対してできること。

「さぁ、たらふく食べるよー！」

「ハ、ハイ！」

　そうして三人――一人と一本と一体は再び人込みの中へと繰り出した。

　数日後、ユーインはアリアが剣に変化できなくなったことを知る。



　過去、大陸を混こん沌とんの渦うずに陥おとしいれた『代理契約戦争』。

　その大戦を激化させたのが『悪魔契約』――玉たま鋼はがねを触媒とする『祈き祷とう契約』とは異なり、術者の肉体の一部を霊体に喰くわせることで異形の悪魔を生み出すという、呪のろいの契約である。悪魔契約は大戦末期に国家間で締結された大陸法によってその使用が禁じられ、それを契機に時代は終戦を迎えた。

　大陸は今年、戦後四十五年を数える。



　大戦の名残なごりとして『魔剣』という存在がある。悪魔契約の際――肉体を霊体に喰わせる間際、術者が神や創造主への憎悪をたぎらせることで生み出される剣の悪魔。

　その大半が大戦期に具現し、戦後には大陸の彼あ方ち此こ方ちに散らばり、そして忘れ去られた。



　魔剣の孕はらむ憎しみは強い。

　一部の彼女らは人の姿を兼ね、個々に独自の銘めいを得、今なお“〝そのとき”〟を待ち続けている。

　あらゆる方法を用いて。



    

  
    
      


第21話　鉛のように　No Gift



　　　０



　黒々とした天空に火山灰が雲のようにもうもうと立ち込め、月光はその斑むらのある灰の幕を隔へだてて朧おぼろに射さす。大地に降り注ぐ光は淡く、だから月下の平野は深い夜よ闇やみに包まれていた。

　その夜半の世界に小さな光点がひとつ、あった。

　光点は黒い地平のただ中でぽつりと輝き、内側にふたつの人影を含む。

　人影は背丈の違いこそあれ共に同じ黒装束をまとい、頭に黒い覆面を被かぶり、そして唯一外気に触れる目め許もとには陰気な眼光を帯びていた。全身黒ずくめの装いは闇に溶け込み、彼らの気配を希薄にさせる。

　ふたりの黒装束は光を頼りに谷間を覗のぞき込こみ、何やら囁ささやき交かわしていた。

「これが『爪つめ痕あと』か……？」

「肯定します。現地の人間はそう呼んでいます」

　声は男女のそれ。彼らの吐いた白い息が風に吹かれてとぐろを巻く。

　平野に咲く光点の正体は、火の入れられたランプ。それが黒装束たちの足あし許もとを照らし出している――彼らのすぐ前方、わずかに白い灰を被った地面がある唐突に途切れ、断だん崖がいの絶壁となっていた。

　その谷は奈な落らくのように深く対岸も遥はるか彼方かなたにあり、ランプのか細い明かりではいずれの果てにも届かない。ひとたび足を踏み外せば無限に落下し続けてしまうのではないかと錯覚させるような底無しの穴。そこに息づく闇には夜の孕はらむ闇との境目がなく、それこそ世界の最果てを思わせた。

　大地に刻まれた長大な裂け目。

『爪痕』

　かつて大陸史上最悪の人外が地団駄を踏んだとき、その振動や衝撃で大地が割れてこのような巨大な縦穴が生まれた――という伝承がこの地域にはあり、俗称の由来にもなっている。

「しかしすぐそばに火山がある。単に地震によってできたものじゃないのか？」

「否定します。あなたの国で見られる地割れとは性質が明らかに異なります」

　黒装束の片割れ、背の低いほうが女の声で答えた。

「断面が滑らかに過ぎます。雨風にさらされながらもその全容をいささかも崩さず同じ傾斜を維持し続けています。さらに、こうして縁に立っているだけで高濃度の霊体が満ちているのを強く感じます。これらはこの裂け目が天災によるものではなく、かの人外が何らかの方法で大地を裂いた、または割ったことの何よりの証拠です」

「……活いきた火山帯に接していながらこの地域で地震が起こらないのも、ヴァルバニルが関係していそうだな」

「肯定します。加えて初代ハウスマンもそのために何らかの術式を残しているはずです」

　彼女の説明に「途方も無い話だ」ともう片方の男が嘆息する。彼は足あし許もとのランプを持ち上げてその光を穴の中に向けたが、空中を灰が漂う様子がぼんやりと見えただけでやはり谷底を覗のぞくことは叶かなわなかった。

「で、本当に大丈夫なのか。このやり方は」

「肯定します。独立交易都市の一騎士が、私と同じ能力の魔剣で実証済みです。ただし墜落による多少の負傷には耐えていただきますが」

「あまり大丈夫に聞こえないが……任せたぞ、『銘めい無なし』」

「否定します。あなたが信頼すべきはあなたの持つ、魔剣を扱う技術です」



    

  
    
      



    

  
    
      「屁へ理り屈くつめ。……用意しろ」

　了解します、と『銘めい無なし』と呼ばれた黒装束は短く応じ、自らの衣服に手をかけた。

　覆面の下から現れたのはくすんだ白の長い頭髪。

　そして左右対称の、目鼻立ちの整いすぎた面。

　まとっていた装束を足あし許もとに落とすと、それだけでもう彼女は一糸まとわぬ姿になってしまった。ランプの光が裸体をぼんやりと浮かび上がらせる――細く、だがしなやかな肢体や控えめな乳房、肉の薄い臀でん部ぶなどが露出された。

　際立って目立ったのは全身の肌にちりばめられた数々の痣あざ。打撲や火傷やけどといった外的な要因でなく、肉体の内側から何かの毒に侵されたかのような染みがそこには点在し、色気よりも痛々しさが先立つ。何より彼女の帯びる雰囲気には人間の持つ体温がない。素肌の印象も相まって打ち棄てられた人形という感が強い。

　全裸を晒さらしながら羞しゆう恥ちを覚えるどころか寒さに震える様子すらなく、女は淡白に唱えた。

「眠りを解け。魔王を斃ころせ。風をかの地に。――――神を殺せ」

　異変は爆風を伴って急激に発生する。女を起点に生まれた小さな台風は地面に薄うつすらと積もっていた灰を吹き払い、そばに立っていた黒装束の男をよろめかせ、そして彼女の姿を渦うずの中に覆い隠してしまう。鋭く乱暴に風を切る音が、無音だった一帯を行き過ぎた。

　烈風は発生と同じくらいの唐突さで千切れて消えた。異変は数秒足らずの出来事だったが、その名残なごりを示すように舞い上げられた灰が辺りを渦巻いている。

　黒装束の男は腹にかばっていたランプの光をそちらに向けた。そこにいたはずの女は忽こつ然ぜんと姿を消し、代わりに彼女の立っていた地面には一本の短剣が突き刺さっていた。

　残された男は身を屈かがめてそれを引き抜く――奇妙な形をした刃物だった。先端が鋭く尖とがった両刃りようばの短剣。ただしその刃は蛇のように波打った形状をし、剣身の表面にも何かの尾を象かたどったと思われる意匠が施されていた。

　何ど処こか神秘めいたこの得え物ものは、俗にクリスナイフと呼ばれる短剣である。

　黒装束の男は緩ゆるめていた覆面の口くち許もとを紐ひもで締め、次いで背に負っていた背はい嚢のうから素通しのゴーグルを取り出して目め許もとにはめた。先ほどの女とは対照的にできるだけ素肌の露出をしない状態になると、女の脱ぎ捨てた黒装束や火を落としたランプを背嚢にしまう。

「諜ちよう報ほうも楽ではない……」

　ランプの火が消えた時点で暗くら闇やみは黒ずくめの彼をすっかり呑のみ込んでしまっている。

「死んだら恨むぞ」

　呟つぶやいた彼は一片の躊ちゆう躇ちよも見せずに地を蹴けった。

　地面の途切れた先、穴の中へとその身を躍らせ、即、風を切る。

『爪つめ痕あと』は彼の一切を呑み込んで沈黙し――一瞬後、谷底から爆風を吐き出した。
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　大陸が年を越してから数日が経過していた。

　セシリー・キャンベルは今朝も外がようやく白み始める早い時間に起き出し、寝巻きから稽けい古こ着ぎに着替え、念入りな柔軟運動で全身の筋肉をほぐし、近所付近を周回する――七番街の田畑に臨のぞむ畦あぜ道みちを走り込んで身体からだを温め、それを終えたら立木を相手に剣の修練に勤しむ。剣けん戟げきの軌道、踏み込み、体たい捌さばき、呼吸法などといった一連の剣の型や体術を繰り返し反復することでその精度を高め、そして新たな技を模索する。長年心がけている訓練であり、近ちか頃ごろはその量も増やし、だから一通りこなすころには滴したたるほどの汗をかく。

　訓練を切り上げたセシリーはキャンベル家が仮住まいとしているバラックに帰還。私室で稽古着はおろか下着まで脱ぎ捨てて素っ裸になり、帰りがけに汲くんできた井戸水で布を湿らせ、そいつで汗まみれの身体を清める。訓練によって火ほ照てった肌に冷たい井戸水はむしろ心地良い。身も心もさっぱりしたところで姿見の前に立つ。専属の家政婦であるフィオ・アトキンズが崩壊したキャンベル家の瓦が礫れきから引っ張り出してきたという姿見は鏡面に亀き裂れつが走り、曇りや錆さびも目立つ。

　下着を穿はき、肌着を身につけ、その上から数々の装備――白を基調とした羽は織おり物ものを肩にかけ、腰巻きを剣帯で留め、具足を履き、鉄の胸当て、肩当て、手甲をそれぞれ身体の各部位にはめ、首から自衛騎士団の所属を表すペンダントを提げる。自衛騎士団に入団したのは昨年の春先だが、そのころよりも明らかに武装は厚くなった。

　燃えるように赤い髪を櫛くしで整え、一輪の造花をあしらった髪飾りで留める。

　己の容姿を検あらためて不備がないことを確認。

　鏡越しに赤い瞳ひとみと見つめ合う。心持ち、まなじりに力を込めた。

「よし」

　体調は万全。気力も満ちている。今日も一日頑張ろう。

　気合を確かめるように頷うなずいたところで――ぐきゅるぅ、と下腹部がはしたなく唸うなった。

「朝食の準備ならできてるよ」

　このタイミングで腹が鳴ることを見越していたかのように、背後から声が湧わく。見やるといつの間にか部屋の戸口から寝巻き姿のアリアがひょっこりと顔を覗のぞかせていた。

　赤面しながら咳せき払ばいをするセシリーに、相棒の彼女はくすくすと含み笑いをする。

「い、今行く」

「おいでおいで」

　私室の外ではエプロンドレスを着た使用人、フィオ・アトキンズが食卓に朝食を並べているところだった。引っ詰めにした茶髪に、何ど処こか威圧的な趣のある風ふう貌ぼう。言動に押しつけがましい面が強いところが玉に瑕きずな彼女だが、家政婦としての手腕はとても優れており、キャンベル家の家事一切を取り仕切っている。

　食卓にはすでに赤目赤髪の婦人――セシリーの母親であるルーシー・キャンベルが席についていた。元々身体からだが弱く床に臥ふしがちな彼女は、今朝も体調が優れないのか椅い子すの背もたれに力なく身体を預け、肩を狭めながら寝巻きの上から羽は織おった上着の前をかき合わせている。

　注ぎ口から湯気の立つポットを手に、フィオが私室から出てきたセシリーたちを振り返った。

「来たね。食事だ」

　四人で食卓を囲み、ルーシーとフィオが食前の祈りを捧げるのを待ってから各々のペースで食事を始める。空腹だったセシリーは焼き立てのパンに豪快に齧かじりついて「はしたない」と母親に窘たしなめられた。

　それにしても、とルーシーが悩ましげに頬ほおに手を当てた。

「やっぱりこの家は隙すき間ま風かぜが身体にこたえるわ」

　仮住まいのバラックの中で、キャンベル家の人々が今のように便べん宜ぎ上“〝居間”〟として使用している空間――そこは間取りは十分なのだが、玄関の戸口と直結しているので隙間風が厳しい。

「もうしばしの辛抱です、母上。はむっ、我々が改修に、はぐはぐ、励んでおります」

「食べながら喋しやべるのはやめなさい。セシリー」

　先の帝政列集国襲撃事件を経へて、独立交易都市は現在も復興の最中にあり、住まいを失った一部の市民は一時的な処置として市内に点在する仮設住宅に振り分けられて暮らしている。復興作業は一般市民の住まいを優先させているため、自衛騎士団所属の公務員を抱えるキャンベル家はまだ、お世辞にも上等とは言えない木造のバラックでの生活を余儀無くされていた。

　腹を適度に満たしたところでちょうど出勤の時間を迎え、セシリーは玄関口に立った。開かれた戸口から入り込む冬の風は肌を突き刺すように冷たく、そのせいか自然と背筋が伸び、ほぐれていた筋肉も引き締まるように感じる。

「貫かん禄ろくついてきたんじゃない？」

　見送りに来たアリアが言った。

「……そうかな」

「うん。出会ったころとは見違えるようだよ」

　眩まぶしいものでも見るように目を細め、

「佇たたずまいとか顔つきとか、すごく変わった」

　ふたりが出会ったのはセシリーが自衛騎士団に入団して間もなくのことだ。炎の悪魔と相あい見まみえた“〝市いち”〟の事件を経、相棒として組むようになってからまだ一年も経たっていない。

　セシリーは首を横に振り、

「今でもがむしゃらだよ。そう見えるのはたぶん、以前よりマシになっただけで」

「マシになった、っていうのは少なくとも悪いことじゃないでしょ」

「そうだけど」

「不満？」

「私はまだまだ未熟だ」

　相棒は呆あきれたように息を吐いた。

「セシリーはもうちょっと自分を褒ほめることも覚えたほうがいいよ？」

　あまり気の乗らない話題だったので「そのうちな」と手早く打ち切った。

「そろそろ行くよ」

「はい。行ってらっしゃい」

　アリアは鞘さやに収められた一振りの剣を差し出した。

　飾り気が少なく、得え物ものとしては凡庸な部類のそれ。

　セシリーは受け取って腰の剣帯に吊つるす。

　相棒でない剣を帯びて、相棒に見送られて、ひとり職場へと向かった。





“〝先の帝政列集国との戦闘による消耗とそれに伴う一時的な疲弊”〟

　これがアリアが剣に変化できなくなったことに対する、おおよその見解だった。

　激化の一途をたどった、帝政列集国による独立交易都市襲撃の事件。かの国が放った人外兵器や悪魔によって都市が被こうむった損害は少なくない。

　セシリーとアリアは事件の直前に、旧群集列国のある小国家から脱出することですでに心身ともに消耗しており、その上で悪魔どもの殲せん滅めつに尽力した。今回の『変化不能』はそれらの疲労が蓄積したことによる一時的な症状――ではないかと自衛騎士団の中では考えられている。

　原因を究明かつ症状が緩和するまで大事を取り、アリアには基本的にキャンベル家での待機が命じられている。本当に“〝疲弊”〟が原因だったとすれば何かの弾はずみで倒れることもあり得るからだ。現在はユーインや祈き祷とう契約に詳しい自衛騎士団の者たちが初代ハウスマンの資料から原因を探っている。

　一方セシリーには通常勤務があり、それでなくても都市は今なお復興に忙しい。相棒とはいえ付きっ切りでアリアのそばにいるわけにいかず、何より過去の戦果から実力を認められてきていることもあって、現場を離れることは良しとされなかった。

　故ゆえに、ここ数日のセシリーたちは別行動を当たり前にしているのだった。

「あれぇ、今日はアリアさんは一緒じゃないのかい？」

「ああ。アリアは別件で仕事があって――」

　公務役所へと出勤する道すがら、顔見知りの市民とそんなやり取りを交わす。それもひとりやふたりではなく、誰だれかと擦れ違う度にしばしば同じようなことを訊たずねられた。

　独立交易都市に住まう市民らはそのほとんどが、アリアの正体が魔剣であることを知っている。昨年の春に行われた“〝市”〟では大観衆の前で剣に変化するところを披露したし、日ひ頃ごろからセシリーとともに市内を警けい邏らする姿も見せている。極めつけは先の襲撃事件だ。巨人の悪魔を制した際の鮮やかな手並みで、セシリーとともに有名になり過ぎているくらいだった。

　アリアが人ならざる存在であることも、彼女が魔剣として都市を守るために働いていることも市民は知っている。

『だからこそ彼女の状態は秘ひ匿とくしなければいけない』

　そう、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団副団長のレジナルド・ドラモンドは言う。

『人外兵器、悪魔、魔剣……これらを保有する帝政列集国と敵対する中、アリアは今や独立交易都市における重要な戦力となっている。その彼女の異変を他国に知られるようなことがあってはならない』

　自衛騎士団の中でもアリアの異変を知る者は少数に限られている。故ゆえにセシリーはアリアと別行動を取りつつ、その理由を誰にも明かさぬよう注意を払っていた。

　三番街の公務役所に到着すると、正面のエントランスで同じように出勤してきた同僚と鉢合わせた。

「おはよう、パティ」

「あらら、おはよ。今日も早いわねえ」

「そちらこそ」

　栗くり色いろの髪に分厚い眼鏡めがねをかけた小柄な女性――パティ・ボルドウィンだ。彼女は事務や治癒業務に就つく非戦闘職の都市公務員であり、入団当初から何くれとなくセシリーの世話を焼いてくれている。

「ねえセシリー、久しぶりに一緒にお昼どう？　ちょっと時間空きそうなの」

「すまない。残念だがこちらは今日も無理そうだ」

「そっか。うーん、じゃあアリアの様子でも見に行こうかな」

　手を振って別れ、騎士団の詰め所に向かう。

　規定の勤務時間にはまだ余裕はあったが、そこにはすでに団員たちが何人か屯たむろしていた。

「おはようございますセシリーさん！」

　こちらに気付いて真っ先に駆け寄ってきたのは、ひとりの少女騎士である。鼻の辺りににきびが目立ち、年齢も十代の半ばというまだ歳若い団員。男性と比べてもかなり背が高く、それを意識してか騎士団の制服も下は腰巻きではなく男性用のズボンを穿はいていた。利き手が左なので剣は右腰に吊っている。

　ヘイゼル・キンバリー。セシリーに憧あこがれて入団を決意したという新米の少女騎士だ。

「本日もよろしくお願いします！」

「よろしく、ヘイゼル。ヒルダも相変わらず今朝は早いな」

　ヘイゼルの後ろに控えていた女騎士が軽く手を挙げて応じた。うなじの辺りから一束に編み込まれた黒い長髪に、そばかすの残る容よう貌ぼう。顔立ちは端正な作りをしていたが表情に愛想がなく寡黙な雰囲気がある。ヘイゼルとは違って下半身には腰巻きを身につけていた。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュ――元々は旧群集列国出身の人間で、過去にはセシリーと敵対したこともあったが、先の帝政列集国との一件を機に自衛騎士団に入団した女性だ。

　詰め所の備え付けの丸まる椅い子すに腰かけていたヒルダは、くあ、と大きな欠伸あくびを漏らした。

「ずいぶんと眠そうだが」

「……毎朝ヘイゼルがな、馬ば鹿かみたいに早い時間に起こしに来る」

　何言ってるの、とその当のヘイゼルが唇を尖とがらせる。

「私たちは新人なんだから誰だれよりも早く出勤して詰め所のお掃除するのが当たり前でしょ。ヒルダは私が起こさないと遅刻するし」

「オマエの起こし方は乱暴なんだ。どうしてワタシは目覚める度に怪け我がをしている」

「だからヒルダが全然起きないから――」

　互いに不平を言い合う後輩たちにセシリーは苦笑いを浮かべた。

　ふたりは入団が同時期だということもあって現場でもコンビを組まされることが多い。こうしていがみ合っている様子から反そりが合わないようにも見えるけれど、実は普段の生活でも行動をともにすることが多いらしい。見た目ほど相性は悪くないのかもしれない。

　とにもかくにも面子メンツが揃そろっているのなら話は早い。セシリーはふたりを促した。

「それじゃあ今日も一日頑張ろうか」

　元気良く応じるヘイゼルと、やれやれと重い腰を上げるヒルダ。

　三人は連れ立って公務役所を発たった。





　襲撃事件から休養期間を経へて現場復帰したセシリーは、ここ数日を多忙に過ごしていた。

　基本的な職務として行っているのは後輩である新団員たちを同伴しての市内警けい邏らである。セシリーはこの日もヘイゼルとヒルダを率い、彼女らの指導を兼ねつつ市内を巡回する。

　襲撃事件を通して都市全体の結束はむしろ強まったように思われていたが、比して犯罪の件数は増える傾向にあった。窃せつ盗とうや強盗などの盗犯、傷害や恐きよう喝かつ、通り魔、玉たま鋼はがねの密輸など、その種類は実に様々だ。当然セシリーたちもこれらの犯罪の捜査に当たるが、市民の不安を取り除くという意味でも市内警邏は重要なものとなっている。最近では灰商いの人間が二名ほど行方ゆくえ知れずになっており、その捜索も命じられていた。

　さらに昨今の大陸情勢から外地の人間に対する入都規制も厳しくなっており、たとえば外地からやって来た人間が市内の宿泊施設に泊まるにしても正門で配布される証文が必要だし、商人に関しては馬の鼻紋も記録される。セシリーたちは市内を巡りながらこれらの記録の確認も行わなくてはならない。

　自衛騎士団の他の仕事としては被害に遭あった区画の復旧作業や、独立交易都市周辺を囲う防壁の強化工事などが挙げられる。これらは自衛騎士団の団員が交代で専門の職人に協力することになっていたが、セシリーは警けい邏らの合間に――通りがかったときに手を貸したり休憩の時間を割いたりなどして工事を手伝うように心がけていた。一日も早い復興は都市に課せられた急務だ。セシリーは団長のハンニバル・クエイサーに許可を得て警邏範囲を広げており、被害の跡地や工事現場に足繁く通っていた。これにはヘイゼルやヒルダも積極的に手伝ってくれている。

“〝防壁の強化工事”〟とは悪魔との戦闘で培った経験を基に、新たに発案されたもののひとつだ。かつて襲撃事件では、とある市民の提案により市内の各所に一定の陣を組むよう玉たま鋼はがねを配置することで悪魔どもに対抗した。それは祈き祷とう契約により陣内の霊体を急激に消費し、そこへ踏み込んだ悪魔を弱体化させるというもの。先の戦闘ではこれが大いに役立ち、以後も恒常的な対抗手段として採用が決められた。現在は都市周辺の防壁を優先的に工事が行われている。セシリーらは無論、この工事にも可能な限り参加した。

　結果的に一日中市内を巡ることになり、日が暮れるころにはくたくたに疲れ果てる。

　しかしセシリーたちの一日はまだ終わらない。公務役所に戻り、書類整理をしていた副団長にその日にあった出来事を口頭で報告――必要なときは報告書をしたためる――した後は、所内の練兵場にて後輩の戦闘指導を行う。

「でええええい！」

　長身のヘイゼルが訓練用に刃の潰つぶされた剣で力任せに打ち込んでくるのを、セシリーは同様の得え物もので受け流し、彼女の隙すきだらけの足あし許もとを具足の爪つま先さきで軽く小突いてやった。

　勢い余って顔面から思い切り地面に突っ伏すヘイゼルを尻しり目めに、音もなく忍び寄っていたヒルダがセシリーの眉み間けん目掛けて木剣の刺突を放つ。セシリーは頭を真横に傾けることでそれを回避。次いでヒルダの空いた脇わき腹ばらを薙なぎ払った。

　ヒルダは逆の左手に持っていたもう一本の木剣でそれを受け止める。彼女としてはセシリーがヘイゼルに対してしたように剣けん戟げきを受け流すつもりだったようだが、セシリーの腕力がそれを許さなかった。ヒルダは予想以上の打撃力によろめき、後ずさる。

　その小さな後退をセシリーはすり足で追い、踏み込みとともに縦の斬ざん撃げきを放つ。ヒルダは己の額に落ちてくる軌道に辛からくも左の木剣を割り込ませたが、それもやはり彼女の得物を重く打ち据え、その手から叩たたき落とした。

　セシリーはさらに地を滑って矢継ぎ早に剣を繰り出す。重さだけでなく疾はやさも伴った斬ざん撃げきの連続。大気を鋭く裂く音が幾度もヒルダを襲い、彼女は残った右の木剣でそれと打ち合うが四合目で遅れを取った。

　気が付けば首筋に剣を添えられており、ヒルダは参ったと言うように両手を挙げた。

「まだだ」セシリーは背後を振り返り、「立てヘイゼル。君は少し転んだだけだ」

　鼻を押さえていたヘイゼルが慌あわてて立ち上がった。

「君は安易に突進する癖くせを直したほうがいい」

「げ、元気と腕っ節の強さが私の取り柄なんです」

「ならその長所で私を捻ねじ伏せてみせろ」

　ヘイゼルは硬い表情で喉のどを鳴らしてから、犬歯を剥むき出しにして駆け出した。

「うりゃああああ！」

　セシリーとヘイゼルの剣が交差。鈍い衝突音が反響し、鍔つば迫ぜり合いの摩擦で火花が散る。

　均衡は一瞬。押し負けて体勢を崩したヘイゼルは再び足払いをかけられて転倒した。

「次っ、ヒルダ！」

　間髪容いれず名指しされ、ヒルダはわずかに怯ひるんだ顔を見せた。しかしすぐに表情を引き締め、両手にそれぞれ木剣を持ち直して再度襲いかかってくる――

　セシリーは手を休めず何度もヘイゼルやヒルダたちと刃を重ね、そして何度も彼女らを叩たたきのめす――毎日日の暮れる刻限になると三人はこうして模擬訓練を繰り返していた。

　それは日に日に苛か烈れつさを増し、同じ練兵場に居合わせた同僚たちを圧倒する。セシリーは入団当時から男性団員を相手に訓練していたが、休養から復帰した彼女はそのころの比ではなかった。以前よりずっと腕を上げ、技に磨きがかかり、そして殺気さえみなぎっているようだった。

　今や騎士団の中でセシリー・キャンベルの実力を認めない者などいなかった。

　けれどそんな評価とは裏腹に――

　足りない、とセシリーは歯は軋ぎしりする。

『私はまだまだ未熟だ』

　――この程度ではまったく足りない！

　こうしてヘイゼルたちと闘っている今も焦りを覚えていた。鉛のように身体からだを重く感じる。何ど処こか本調子でなく、ぬるま湯に浸つかかったように五感が鈍い。それは昨日今日のことではなかった。相棒アリアと別行動を取るようになってからずっと続く感覚だった。

　胸の奥底に小さなしこりがある。それは石のように硬くごつごつとしていて、一方で棘とげのようにちくちくと刺さって抜けなくて、とにかく精神を不快に刺激してくる。

　もどかしいくらいの焦燥。

　――私のせいなんだ。

　自分こそがアリアに無理をさせてしまったのだという自覚。

　魔剣は単独で能力を発現することができない。それを使用する人間――握りグリツプを手にする者がいて初めて真価を発揮する。だからアリアがどれだけ力を消費するかは、彼女の使い手であるセシリーの戦い方に因よる。

　これまでの戦いを思い起こすまでもなく、自分は魔剣の力に頼りすぎたのだ。そのせいでアリアは体調不良を訴えるようになり、果ては剣に変化することすらできなくなってしまった。

　実のところセシリーのことを責める人間はひとりもいなかった。有象無象の悪魔や人外兵器が都市に攻め入ったあの日――セシリーたちは限界まで力を振り絞る必要があった。誰だれもがそう思ったし、実際に口にして言ってくれた。

　それでも自責の念は拭ぬぐえない。しこりとなって心を苛さいなむ。

　己の未熟さ故ゆえに相棒を消耗させてしまった――だからセシリーは強くならなければいけない。

　アリアに頼らずとも戦えるように。相棒に過度な負担を強しいないように。

　ひとりの騎士として胸を張れるようにならなくてはいけなかった。

　けれど――

『変化、できないや』

　あの日から依然としてセシリーの心は冴さえないでいる。

　鉛を抱えたように四肢を鈍重に感じ、思い通りに動かない肉体をもどかしく思う。

　遮二無二に仕事に打ち込み、訓練に没頭していたのはそれを振り払うためでもあった。

「次！　ヘイゼル！」

「はいッ！」

　何度も転がされて全身が薄汚れているヘイゼルは、それでも挫けず果か敢かんに立ち上がって先輩へと挑んでいく。剣けん戟げきの音が絶え間なく響く。

　一方ふたりが剣を交えるのを余所に、ヒルダは力尽きたように尻しり餅もちをついていた。

　肩で息をし、乱れる呼吸に時折むせながら、小さく呟つぶやく。

「……八つ当たりのようだな」





　三人の訓練は様子を覗のぞきに来た夜勤の団員に追い出されて終わるのが大概だった。

　ふらふらのヒルダとヘイゼルをそれぞれの住まいに送り届けてから、セシリーはやはりふらふらの身体からだを引きずりながらキャンベル家のバラックに帰宅した。

「おかえりなさい」

　出勤の時に見送ってくれたように、アリアは玄関でセシリーを出迎えてくれる。

「お腹なか空すいたでしょう？　今フィオにスープを温めてもらうから」

　窺うかがい知れないのは相棒の思おも惑わくだった。

　自宅待機を命じられて以来、アリアは目立って取り乱すようなことはしなかった。素直に命令に従い、フィオの家事を手伝い、ルーシーの世話をしながら、表面上は何事も無く過ごしているとセシリーは聞いている。

　現状をどう思っているか、本人に訊たずねたことはもちろんある。

『ユーインがいろいろと調べてくれているらしいし、あたしは待つだけ』

『焦っても仕方無いし、こうなったらなるようにしかならないよ』

　アリアは軽い口調でそんなふうに答えていたけれど――何かもやもやしたものがセシリーの中に残っていた。あのしこりと同じ棘とげがもう一本。

　それが何なのかわからないまま食事を取り、汗を流し、疲労のまま床に着く。

　うつらうつらとした意識の中で寝床にアリアが潜り込んでくるのを感じながら――その温もりに大きな心地良さを覚えながら眠りに入り、セシリー・キャンベルの一日は終わる。



　　　２



『なるようにしかならない』

　自分でそれはわかっていても――圧倒的な現実が容よう赦しや無く背中を追い立てる。

　風を失った。それ以来ずっと、なんだか自分のものでないように身体からだを重く感じる。

　鉛みたいに、すべてが重い。





「灰はい被かぶりの森を訪れてみてはどうだろうか」

　相棒セシリーがそう提案したのは、アリアがいつものように彼女の出勤を見送るため玄関口に立ったとき――前置きらしい前置きもない、突然のことだった。

　灰被りの森？　と小首を傾かしげるこちらにセシリーが頷うなずく。

「あの森には霊体が豊富に含まれている。そういった環境で過ごすことはアリアの助けにならないかと思ったんだが」

　悪魔にとって霊体はその肉体を維持するための、人間でいう“〝栄養”〟に近い役割も担っている。アリアの身に起こった異変が力の消耗や疲弊に起因するのであれば、霊体をいつも以上に体内に取り込むことが力の回復につながるのではないか、とセシリーは考えたらしい。

「なるほど、悪くないかもね。ちょっぴり期待できるかも」

　ふむふむと頷き、でも、とアリアは続けた。

「あたし、自宅待機しなきゃいけないんじゃ？」

「大事を取っての命令だから必ず遵じゆん守しゆしなければいけない、というわけでもないんだ。副団長にも意見を伺うかがってみるし、ひとりで行かせるつもりもないから安心してくれ。許可が取れたら後で人を遣やるよ」

「うん。じゃあ了解。モノは試しに、だね」

「出来ることなら私が同行したいけど」

「セシリーはダメだよ。今や自衛騎士団の先鋭なんだから」

　大おお袈げ裟さだな、とセシリーは何ど処こか困ったように苦笑する。

　――大袈裟じゃないんだけどな。

　アリアは本心からそう思う。佇たたずまいや顔つきが見違えるように変わったというのも本当だ。セシリーは出会ったころよりもずいぶんと精せい悍かんになった。

　――“〝精悍になった”〟なんて、女の子に対して使う表現じゃないけど。

　ねえ、とアリアはセシリーに訊たずねた。

「ちゃんとルークやリサに会ってる？」

　それは意表を突く問いだったらしい。セシリーは頬ほおを強こわ張ばらせ、言葉をつまらせた。

「どうして会わないの？」

「……忙しいから。向こうも同じようだし」

　悪いた戯ずらを見つかった子どものように、ばつが悪そうな顔で答える。

　相棒が一時よりも多忙に過ごしていることは知っている。でも理由はそれだけではないように思えた。

「少しでいいから会いに行きなよ。セシリー、ちょっと疲れてるみたいだから息抜きにさ」

　考えておく、とセシリーは言葉少なに言った。

「そろそろ行くよ」

「はい。行ってらっしゃい」

　アリアは鞘さやに収められた一振りの剣を差し出した。

　飾り気が少なく、得え物ものとしては凡庸な部類のそれ。

　セシリーは受け取って腰の剣帯に吊つるす。

　自分でない剣を帯びて、自分に見送られて、相棒はひとり職場へと向かっていった。





　自宅待機といえどアリアの許もとを訪ねてくる人は少なからずあった。

　例えば一昨日はパティ・ボルドウィンが自分の休日を使って話し相手になってくれた。近しい人間ということで彼女もこちらの抱えている異変を知っていて、だから時間を見つけては遊びに来てくれる。

　昨日などはどういうつもりかセシリーの上司であるレジナルド・ドラモンドが訪れ、割いた時間こそわずかだったけれどこちらの体調について無愛想に質問して帰っていった。彼なりに気を遣つかってくれているらしい。

　そしてこの日セシリーの出勤からしばらくしてやって来たのは、パティやレジナルドのように普段から様子を見に来てくれる人たちだった。自衛騎士団に所属する彼らは決して暇ではないはずだったが、市内警けい邏らの休憩時間などにしばしば顔を見せてくれる。

「付き合わせちゃってごめんね」

　アリアは自分の前を歩くふたりに詫わびた。

　とんでもないです、と振り返ったのはヘイゼル・キンバリーだった。

「セシリーさんから頼まれていましたし、何より何日も部屋の中に閉じこもっていたら気持ちも落ち込んじゃいますからね。たまには外の空気を吸って身体からだを動かさなくちゃ。言うならばこれはハイキングですよハイキング」

「……こんなところにハイキングに来る酔狂者はワタシたちくらいだろうな」

　もうひとりの同行者であるヒルダ・キャヴェンディッシュが嘆息交じりに漏らした。

　彼女の言う“〝こんなところ”〟――ハウスマンの森こと『灰はい被かぶりの森』はその名の通り火山灰を被った森林のことである。

　独立交易都市とブレア火山の中間に位置し、常に火山灰が浮遊しているため中の視界は白く濁り、日中であっても鬱うつ蒼そうとして薄暗い。一見すると死の気配が強いように思われるが、反して森の植物は枯れ果てることがない。灰を被りながらも土地に根付く霊体が生命力の代わりをしており、そのため季節に係わりなく草木は生い茂っているのだ。

　七番街から灰被りの森に足を踏み入れた三人は、茂みをかき分けながら奥へと進んでいるところだった。

　ヘイゼルとヒルダはそれぞれ腰帯に玉たま鋼はがねを吊つるしている――森は全体に霊体を多く含み、故ゆえにこの土地を訪れる人間は『霊体酔い』を防止するための玉鋼を携帯する必要がある。これは周囲の霊体を吸収し、その濃度を緩和する役割を果たす。ふたりは他にも灰から喉のどや目を守るために口くち許もとから首をあり合わせの布で、目め許もとを専用のゴーグルで覆っていた。

　一方、正体が悪魔であるアリアはそういった種類の装備を必要としない。しかし剣に変化できなくなってから慢性的に寒気を覚えることがあり、外出の際にはいつもの格好の上から外がい套とうを一枚、肩から羽は織おるようにしていた。

　先頭のヘイゼルとヒルダが剣で草を刈って道を作る後から、アリアはひょこひょことついて歩く。しばらく分け進んだところで比較的草木の少ない地面を見つけたので、とりあえずはそこを今日の拠点にすることに決めた。

　アリアはふたりがブーツで茂みを踏み固めてくれたところに座らせてもらう。ヘイゼルがそのアリアの隣に腰かけ、長い脚を持て余すような、何ど処こか納まりの悪い胡坐あぐら――妙に男らしい座り方をしながら「で」と切り出してきた。

「この森で何をするんですか？」

「特別なことは何もしないよ。ただちょっとここで過ごしてみるだけ」

　悪魔にとって霊体は“〝栄養”〟のようなものであり、だからその濃度の高い森で過ごすことは自分の身体からだにもいい影響があるかもしれないということを簡単に説明すると、ヘイゼルが感心したように頷うなずく。

　彼女は「うーん」と少しばかり唸うなり、

「でも今でも不思議なんですよね、アリアさんの正体が魔剣だっていうの。何ど処こからどう見ても私たちと同じ人間なのに」

「あ、そっか。ヘイゼルはあたしが変化するところを見たことないのか」

　彼女は一度だけセシリーがレイピアの魔剣で戦うところを見たことがあるらしいが、アリアが剣に変化する瞬間そのものを目撃したわけではない。ふたりが出会ったのもアリアが今の状態に陥ってからの話だ。

　ひとりだけ木の幹に寄りかかっていたヒルダが言った。

「そいつは正真正銘の魔剣だ。この都市にとっては比類なき戦力でもある」

　ヘイゼルはむっとしたように同僚を見やる。

「なんかそれ、嫌な言い方」

「言い方も何も、本当のことだ。現にそいつが変化できなくなったと聞いたとき、上の人間はずいぶんと慌あわてふためいていたぞ」

「そんなの知らないよ。私はただヒルダの言い方が気に食わない」

「それこそ知ったことか」

　アリアは慌てて彼女らの間に入った。

「ま、まあまあ！　落ち着いてよ御両人。あたしは全然まったく気にしてないから」

　ヘイゼルは不満げに頬ほおを膨らませ、ヒルダは鼻を鳴らしてそっぽを向く。ふたりはコンビを組まされることは多くても、特別仲がよいというわけでもないらしい。

　――ヘイゼルもそうだけど、ヒルダも結構意固地なところがあるなぁ。

　知り合ったのはヘイゼルよりも先だが、それでもアリアがヒルダと日常的に言葉を交わすようになってまだ日は浅い。かつては敵対した相手でもあるので最初は戸惑ったが、実のところアリアは彼女のことをわりと気に入っている。歯に衣きぬ着せない性格は下へ手たに気を遣つかわれるよりも付き合いやすい。

「……ひとつ聞きたい」そのヒルダが唐突に訊たずねてきた。「オマエは本当に元の剣の姿に戻りたいのか」

「へ？」

「戻ればまた戦う破目になる。それでもいいのか」

　彼女の眼まな差ざしはひたとこちらに据えられている。

　質問の意図を汲くみかねて目を瞬かせたけれど、アリアは答えた。

「もちろん」

　――だってあたしの価値はそれだけだから。

　本音は胸の内にとどめ、続ける。

「あたしね、こんなに長い間同じところに留まったのって、生まれて初めてなんだよ」

　記憶の始まりは血塗られた戦場。

　地面に突き刺さっていた自分を人々は奪い合い、そして自分を使って殺し合った。大きな戦争が終わってからも大陸の各地では小競り合いが続き、そこでも使われた。

　以後も盗賊や商人、貴族など様々な人間の手を渡ってきた。いずれの持ち主もアリアのことを“〝武器”〟として見なし、厳重に保管することを当たり前とした。容易に出歩けるような人の姿を維持することは許されず、必ず木箱や布袋といった“〝何かの中”〟に剣の姿で容れられた。

　そして人の手を介し、大陸の色々な国を旅してきた。

　なのにアリアはそれらの国のことをあまりよく知らない。

　真っ暗な“〝何かの中”〟にばかりいたから。

「人間のように見たり話したり、食べたり眠ったり、立ったり歩いたり走ったり、泣いたり笑ったり――そんな当たり前のことが許されなかった。稀まれに人柄のいい持ち主さんもいて話し相手になってくれたりもしたんだけど、基本的なところはあまり変わらない」

　暗いところにいるか、見世物になるか、何かを傷つけているか。大体そんなところ。

　と、そこでアリアははたと気がつく。

　ヘイゼルが瞳ひとみを潤うるませ、ヒルダも物思うように目を細めていた。

　そんなふたりに微笑ほほえみかけ、だからね、と付け加えた。

「セシリーと出会えたことは四十年以上生きてきた中でイチバンの幸運」

　独立交易都市に来て以来、自分を取り巻くすべてが変わった。

『君は私の戦友になれ』

　それを言われたときの喜びは何にも勝まさる。

「この街で暮らして、あたしは人としての幸せと剣としての誇り、両方を手に入れることができた。だからいつかあたしの刃が折れることがあっても、それはこの場所で、セシリーの手の中でありたい」

　アリアは改めてヒルダの問いに答える。

「そのためにもまた戦えるように体調を直さなくちゃ」

　ヘイゼルが身を乗り出し、こちらの手を取った。

「ユーインさんが不眠不休で原因を探ってくれています。私にも手伝えることがあれば何でも言ってくださいね！」

「うん、ありがとう」

　――ヘイゼルはいい子だなぁ。

　彼女の真まっ直すぐさは出会ったころのセシリーを思わせてなんだか微笑ほほえましい。

「それで」とアリアはヒルダのほうを見やった。「どうしてそんなことを？」

　彼女は指先で鼻の頭を掻かきながら、

「いい迷惑かもしれないが……ワタシもここに来るまでは、その、オマエと近からず遠からずだったから。自分だからこそ理解できることもあるかもしれないと思って、話だけでも聞いてやろうかと」

　同僚の手前だからか言葉を濁しながら答える。案の定ヘイゼルはきょとんとしていた。

　言われてみれば、とアリアは手を打った。ヒルダは旧群集列国の元奴隷だ。自由を奪われた身分であり、人間と悪魔というように種類こそ違え、自分たちの境遇には似たようなところがあったのかもしれない。

　どうやらヒルダも彼女なりに自分のことを心配してくれていたみたいだ。

「ありがとう。今度あなたの話も聞かせてよ」

　気が向いたらな、と素そっ気け無く言い、それから気が抜けたように息を吐いた。

「しかし、なんだ。こうして話しているとオマエは本当にただの人間みたいだな」



    

  
    
      



    

  
    
      「うんうん。知り合ったばかりの私なんかは特にそう思っちゃいますよ」

　同僚の言葉にヘイゼルも同調する。

　――ただの人間、か。

「最近さ、変化できなくなったせいか風を感じにくいの」

　アリアはぼんやりと呟つぶやいた。

「風を感じにくい、ですか？」

「うん。なんだか息苦しいというか……とても不自由な感覚があるんだ」

　自分は今まで、それこそ呼吸をするように風と触れ合うことを当たり前にしてきた。それが近ちか頃ごろ、肌を撫なでる風や髪をすり抜ける風を異物のように感じてしまう。上じよう手ずに戯たわむれることができない。どうやってそれをしてきたのか思い出せない。

　自分が果たしてどういったモノだったのか、その実感が曖あい昧まいになっている。

「身体からだが鉛みたいに重く感じる。人間ってさ、こういうモノなの？」

　我知らず独白じみた話し方になっていた。

　ヘイゼルとヒルダが戸惑ったように顔を見合わせているのに気付き、慌あわてて言い繕う。

「あ、いや、だからどうしたってわけじゃないんだけど、なんとなく――」

「――――ヘイゼル!!」

　それには予兆すらなかった。

　何かに気付いたヒルダが焦ったように怒ど鳴なった。

「避よけろ!!」

「へ」

　風の塊が轟ごう音おんとともにアリアの目の前を横切った。

　それに光は無い。

　草花をむしり取り、土を掘り、木を薙なぎ倒し、灰の膜に穴を穿うがつ。まるで巨大な鎚つちで根こそぎ薙ぎ払うかの如ごとく、見えないそれは進路上のあらゆるものを残さず喰くらって吹き飛ばした。

　気が付けばすでに事後だ。アリアは凍りついたように動けず、ただただ茫ぼう然ぜんと破壊の痕こん跡せきを見下ろす。草木を奪われ剥むき出しになった土肌。自分のすぐ脇わきの地面が抉えぐられ、そこに直線の道が築かれていた。

　突然の異状は一帯の気流を乱し、空気中の灰が粉雪のように宙で渦うずを巻く。

　鼓膜で轟音の残響がわんわんと鳴っている。

　アリアのすぐ隣にいたはずの少女騎士の姿が、忽然と消えていた。

「ヘイ……ゼル？」

　破壊の行き先を目で追うとその末端にヘイゼルが横たわっているのを見つけた。地面は相当な距離を抉られたらしく、だから彼女の身体もかなりの距離を吹き飛ばされたようだった。ぐったりとしたままぴくりとも動かない。

「退さがっていろ魔――アリアッ！」

　ヒルダの声が多少ながらこちらの正気を取り戻させてくれた。

　彼女は己の得え物ものである錐きり刃ばの短剣、スティレットを抜いてアリアの前に立ち塞ふさががる。

「何者だ!?」

　ヒルダが誰何すいかの声をあげた先は、地面に築かれた道のもう片方の末端――つまり破壊の発生源。そこには不気味な人影があった。顔面すら覆い隠された全身黒装束。そいつは穿うがたれた地面の上を悠々と踏み歩き、こちらに接近しつつある。

　あれ、とアリアは思う。その格好には見覚えがあるような気がした。

　黒装束は左手に奇妙な形の刃物を携えていた。蛇のように波打った両りよう刃ばの短剣。表面にも蛇を象かたどったような意匠が施され、その形状も相まって神秘的な雰囲気を醸していた。

「ちょうど引き上げようとしていたところに、大物が舞い込んできたな」

　呟つぶやいたそいつは背面の腰位置に右手を回し、さらに別の刃物を取り出してみせる。

　偶然の一致か、それはヒルダのと同じスティレットの短剣――

「ぼさっとするな！」

　アリアは肩をすくめ、ヒルダの背中を見上げた。

「逃げろッ!!」

　その間にも黒装束はあの奇妙な短剣を頭上に振り上げていた。舌打ちしたヒルダは地を蹴けり、スティレットの刃を滑らせる。黒装束はそれを振りかぶった短剣ではなくスティレットのほうで受け止めた。

　刃同士の摩擦が火花と不快音を生む。相手の刺突を弾はじいて距離を取ろうとする黒装束に対し、ヒルダはその懐に迅速に潜り込んで雨のように矢継ぎ早の突きを放つ。繰り出される手数のあまりの多さに、黒装束はじりじりと後退させられていった。

　不意にヒルダの刺突がそいつの左腕をかすめ、袖そでを引き裂いた。戦いを見ていたアリアは思わず眉まゆをひそめる。黒装束の露になった二の腕に、黒い痣あざのようなものが覗のぞけたのだ。

　それはぱっと見、何かの形に似ているような――

「！　やはりオマエ――」

　ヒルダがその痣に目を剥むいた刹せつ那な、不意に黒ずくめの身体からだが翻ひるがえった。黒装束がヒルダの刺突を右のスティレットで受け流しつつ、左の短剣を投とう擲てきしたのだ。

　女騎士の足あし許もとへと。

「失うせろ」

　ざくりと土を穿った瞬間、短剣はそれ自体が起爆剤かのようにヒルダの立っていた地面を爆散させた。噴火のように風柱が立ち、土石を伴って猛烈に渦うず巻まく。ヒルダの身体は為す術も無く吹き飛ばされ、その勢いのまま背中から木の根元に衝突した。

「ヒルダ！」

　そちらへ駆け寄ろうとしたアリアの眼前に、ゆらりと黒装束が立ちはだかった。その左手はすでに例の短剣を回収している。そしてアリアは改めて彼の二の腕の痣あざを観察し、それが“〝星”〟の形に似ているのだということに気付いた。

「オマエッ、なんで逃げない!?」

　地面に這はいつくばったヒルダが咳せき込こみながら、血走った目で叫ぶ。

　しかしアリアの視線は黒装束の持つ奇妙な短剣に縫いつけられていた。

「それは魔剣なの？」

「クリスナイフの魔剣。風を生む」

　黒装束は覆面越しに低い声で答えた。

　アリアは生なま唾つばを飲み込む。“〝風を生む”〟――自分と同じ能力の魔剣。

　そして自分よりもずっと強力な魔剣。

「……目的はあたし？」

「違ったが、予定を変更した。お前を連れて帰る」

　淡々と告げる。

「人気のない森に迷い込んできた魔剣が一本。目撃者はそこのふたりだけ。……連れ去るにはおあつらえ向きの状況だろう？」

　アリアは咄とつ嗟さに背後へ飛び退すさろうとした。

　しかしそれより早く黒装束は詰め寄ってきて――

「うあああああああ!!」

　横手から飛び出してきたヘイゼルの剣がそれを止めた。

　ヘイゼルはゴーグルを失って額から血を流し、赤く染められた右腕を力無く垂れ下げていた。だから利き手の左手のみで剣を扱い、斬きるよりも力任せに叩たたきつけるように滅めつ多た矢や鱈たらにスティレットの刃を打ち据える。呼吸を荒く乱しながらも打撃の手は休めない。

「アリアさんッ、早く！」

　が、アリアは躊ちゆう躇ちよした。ふたりを置いていくの？

　ヘイゼルが苦く鳴めいを発する。黒装束の前まえ蹴げりに腹部を打たれたのだ。

　思わず数歩後退する彼女に対し、黒装束は無造作にクリスナイフを振りかぶる。魔剣は光もなく旋風を巻き起こして辺り一帯の灰を攪かく拌はんする。

　荒れ狂う灰の嵐あらしに視界を失いかけつつも、アリアは見逃さなかった。

「悪いが加減できない。苦しんで死ね」

　クリスナイフがヘイゼルに振り下ろされようとする瞬間を。

　考えるより先に飛び出していた。少女騎士の長身を突き飛ばしたところで途と轍てつもない圧力に全身を打たれ、そこで意識は断絶された。





　ヒルダは決断を迫られていた。

　魔剣の風柱に喰くらったときの痛みと痺しびれが全身を苛さいなんでいる。爆発の際に具足がひび割れ、両脚にその破片が刺さって出血しているようだった。歩けないわけではないが今までのように立ち回ることは不可能だろう。

　傷ついた脚でそれでも木を頼りに立ち上がり、ざっと周囲を確認する。黒装束の足あし許もとに服をずたぼろに引き裂かれたアリアが転がっていた。彼女の顔は地に伏しているためわからない。

　それからわずかに距離を置き、ヘイゼルが尻しり餅もちをついている。まだ実戦の浅い少女騎士は何が起こったのかわからないといった面持ちで凍りつき、アリアの横たわる様を凝視していた。

　震える下半身。血まみれの脚は熱を発し、ヒルダの心臓は早鐘を打っている。

　――魔剣は気絶。相方は茫ぼう然ぜん自失。ワタシは両脚を負傷。

　気がつけば得え物ものも紛失している。そして相手は魔剣を持った黒装束。

　状況は考え得る中でも最悪であり、だからヒルダは決断しなければいけなかった。

「後は目撃者の始末だけだ」

　黒装束がヒルダとヘイゼルを見回し、そう漏らす。

「予定を変更した、と言っていたな」ヒルダは呼吸を荒らげながら、「本当の目的は何だ。そこの魔剣『アリア』はついでに過ぎないのか？」

　唸うなるような声で問うた。

「何な故ぜ――ワタシの祖国の人間がここにいる!?」

「答えるわけがない」

　素っ気無く言い、黒装束はクリスナイフの魔剣を振りかざす。

　大気が揺らめき、そこらを漂っていた火山灰がとぐろを巻きながら魔剣の刃に吸引され始める――否、風がそこに集束しているのだ。灰はあくまで巻き込まれたに過ぎない。

　ヒルダは唇を噛かんでそれを見ている。むしろ眼まなこを見開いて見逃すまいとしていた。

　決断の刹せつ那なを。その機会を。

　黒装束は黙々と破壊を実行する。無慈悲に、機械的に魔剣を振り下ろそうとして――

「…………」

　ふと、見下ろした。

　魔剣の力によって暴力的に耕された地面。そこを踏み締めるのは己の両足。

　ヒルダもその小さな異変に気が付いて足あし許もとに視線を落とした。

「…………震え、た？」

　その疑問符に相あい槌づちを打つように――大地が真横に揺さぶられた。

　ひとりとして立っていられる者はいなかった。ヒルダもヘイゼルも黒装束でさえも無様にひっくり返り、身体からだの何処いずこかを地に強打する。三者が三様に転倒してからも地面は水面のように揺動し、すでに伏していたアリアも含めて球を撥はね転がすように人間たちを弄もてあそぶ。草木に付着していた火山灰が胞子のように飛散し、根の安定していなかった木が倒伏し、ヘイゼルの発する悲鳴は大地のひび割れる音にかき消された。

　黒装束は右手のスティレットを打ち棄て、猛烈な震動に揉もまれながらもその空いた手でアリアの身体を引き寄せた。そうして少しでも重量を増やすことで揺れを耐え凌しのごうとしたのだ。

　実際それは十数秒ほどの出来事だっただろう。地鳴りは徐々に微弱になっていき、やがて大地の横揺れも完全に収束した。今までのことが嘘うそだったかのように森は静けさを取り戻して沈黙する。

　黒装束は頭を上げた。身体に積もっていた土つち埃ぼこりがはらはらと落ちる。

「……どういうことだ？」

　大地は静まったが、まだ身体が揺れているような感覚がある。痛いほどの耳鳴りも。

「都市では地震の類たぐいは起こらないはず……まさかヴァルバニルか？」

　茫ぼう然ぜんと独りごちて――はっと気付いた。

　地震が蹂じゆう躙りんの限りを尽くしたことにより、辺りの視界はもうもうと垂れ込める火山灰で潰つぶされてしまっていた。割れた地面や木々が全体的に傾かしいでいる様子などは大体わかったものの、その細かいところまではわからない。

　自分のすぐ足あし許もとでアリアがうつ伏せに寝ているのは確認できる。

　ただし――他の気配が感じられない。あの女騎士どもの気配が。

「逃がしたか……」

　できることなら始末しておきたかったが、詮せん無ない。逃がしてしまったということは遅かれ早かれ追っ手がやって来る。立ち上がった黒装束は自身の平衡感覚が正常であることを確認してから、アリアの身体を肩に担ぎ上げ、荒廃した森の奥へと消えた。
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　直後の独立交易都市には混乱と困惑が去来していた。

　地震の被害は存外に軽微である。家屋の類は柱が傾かしいだり壁面に亀き裂れつが走ったりなどしたものの倒壊にまでは至らず、屋内にいた市民も店頭による打撲や挫ざ傷しよう、料理の最中だったための火傷やけどなどいずれも軽傷で済んだ。

　ただし人口の密集していた大通りはその限りでない。人々は隣り合った者同士、折り重なるように次々と転倒したため一帯は騒然となった。方々ほうぼうで悲鳴が、遅れて怒号があがる。家族や恋人の名を叫ぶ者と怪け我がの痛みを訴える者、覆い被かぶさってきた他人を乱暴に押し退のける者とそれに怒りを示す者。地震が収まってからも混乱は続き、人々が手を貸し合って身体からだを起こすのにもしばらくの時間が要った。

　天災の鎮静化を見て、屋内にいた市民たちも恐る恐る屋外へと顔を覗のぞかせ始める。彼らは外にいた者たちと顔を見合わせて今起こったことに対する意見を口々に述べ、そして自然と――振り仰ぐ。

　ブレア火山の方角を。

　騒ぎ立てていたはずの人々は次から次へと伝染するようにひとり、またひとりと口を噤つぐんでいく。まるで怪異に化かされたような、呆気あつけに取られた面で火山灰の空を見上げ、やがては畏い怖ふする。

　都市の成立から実に四十年以上。

　以来、現在に至るまで地震というものを一切経験したことのなかった市民たちは“〝大地が揺れる”〟という未知の天災に困惑し、そして短絡にとある仮説を抱いたのだ。

　――――今の地震は大陸の終末、またはその前兆を示すものでは……？

　唖あ然ぜんと、茫ぼう然ぜんと、愕がく然ぜんと立ち尽くすよりなかった。

　この大きな困惑が結果的に自衛騎士団の救護活動を遅らせ――

　灰はい被かぶりの森付近で倒れていたヒルダとヘイゼルの発見も遅らせた。





　ヒルダたちの保護から間もなく、公務役所の市長室には十数名の人員が集められた。地震が起こってからはすでに数時間が経過している。

　難しい顔をして書卓に着いているのは市長のヒューゴー・ハウスマンだ。その脇わきに控える禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふは独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサー。彼もやはり険けわしい面持ちでそこに立っている。

　集められた団長陣はハンニバルの他にも二名。

　初老の男は二番街の自衛騎士団を擁する団長、スタンレイ・ゴールドバーグ。

　痩そう躯くの小男は六番街の自衛騎士団を擁する団長、ゴードン・ホーキンズ。

　そして極秘裏に呼び出された自衛騎士団の団員たちの中に、セシリーはいた。

「皆も聞いていると思うが、魔剣『アリア』がさらわれた」

　一同の中心に立ち、三番街の副団長であるレジナルド・ドラモンドが硬い声で告げた。

「数時間前の話だ。刺客は彼女を連れてすでに市外へと逃げ出したと見て間違いない。現在、市外周辺の全域――旧群集列国方面や旧帝国方面など思いつく箇所すべてに斥せつ候こうを送り、刺客の形跡を探っている。こちらは遅からず報告があると思う。……肝心の刺客についてだが」

「相手は魔剣を所持していた」

　と横から口を挟んだのはヒルダだった。

　彼女は包帯の巻かれた両脚を投げ出すようにして椅い子すに腰かけている。その背もたれには松まつ葉ば杖づえが立てかけられ、頬ほおや腕などにも治療の跡がある。セシリーが先ほど聞いたところによれば、相方のヘイゼルは医務室に運ばれているとのことだった。

「能力はアリアと同じ“〝風”〟――ただしその威力は彼女のそれを上回っていたと思う。あと、刺客の正体はきっと祖国の人間……ワタシが属していた組織の者だ」

「間違いないのか？」

　頷うなずき、ヒルダは左腕の袖そでをめくりあげた。左の二の腕に黒い痣あざのようなものがあった。

「……それは？」

「祖国で奴隷に押される烙らく印いんだ。“〝星”〟を模かたどっている」

　思わず身を乗り出しかけるセシリーを手で制し、ヒルダは続けた。

「これと同じ烙印が刺客にもあった。スティレットの短剣や黒ずくめの衣装を見たときからもしやとは思っていたが、この烙印で確証を得た。間違いない」

「わかった、もういい。おおっぴらに見せるものでもないだろう」

　レジナルドの言葉に、かたじけない、とヒルダは袖を直す。

　そして思い出したように言った。

「奴は何か別の目的があってこの都市に侵入したようだった。アリアの誘拐はそのついでに過ぎない……と思う。はっきりと言げん質ちが取れたわけではないが」

「その本来の目的とやらが何なのか、見当はつくか？」

　ヒルダは「わからない」と首を横に振った。

「とにかくアリアを連れさらった奴の逃亡先は旧群集列国である可能性が高い。ワタシの祖国は旧帝国とつながりの深いところだったから、帝政列集国の領内に逃げ込んだという可能性も捨てきれないが」

「しかしあくまで、逃亡先としてお前の祖国を挙げるのだな？」

「候補のひとつとして、だが」

　レジナルドは頷き、

「何にせよ斥せつ候こうの報告待ちだ。刺客の外見的特徴などについてはすでに斥候の者たちに伝えてある。お前の証言と斥候の報告、これらから刺客の行方ゆくえを絞っていこう。……考えたくもないが、もしかしたら例の灰商いの行方不明にはこの刺客が関係しているかもしれない。市内の宿泊施設にそれらしい人物の記録が残っていなかったから、恐らくは潜伏しているところを見られただとかその辺りの理由で」

「ワタシの組織の人間なら、十分にあり得る」

「……率直に訊きこう。ヒルダ、お前がその刺客の手引きをしていたということは？」

　それはこの場の空気が凍りつくような問いだった。

　ヒルダはうつむき、首を横に振った。

「疑われるのは当然だ。そこは信頼してくれとしか言えない」

「おおよそ信頼はしている。お前が本当に旧群集列国とつながっていたならヘイゼル・キンバリーは今ごろ生きていなかっただろうし、お前も刺客とともにこの土地を去っていただろう」

　ああ、とヒルダは唇を噛かむ。

　レジナルドは騎士団の団員らを振り返った。

「聞いた通りだ。諸君にはアリア救出の任務に就ついてもらう。本当はもっと人数がほしいところだがこれ以上増やせば却かえって目立ってしまうからな。ここにいる者たちでなんとか事態の解決に臨のぞんでほしい。――ホーキンズ団長、あなたにはこの救出部隊の指揮をお願いしたい。六番街の団長が一時的に留守になってしまうのは忍びないのですが」

「構わない」ゴードンは頷うなずき、「内容からして俺おれが適任だろう。俺の不在は部下どもが埋める。あと、刺客の本来の目的というのも気になる。できることならそれも探ってみよう」

「助かります。――ゴールドバーグ団長は先ほどの地震の調査を。あなたは祈き祷とう契約に詳しく、その扱いに長たけておられます。地震には初代ハウスマンの封印術式が関係しているものと思われるので、ひとまず祈祷契約の観点から調査を試みてください。またユーイン・ベンジャミンが初代の研究に造ぞう詣けいが深いと聞きます。調査隊には彼も同行させてやってください」

「ふむ、心得た。早速取りかかろう」

　了承したスタンレイが市長室を出ていった。

　今一度レジナルドは一同の顔を見回し、

「時は一刻を争う。危険を冒してまで連れ去った魔剣アリアを安易に破壊するような真ま似ねはしないと思うが、しかし彼女は現在剣に変化できない。もしもそれを敵が知った場合、そいつらがどんな暴挙に出るかわからない。手遅れにならないよう総員全力で解決に臨んでくれ。ひとまず斥せつ候こうの報告があるまで待機だが、その間、各自旅支度を整えておいてくれ。――ヒルダ、負傷しているところを申し訳無いが救出部隊にはお前も加わってもらう。旧群集列国での案内諸々を頼みたい」

「わかっている」とヒルダ。

「助かる。それとセシリー」

　はいッ、とセシリーは応じた。

「お前は都市にて待機。通常勤務に就け」

　拳こぶしを握り、レジナルドを睨にらむ。

　――そう言われる気はしていた。

「以上だ。散れ」

　同僚たちがばたばたと退室していくのを背中に、セシリーは抗議した。

「私も行かせてください」

「駄目だ。お前には他の団員にない、特別な役割が課せられている」

「……“〝鞘さや”〟のことでしょうか」

　キャンベル家が代々背負う『聖剣の鞘』としての役割。聖剣の復元に失敗した場合、キャンベル家の人間はその代用として“〝悪魔契約による魔剣化”〟を義務付けられている。

　セシリーの祖父が過去、初代ハウスマンの手によって体内にそういった術式を仕込まれたのだ。その細工は現在セシリーの体内――ルークによれば心臓に刻まれた死言に上書きされる形で遺伝しているのだという。

　対ヴァルバニルの切り札。

　だから自分を危険な任務に就つかせるわけにはいかないと――

「それは関係ない」

　意外な言葉に、セシリーは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「どういう意味ですか？」

「独立交易都市はそんなものに頼るつもりなど毛頭無い。だから我々にとって『聖剣の鞘』など存在しないも同然で、元々お前にそのような役割は求めていない」

　レジナルドは無表情だったが、きっぱりとそう告げてきた。

　セシリーは彼の言葉をどう受け取るべきか迷い、戸惑う。

　ならばどうして、と訊たずねた。

「救出部隊から外したのには他に理由がある」

「他に、ですか」

「魔剣『アリア』が独立交易都市にとって欠くことのできない戦力であるように、お前個人もまたこの都市にとって欠くことのできない戦力だからだ」

　セシリーはぽかんとした顔で副団長を見つめた。

　彼はやはり眉まゆひとつ動かさずにそれを述べる。当然の事実のように。

「アリアを奪われた今、お前まで失うわけにはいかない」

　自分の腕が認められているのだということを理解するのには時間がかかった。実感のほうはなかなか追いついてこない。

　はっきりと言えるのは、レジナルドがセシリーを自衛騎士団の一騎士として――独立交易都市を守るために欠かせないものとして評価しているということ。入団当初はこちらのことを毛嫌いしていた彼がその印象を覆し、表に出してそれを認めてくれたということ。

　――でも。

　今ばかりは素直に喜ぶことはできない。

「身に余る評価は光栄に思いますが」

　自分は大事に囲われるために騎士になったわけではないのだ。

「しかし私には責任があります。だって今朝、アリアに灰はい被かぶりの森へ行ってみるよう勧めたのは私なんです。彼女はそこで賊の手にかかり、そのためにヒルダやヘイゼルにまで怪け我がを負わせてしまった」

　――そう、これは私の浅知恵が招いた事態なんだ。

　セシリーは痛いほどに拳こぶしを固く握る。

　本当は先ほどから冷静を装うので精一杯だった。

　レジナルドが先ほど言っていたように、アリアの命は完全に保証されていない。さらわれた彼女が現在どのような目に遭あっているのか、想像するだけで心が粉々に千切れそうになる。今すぐにでもここから飛び出して彼女の許もとへ向かいたい――そんなふうに衝動的に動き出したくなるのを必死にこらえていた。

「セシリー……」

　ヒルダが自責の念にかられたのか目を伏せたが、無論彼女のせいでもない。

　負うべき咎とがは己おのれにある。

　取り乱している場合ではない。

「灰被りの森への散策を許可したのは俺おれだ。責任を追及されるべきはお前ではない、セシリー・キャンベル。……何にせよ責任云うん々ぬんの話はこの一件が終わってからだろう」

　レジナルドは眼まなこを線にし、わずかに怒気をにじませた。

「まず憎むべきはアリアをさらった奴。それを違たがえるな」

　そんなことはわかっている。敵地で人さらいを働くような不届きな輩やからは徹底的に叩たたかなくてはいけないし、だからこんなところで時間を無駄に費やしている場合ではないのだ。

「彼女は私の相棒です」

　ああいけない、と思う。

　やはり平静を保つことなんてできやしない。

　――アリア。

　出会って以来、ずっと一緒に戦ってきた。彼女はキャンベル家に笑顔をもたらし、こちらが膝ひざを屈したときには手を掴つかんで立たせてくれた。昨夜も自分の寝床に潜り込んで安らかな温もりを伝えてきた。命を賭とさねばならない場面にはいつだって彼女がこの手のうちにあり、この身を支ささえてくれた。

　唯一無二の戦友、アリア。

「彼女を是が非でも救うのに」

　セシリーはレジナルドの前に立ち、挑むように彼と間近で睨にらみ合った。

「相棒の私が行かなくて誰だれが行くのですかッ？」

　わからず屋め、とレジナルドは苦々しく呟つぶやく。

　と――

「キャンベルの娘が救出部隊に参加してくれるというのなら、正直ありがたい」

「ホーキンズ団長!?　あなたまで！」

　助け船を出したのは六番街の自衛騎士団団長、ゴードン・ホーキンズだった。

　彼は痩そう躯くの小男である。白みがかった頭髪は薄く、顔面は平たく潰つぶれている。小柄な体型は同じ団長職であるハンニバルの巨体と比べるとまるで子どものようで、騎士団の制服も一回りサイズが小さい。

　セシリーはゴードンと面識がなかった。だから彼の人柄やその腕のほどについても詳しく知らなかったが、加勢してくれるというのならば願ってもないことだ。

「向かう先は旧群集列国の領内。地の利はあちらにあり、対するこちらは少数の編成だ。魔剣『アリア』を取り戻せるという保証はなく、その確率も限り無く低い。本気で魔剣を取り戻そうとするのならば、それ相応の戦力を用意しなければならないのは事実だろう」

「し、しかし……」

「もっとも最終的な判断はドラモンド副団長、君に任せるがな。それで構わぬのだろう？　ヒューゴー、ハンニバル」

　意見を求められたヒューゴーとハンニバルが揃そろって頷うなずくのを見て、セシリーははっとした。そういえばこの件に関してふたりが意見するところをまだ見ていない。彼らは今までずっと一切の進行をレジナルドに任せ、傍観者に徹しているらしかった。

　こちらの視線に気付き、ハンニバルは肩をすくめる。

「口は挟まんよ。レジナルドの意見もゴードンの意見も、どちらも間違ってはいない。君が独立交易都市にとって必要な人材であることも、アリアを救うに当たってとても頼もしい人材になることも、どちらも正しい」

「私たちは現場の方々の判断にお任せします」とこれはヒューゴー。「今後の独立交易都市を背負うのはあなたたちなのですから」

「……ということだ。選べ、ドラモンド副団長」

「レジナルドさん！　お願いします！」

　ゴードンが若き副団長に改めて回答を求め、セシリーも大きく頭を下げた。

　レジナルドはしばらく渋面で黙り込んでいたが――

「わかってはいたがやはり説得は無駄か」

　やがて観念したように息を吐き、ぎろりとセシリーのほうを睨ねめつけた。

「救出部隊はホーキンズ団長の指揮の下に動く。命令違反は厳罰だ。わかっているな？」

　はい！　とセシリーは頷く。

「ならば行け。アリアを必ず救え。必ず帰って来い」

「はいッ!!」

　覚悟を示すように、腹の奥底から声を出した。
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　アリア救出の部隊は独立交易都市周辺に放たれた斥候部隊の報告があるまで待機ということになっていたが、いつまでもそれを待ち続けるわけにもいかない。最低でも日が暮れるまでに報告がなかった場合、ヒルダの案を採用して旧群集列国へ向かうことが各団員に追って伝えられた。

　時刻は真昼――独立交易都市を直撃した地震は日中という比較的早い時間帯に起こったため、事後数時間が経過した今も太陽は高い位置にある。日暮れにはもう少し時間があり、だからセシリーは待機時間を利用してある場所を訪れていた。

　灰はい被かぶりの森のほど近く、七番街の端っこに位置する工房『リーザ』にも地震の被害は及んでいた。石造りの頑丈な構造をしていた鍛か冶じ場ばは見たところ無事に済んだようだが、一方、木造の母おも屋やのほうは全体がわずかに斜傾しているのが傍はた目めにもわかった。

　セシリーが息を切らして工房『リーザ』に駆けつけたとき、目的の青年はちょうどその母屋の歪ゆがみを補整しているところだった。見慣れた黒髪の頭と煤すすに汚れた作業着。足音に気付いたのだろう、外壁に木板を打ちつけていた彼は手を止め、肩越しにこちらを振り返った。

　ルーク・エインズワースはセシリーの姿を認めると右みぎ眉まゆを上げ、ため息をつくようにそれを口にした。

「……久しぶりだな」

「ああ。ずいぶんと御ご無ぶ沙さ汰たしていた」

　セシリーも眩まぶしそうに目を細めた。

　自分たちが顔を合わせるのは十日ぶりくらいになる。最後に会ったのはアリアの異変を報しらせに来たときだったか――そのときも彼やリサは鍛冶の作業中だったのであまり長居はできなかったことを覚えている。

　以後も長いこと足が遠ざかっていたのは自衛騎士団の仕事が忙しかったから。……というのも決して嘘うそではなかったけれど、実のところ会いに来ようと思えばいつでも会いに来れたはずだった。なのに、セシリーはそうしなかった。

　――どうしてだろうな。

　アリアに訊たずかれたときも言葉を濁してしまったが、セシリーにはこの心境を上う手まく他人に説明できる自信がなかった。ただ漠然とした不安があったのだ。

　あの祭りの日にあった出来事は、昨日のことのように思い出せる、。

　ルークから突然誘われたこと。ドレスを着てほしいと望まれたこと。

　夢みたいに彼の言動が優しく、素直だったこと。

　いつか失敗したダンスをやり直せたこと。

　光のような時間の数々にセシリーはかつてないほど舞い上がり、けれどその後に言葉にならない不安を抱いたのも本当だった。

　だってあの日のルークはどう見たって妙だったから――明らかにらしくなかったから。

　そのらしくなさに、どうしても不穏な気配を感じてしまう。

　彼がいつになく強引だったのは何な故ぜ？

　彼がいつになく素直だったのは何故？

　ひょっとしてルークは自分に対して何かを隠しているのではないか？

　でもそれが何なのかはわからず、直接問とい質ただすことも何故だか怖く思えて、気がつけばセシリーは彼の許もとを訪ねるのを避けるようになっていた。

　ああそうか、と不意に思う。

　――私もたぶん、私らしくなかったんだ。

　柄にもなく目に見えないものに怯おびえ、踏み止とどまってしまっていた。それは何よりルークとの関係を大切に思うから、少しだって壊したくなかったからだけど、かといってそれを行動しないことへの言い訳にしたくはない。

　故ゆえに今、限られた時間の中で自分はここに足を運んだのだ。

「地震は大丈夫だったか」

「見ての通りだ。柱が歪ゆがんで壁が傾いちまった。ボロ家め」

　悪態をつく様子すら懐かしく思えて、セシリーは薄く微笑ほほえんだ。

「リサは？」

「母おも屋やの中だ」ルークは嘆息し、「近ちか頃ごろあいつには集中的に鍛か冶じを仕込んでいてな、それで無理をさせてしまったのかもしれない。ちょうどさっきの地震のときに具合が悪くなったみたいで今は休ませている」

「……大丈夫か？　後で誰だれかに診みに来てもらおうか？」

「ああ、それはありがたいな。頼めるか」

　そう言う彼自身も目の下に濃い隈くまを作っていて、表情も少し疲れているように感じられた。自分が自衛騎士団の勤務で忙しく過ごしていたように、ルークもまた鍛冶仕事で働きづめだったのだろう。

　で、とルークは右目を細めた。

「今日は何か用事か？」

　うん、と頷うなずく。

　お互いに近況報告といきたいところだが、残念だが時間がない。

　だからセシリーは口早に――

「つい先ほど、私のせいでアリアがさらわれた」

　手短に告げる。

「賊の逃亡先は現在調査中だが、旧群集列国の可能性が高いと思われている。私はこれから騎士団の救出部隊とともにアリアを助けに行く。今はフィオに荷造りを頼んでいるところで、夕暮れまでには発たつ予定だ。というわけでしばらくこの都市を留守にする」

　以上の内容を一気にまくし立てた。

　ルークが眉まゆをしかめたのも当然だ。彼は立ち眩くらみを覚えたように額を押さえる。

「何が何だかわからないが……とりあえず、それは本当にお前のせいなのか？」

「ああ。私のせいだ」

「……相変わらず背負い込んでいるな、お前」

　嘆息し、で、と言葉をつなぐ。

「俺おれの力はいるか」

「不要だ。これは私が果たすべき仕事だし、聖剣の鍛たん錬れんという大業を抱えるあなたの手を煩わずらわせるわけにはいかない。……でも」

「でも？」

「でも、その……ひ、ひとつ私と握手をしてくれないか」

　ルークの右目がきょとんとなる。

　セシリーは真まっ赤かな顔で続けた。

「もちろん私はアリアを救い出すと決めているが、相手はとても強力な魔剣を持っているらしくて。騎士団の救出部隊も少数で編成されていて、異国の地ということもあって苦戦を強いられるかもしれなくて。あ、いや一歩も退ひく気はなくて、絶対にやり遂げるつもりで。つもりなのだけど、やっぱり不安で。今回の戦いにアリアの力は借りられないから。私は未熟だから。全然足りないから。っだ、だから、だから――」

　だから、と右手を差し伸べる。

　伏し目がちに、おずおずと、せがむように。

「ほんのちょっとでいいから、勇気をちょうだい」

　彼の顔はとても見られなかった。

　一瞬、躊ちゆう躇ちよしたような空気を経へて――ルークはこちらの右手を取ってくれた。長年の鍛か冶じ作業で硬くなった掌てのひら。

　その生々しく現実的な感触にセシリーが思わず怖気おじけづきそうになったとき、不意につないだ手を引かれた。

「え」



    

  









    
      　気がついたら自分の頭は彼の胸の上にあった。

「なるべく早く帰って来い」ルークの息がつむじをくすぐる。「リサが寂しがる」

　凍りついていたセシリーは全身の緊張を解きほぐすように深く息を吐いた。

　瞳ひとみを閉じて額をルークの胸に押しつける。

「あなたは？」

「……少しくらいは」

　嘘うそつき、と囁ささやく。

　セシリーはルークの腕の中で懇願した。

「なるべく早く戻る。だからそのとき教えて。あなたが私に秘密にしていること」

　背中に回された腕が強こわ張ばるのをはっきりと感じた。

「……何ど処こまで気付いてる。いや、知っているのか？　リサが話したのか？」

「何も知らない。知ることを恐れていた。でも今は知りたい」

　不思議なくらいに素直にそれが言えた。

「私が帰ってからで構わないから、いつか教えてくれ」

「…………」

　答えはなかったが今はそれでいい。どちらともなく離れて見つめ合った。

　眩まぶしいものを見るような彼の右目に、力強く頷うなずきかける。

「ありがとう。行ってきます」

　セシリーは踵きびすを返し、工房『リーザ』を後にした。

　半はん刻こく後、旧群集列国方面に向かった斥せつ候こうから狼煙のろしが上がり、ゴードン・ホーキンズ率いる救出部隊の行き先が決まった。
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　彼女が柄つか収おさめを終えたのは奇くしくもそれが起こる直前のこと――

　風が吹かず、草がそよがず、鳥さえもさえずらない、ただただ乾いた空気があるだけの朝と昼の中間。灰はい被かぶりの森にほど近く、七番街の端っこ――不自然なほどに凪ないでひっそりかんとしている屋外と同様に、工房『リーザ』の鍛か冶じ場ばもまた粛しゆくとして静まり返っていた。

「……そろそろか」

　それまで母屋おもやでひとり時間をやり過ごしていたルークは、頃ころ合あいを見て鍛冶場のほうへと足を運んだ。

　非常に雑然とした室内である。何本もの手て鎚づちや向むこう鎚づちが壁の突起部――複数の釘くぎを平行に打ちつけてある――にかけられ、別の壁にも同じように鉄てつ鋏ばさみやテコ棒が並べられている。長年の煤すすによって元の色がわからぬほどに黒ずんだ床は、具つぶさに見れば表面に朴ほおの木の細かな屑くずが散乱しているのがわかる。隅には水の張られた水槽があり、その水面が戸口から入り込んだ大気によってほんのわずかに波打った。他にも使用済みの炭を保存するための鉄箱、内うち曇ぐも地りじ砥どや細こま名な倉ぐら砥どといった種々の砥と石いしが並べられた研ぎ用の卓たく、折り返し鍛たん錬れんの工程途中の刀や打ち損じの鉄塊などが空間を喰くっている。

　普段ならば弟子が整理整せい頓とんを心がけているのだが、最近はその余裕もなかったらしい。

　当の彼女は今、火の落とされた炉ろの前にひざまずいている。

「…………」

　作業着姿のリサは小柄な身体からだをさらに小さく丸めながらその胸に何かを抱いていた。

　祈りを捧げるように瞼まぶたを閉じ、じっとして動かない。

「終わったのか。銘めい切きり」

　ルークがその背中に問いかけると、おもむろに立ち上がって頷うなずきを返してきた。

「ハイ。この通り完成です」

　彼女が差し出したのは短刀である。

　反そりがなく、真まっ直すぐな形――いわゆる“〝直刀”〟と呼ばれる刃物。その短刀は鍔つばが付けられておらず、さらには無装飾の白しら鞘さやに収められていたため、知識のない者が見ればただの棒とも見誤りかねない。

　刀と鞘は常に一体の関係にある。鍛たん造ぞうである刀には一振りとして同じ形、長さの物はなく、だから鞘もそれに合わせてひとつひとつ手作りしなければいけない。この白鞘もまた直刀の形状に沿って、リサが朴ほおの木を素材にして作り上げた物だった。

　ルークの場合はこの白鞘に拵こしらえ下した地じを施したり漆うるしで補強したり、他にも染料を塗ったりなど数々の装飾を加えるのだが、リサはひとまず朴の木を削り整え、表面を椋むくの葉で磨き上げるだけに止とどめていた。

　彼女いわく――

『私はまだ刀身を鍛たん錬れんしたり研いだりするので精一杯ですから』

　過去、今よりも鍛造が栄えていたころは鞘師や柄つか師、鍔つば師といったように複数の職人に作業が分担されていたと聞く。ルークは彼らの技術を父親より学び取っていたが、ようやく一本の刀を完成させたばかりのリサにはそれらを修得するのはまだ遠い道のりだった。

　そう。これは刀鍛冶ブラツクスミスの弟子、リサの手による処女作。

　彼女の差し出す白鞘の短刀を見、ルークはそっと息を吐いた。

　――思ったより早かったな。

　ちらりと鍛か冶じ場ばの隅を一いち瞥べつする。そこにはリサが打ち損じた刀が何本も積み重なって放置されていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　直刀はその名の通り、刀身を真まっ直すぐに鍛えられた刀のことを言う。通常の刀は『焼き入れ』の急激な冷却によって切っ先が峰みね側に引っ張られて反そりを描く。しかし直刀は事・前・に・刃・を・う・つ・む・か・せ・な・が・ら・叩たたき延ばし、『焼き入れ』を経へることで、うつむいた刃が真っ直ぐの形に反るよう調節しなければならない。うつむかせる角度と反る角度が等しくなるように見極めて。

　鍛たん錬れんの経験値がはっきりとものを言う技術だし、失敗したからといって『焼き入れ』をやり直すことはできない。現にリサは何本もの凡刀ナマクラを生み出し、その度に鍛錬を最初からやり直さなければいけなかった。

　もっとも彼女が初めて刀工として打つ得え物ものだ。失敗するのは当然のことで、そもそもルークは完成に至るまでもっと時間を要するものと思っていた。

　それをこの弟子はたった二週間足らずでやり遂げたのだ。

　たとえ仕上がった物が刀としては未熟な代物だとしても――称賛に値する。

「頑張ったな」

　頭を撫なでてやるとリサはびっくりしたような顔をしたが、すぐに「えへへ」と口くち許もとを綻ほころばせた。短刀を再び胸に抱き、照れ臭そうに頬ほおを染めながら言う。

「がんばりました」

　事実、ここ数日はルークもリサも鍛か冶じ場ばにこもりきりだった。

　寝る間も食う間も惜しみ、毎日体力の切れるまで互いに刀の鍛錬に明け暮れていた。ひと段落がついたのはちょうど今朝方のことで、だからふたりとも相当に身なりが薄汚れている。リサは気が抜けたのか目がとろんととろけ始めていた。

　そろそろ休ませてやらないとな、と考えながらルークは訊たずねた。

「で、銘めいはなんて切ったんだ？」

　刀に名前を与えたいのでしばらくひとりにしてほしい――そう言われたので自分は今まで母おも屋やのほうでそれが終わるのを待っていたのだった。

　銘は刀の“〝茎なかご”〟と呼ばれる部位に刻まれる。今は柄つかがはめられているため確認できない。

　リサは遠くを見るような目で答えた。

「“〝Ｌｉリｓａサ”〟と。私の名前を入れました」

　そうか、とルークは頷うなずきかけてはっと息を呑のむ。

　思わずといったように弟子の顔を振り返った。

　――まさかこいつが知っているはずがない。

　読み方こそ違えど、それはルークが初めて打った刀と同じ綴つづりの名前だった。

　幼なじみの名前を刻こく銘めいした――“〝Ｌｉｓａリーザ”〟。

　弟子はそのことを知らないはずだ。自分は誰だれにも打ち明けたことがないのだから知る由もない。ルークは幼なじみの名前を、リサは自分の名前を銘めいに用いた――普通に考えればただそれだけの話なのだけれど。

「……どうしてその銘にした？」

「はて。どうしてでしょうね」

　心得顔のリサは白々しくとぼけてみせる。

　こちらの反応がおかしいのか、含みのある微笑を浮かべていた。

　――こいつ、何ど処こまでわかって言っているんだ？

　つい最近までの弟子は進んで物事を隠し立てするような真ま似ねはせず、それどころかこちらの顔色を窺うかがいながら暮らす始末だった。しかしこのごろの彼女は意に染まぬことがあれば遠慮無しに歯向かうようになったし、こちらをからかうような、思わせぶりな言動もするようになった。

　それはたぶん彼女が自分の手を離れ始めている兆候で、関係が停滞していた過去を考えれば喜ばしいことなのだが――なんとなく面白くない。

「ル、ルーク!?　どうして私の頭をかきむしるんですかッ、ぼ、暴力反対デス！」

　手を避どけてやると、髪をぐしゃぐしゃにされたリサが涙目で見上げてくる。

　ルークはわざとらしく肩をすくめた。

「とにかくよく頑張った。お前が学ばなきゃいけないことはまだまだたくさんあるが、ひとまず今日のところはゆっくり休め」

「休めるのは嬉うれしいのですが」リサは乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながら、「そういえば今朝はちゃんとした朝食を作ることができませんでした。ルーク、お腹なか空すいていますよね？」

「お前は本当に律儀だな……」

　彼女のこういうところは変わらない。

「今日は働かなくていいと言っているんだ。今も眠くて仕方がないんだろう？」

「そうですけど……じゃあ、ルークが休むのなら私も休みます」

　こちらの袖そでを掴つかみ、眉まゆ尻じりを下げる。

「近ちか頃ごろのルーク、あんまり体調が思わしくないんじゃないですか。それってまさか『魔剣精製』の影響じゃあないですよね……？」

　本当にこの弟子はよく見ている。いや、これだけ同じ時間を過ごしていれば気付くのも当たり前なのかもしれない。

　以前から『魔剣精製』によって魂を磨り減らしていたのに加え、先の都市襲撃の一件はルークの肉体にさらに大きな影を落としていた。あれ以来わずかな疲労で視力が低下し、ふとしたときに眩暈めまいを覚えるようにもなったのだ。襲撃の後は大事を取って身体からだを休めていたが、それでも完全に復調したとは言いがたい。

　失明、そして肉体そのものの限界は確実に我が身に近づいて来ている。それでも鍛か冶じ仕事は身体からだを騙だまし騙しやっていたのだが――やはり弟子の目を欺あざむくことはできず、彼女はこちらの不調に薄々勘付いていたらしい。

　しかし――

「いい加減にその心配性をどうにかしろ」

　その不調の一切を馬ば鹿か正直に彼女に明かすつもりはない。だからルークはいささかも表情を乱さず、呆あきれたように告げてやった。

「俺おれだってお前と同じように作業にかかりきりだったんだ。疲れもする」

「そう、ですか……？」

「まあ今日のところは俺も休むからお前もとっとと寝ろ。それならいいんだろう？」

　完全に納得したわけではないだろうがリサは頷うなずいた。そして「これだけでもやらせてください」と出しっ放しだった鍛か冶じ道具を片付け始める。

　それを手伝いながら、ルークは思う。

　――俺はあとどれだけのものを遺のこせるだろう。

　無論、聖剣の完成までは是が非でももたせるつもりではあった。けれど肉体が蝕むしばまれていくのを自覚する度に考えてしまう。遺言を綴つづるように脳裏で問答する。

　残された時間で自分にできることは何だろうか。

　弟子のために何を遺し、そしてあの女騎士のために何を遺せるだろうか。



　――――それが起こったのは、そうやってルークが物思いに沈んでいたときだった。



「ルーク、この朴ほおの木はどちらに仕舞えば――」

　突如世界が身震いした。

　見えない手に引きずり倒されるようにリサが肩から床に叩たたきつけられたのを目まの当たりにした瞬間、ルークは反射的にその上に覆い被かぶさっていた。世界の震えは一度や二度では終わらず、幼児が無邪気に玩具を玩もてあそぶみたいに“〝鍛冶場”〟という一個の箱を滅茶苦茶に揺さぶり、だからその中身はひとたまりもなかった。水槽の水が荒波のように迸ほとばしり、横倒しになった鉄箱が使用済みの炭をぶちまけ、放置されていた棒状の鉄塊どもが踊るように摩擦し合って不協和音を奏でる。

　壁にかけられていた手て鎚づちや鉄てつ鋏ばさみなどが横揺れによって放り出され、いくつかは床を跳はね回り、またいくつかはルークの背中に落下した。ルークはひたすらに己の下にリサの小さな身体をかばい、唇を噛かんで鈍器どもの衝撃に耐える。

　震動は間もなく収束へと向かった。

　地面が完全に沈静化するのを待ってからルークは恐る恐る頭を上げ、そして咳せき込こんだ。部屋中を灰や煤すすが粉ふん塵じんのように舞っている。背中の痛みと耳鳴りに顔をしかめた。

「リサ、起きろ。リサ！」

　ぺちぺちと軽く頬ほおを叩たたいてやると、腕の中のリサがうっすらと瞼まぶたを開いた。

　か細い声で訊たずねてくる。

「何が……起こったんですか」

「恐らくだが、地震だ」

　独立交易都市の大多数の市民がそうであるように、ルークも実際に体験するのは初めての現象だった。しかし書物で読んだことや生前に父親から聞いたことがあったので知識はあり、すぐに見当をつけることができた。

　思えば外が異常に静かだったのはこの地震の予兆だったのかもしれない。

「……リサっ？　おい、大丈夫かッ」

　ぎょっとするほどに彼女は目が虚うつろで、その顔色も恐ろしく青ざめてしまっている。ついさっきまでも眠そうにはしていたが、今はなんだか急激に衰弱してしまったみたいに表情が打って変わってやつれていた。

「リサ！」

「だいじょうぶ、です」

　ぼそぼそと、それでも気丈に微笑ほほえんで伝える。

「今のでちょっと疲れがどっと押し寄せてきたみたいで……」

「本当か？」

「ハイ、だからちょっとだけ眠ら……」

　言い終わらぬうちにリサは目を閉じ、そしてすぐに寝息を立て始めた。

　あっさりと寝入ってしまったことに拍子抜けする。無呼吸の睡眠ではないから取り乱すほどではないのだろう。そう思ってふっと息を吐いたとき、自分が心底安あん堵どしていることに気付いてルークは己のことながら驚いてしまった。

　自覚している以上に――リサの存在は自分の中で大きなものになっているらしい。

「……仕方無いな」

　誰だれにともなく呟つぶやいて少女の身体からだを抱え上げる。

　できるだけ振動を与えないよう気をつけながら、ルークは彼女を母おも屋やのほうへ運んだ。



　　　２



　そして――リサの身体を母屋の寝台に横たえ、ルークが傾いた母屋の補強をしていたところにセシリー・キャンベルは突然現れ、用件を済ませたかと思うとそそくさと立ち去っていった。風のような訪問だった。

『なるべく早く戻る。だからそのとき教えて。あなたが私に秘密にしていること』

　母おも屋やに戻ってリサの寝顔を眺めながら、厄介なことになったな、と思う。弟子どころかあのセシリーにまで見破られていたとは自分も焼きが回ったものだ。

　そしてつくづく自分の行動が理解できない。これ以上彼女との関係を進めるつもりはないのに、遠からず死ぬだろう自分はその資格を持たないのに、ならばどうしてあんなことをしてしまう？

　――あの女を前にしていると俺おれはおかしくなる。

『ほんのちょっとでいいから、勇気をちょうだい』

　卑ひ怯きようなのだ。

　あんなことを言われれば、言われた以上のことをしたくなる。

「……結局俺は、何ひとつ果たせていないんだな」

　居間の片隅に目をやる。そこには黒塗りの鞘さやに収められた刀が二本ほど立てかけられていた。リサが直刀を鍛たん錬れんする合間に自分も仕上げた代物だ。一本はいつもの反そりのある刀で、もう一本は直刀。後者はリサが打ったそれよりも刃渡りが長い。

　三年前とは比べるべくもなく己の腕は上がったと断言できる。それでもまだ、きっとヴァルバニルを封印するには足らない。

　――宙ぶらりんだ。

　聖剣の鍛錬という悲願も、セシリーを救うという約束も、この想いを閉じ込めるという覚悟も、何もかも中途半端のままこの身体からだは滅びに向かっている。

　俺には何ができる、何を遺せる？　思考は何度もそこに行き着き、けれど答えはいつまでも見み出いだせぬまま時間ばかりが過ぎていき、迷路のような問答を繰り返す。

　一向に出口は見えない――





　こつこつと何かを小突く音でルークははっと目覚めた。

　いつの間にか椅い子すに座ったまま船を漕こいでいたらしい。居間に広げた簡易寝台を見やると、その上でリサはまだ眠っていた。寝息は変わらずに安らかで異状はないようだ。

　小突く音はノックのそれらしい。ごめんください、という声が玄関の向こうでする。戸を開けて出迎えたルークは、そこに立っていた人物を見て「げ」とうめいた。

「あらら。会った途端に失礼な反応ね」

　来訪者は都市公務員の制服を着た女性――セシリーの同僚でもあるパティ・ボルドウィンだった。ルークにとってはあまり良い思い出のない相手だ。

「何の用だ？」

「セシリーに頼まれて来たのよ。リサが体調を崩してるらしいから診てやってくれって」

　そういえばリサのために人を遣やってくれる、というようなことをセシリーから言われていた。すまない、と慌あわててパティを家に招き入れてから、ルークは来訪者が彼女だけでないことに気付いて右目を細めた。

　母おも屋やの外には十数名に及ぶ自衛騎士団の団員たちが物々しい雰囲気で立っていたのだ。彼らは各自が背はい嚢のうを負い、目め許もとにはゴーグルを装着し、さらによくよく見れば腰からは玉たま鋼はがねを吊り下げていた。

　ルークは騎士団たちの中にひとりだけ団員でない青年の姿を見つける。しかしその輪から出てこちらに歩み寄ってきたのは彼ではなく、別の初老の男性だった。鼻が高く、白髪に面長の顔。小柄な体格には騎士団の鎧よろいはいささか不釣り合いに見えるが、その人物が見た目ほど容易たやすい男ではないことをルークは知っている。

　スタンレイ・ゴールドバーグ。高齢ながられっきとした独立交易都市公務員二番街自衛騎士団の団長である。

　彼はこちらと向き合うと挨あい拶さつもなしに口火を切った。

「キャンベル家の娘がここに来たということは、彼女から状況は聞いておるな？」

「アリアがさらわれたという話か」

「そうじゃ。現在救出部隊が刺客の行方ゆくえを追っているが、他にも間者がいないと決まったわけでもない。用心のため、お主の弟子の身柄をこちらに預からせてもらえないじゃろうか。魔剣が狙ねらわれたということは彼女も狙われる可能性があるのでな」

「リサは俺おれが守る。帰ってくれ」

　そう警戒するな、とスタンレイは苦笑した。

「お主には別件で頼みがある。もしも聖剣の鍛たん錬れんに行き詰まっているのならば、とりあえず今はワシらに協力してくれないか」

　右みぎ眉まゆを上げるルークに頷うなずき、スタンレイは灰に覆われた空を振り仰いだ。

「お主はブレア火山について詳しいらしいからな」

「ブレア火山？」

「案内役をお願いしたいのです」

　と会話に割り込んだのは、来訪者の中で唯一都市公務員でない青年である。いつの間にかルークたちのそばまで来ていた彼は、ゴーグルやマスクで防護しているためその顔面を確認することはできなかったが、体格や服装から正体は自おのずと知れた。

「……ユーイン」

　お願いします、とユーイン・ベンジャミンはこちらに頭を下げた。





「実は先ほどの地震の後も人が体感できないほどに微弱な震動――無感地震が継続して起こっています。二番街にある時計塔の中には入ったことがありますか？　あそこには天てつ辺ぺんの大きな鐘かね以外にも予備として小さな鐘がいくつもあるのですが、それを吊つるしている紐ひもが今も極々わずかに揺れ続けているのです。つまり、いつ余震が起きて再び都市の人々を襲うかわからないという状況です」

　ルークの隣を歩くユーインが解説する。

　ふたりは自衛騎士団の面々が灰はい被かぶりの森の茂みをかき分ける後に続いていた。

「まず予想されるのは初代ハウスマンの大型術式に何らかの障害が発生したというケース。ブレア火山は初代が施した祈き祷とう契約によってその活動が制御されていますが、例えばこの術式が傷ついて効果が弱まり、地震が起こった――ひょっとして旧群集列国の刺客が破壊したのではとも考えたのですが、ヒルダさんの証言からその線は薄いものと思われます。四十年以上も術式を維持していたのですから劣化や不具合が起こるのも当然ですし、主な管理を行っていた初代も死亡してしまっていますしね」

　ルークもユーインや騎士団と同じように霊体酔いを防止する玉たま鋼はがねや灰はい避よけの装備をしていた。そのためマスクで口が覆われており、会話するにしても普段よりも意識して声を張り上げなければいけない。

「他に考えられる原因はあるのか？」

「地震はヴァルバニルによって引き起こされたもの――またはそれの胎動そのもの、とも考えられますね」

　ゴーグル越しにルークは右目を見開く。

　こちらの反応を余よ所そにユーインは淡白に続けた。

「あり得ない話ではないでしょう？　かの人外はその封印が解ける時期も近い。伝説の多い存在です、封印が弱まっている今ならばこの地域一帯に直下型の地震を引き起こすことも可能なのかもしれない」

　もしそうだとしたなら、とユーインの言葉を継いだのはスタンレイだった。老体にこの特殊な森の散策はこたえるのだろう、少し息が切れている。

「エインズワースの息子よ、お主の弟子が倒れたのにも地震が関係しているのかもしれんぞ。ヴァルバニルの胎動が近くにいた悪魔に影響を与えた――どうだ、因いん果がはありそうじゃろう？」

　ルークは応こたえなかった。こっそりと握った拳こぶしの中はじっとりと汗ばんでいる。

　あくまで推測に過ぎないが、それが事実だとしたら。

　――いよいよ聖剣の完成を急がなくてはならない。

　無意識に、腰に帯びていた刀に触れていた。今回持ち出したのは直刀ではなくいつもの反そりのある刀のほうだ。その鯉こい口くちをぎゅっと握る。不意に背中を追われているような感覚に襲われた。再び思考の迷路に沈みそうにるのを慌あわてて振り払う。

　ちなみにリサについては、少なくともルークが不在の間は自衛騎士団で保護されることになった。パティが胸を張って「私に任せなさい」と言ってくれたのでとりあえずのところは心配していないが。

「いずれにせよ火山周辺の調査が必要であることは確実なんです。そこで――」

「案内役を俺おれに、か」

　ブレア火山の麓ふもとには複数のタタラ工房がその棟を構え、そこで精製される玉たま鋼はがねが市内の玉屋に卸される仕組みになっている。ルークは鍛たん錬れん用の玉鋼を補充するため直接その工房を訪れることが多かった。

「タタラ工房の職人の方々にも協力はお願いするつもりですが、やはりあなたの力も借りたいのです」

　わかっている、とルークは先を制した。何があるかわからない調査である、いざというときに戦える人材はあったほうがいい。自分は案内もできるし、何より――一度だけだがヴァルバニルと接触している。

「何かと都合がいいんだろう？」

　ええ、とユーインは認めた。

　ルークは同行の面子メンツを見回す。一同の荷物が多いのはこれが一日や二日で終わる調査ではないからだろう。ブレア火山の外周は広く、その山容も大きい。それを丸ごと制せい御ぎよする術式を調べるのだから、ある程度の期間は拘束されることも覚悟しなくてはならない。野営の道具や十分な食料を準備しておくのも当然の話だ。

　隣の青年に視線を戻す。

　先ほどから気になっていることがあった。

「……お前は行かなかったんだな」

「僕では足を引っ張るだけですから」

　返事は早かった。まるでずっとそのことを考えていたように。

　誘拐された魔剣『アリア』。

　ルーク自身も詳しく知っていたわけではないが、アリアとユーインは浅からぬ仲だと聞いている。その彼女が連れ去られたのだから、てっきり救出部隊には彼も同行するものだと思い込んでいた。

「僕にはあなたのように戦う力はありません。多少は祈き祷とう契約を使えますがそれも付け焼刃に過ぎない。僕がついていけばきっとセシリーさんやヒルダさんの足手まといになります」

　ゴーグルとマスクのせいでユーインの表情はわからない。

　けれど横を歩くルークは、彼の抱える焦燥を痛いほどに感じ取ることができた。

「だから僕は僕のやれることをします。それは間接的にですがいつか必ずアリアさんたちの助けになる。なるはずなんです」

　半ば己に言い聞かせるようにユーインは言う。本当は何もかも放ってアリアを救いに行きたい。そんな欲求を抑えつけて、彼は自分の役割を果たそうとしている。

『俺おれの力はいるか』

『不要だ――』

　そうだな、とルークはユーインの肩に手を置いた。

「俺たちは俺たちのやれることをやるしかない」

　セシリーたちが異国で戦おうとしているように、自分たちもここで役割を果たす。

　それが回り回って将来の彼女らの助けになるように。

　ルークとユーインは互いに頷うなずき合い、それからは黙々と騎士団の後に続いた。
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　灰の立ち込める森の切れ目にたどり着くとそこはもうブレア火山の麓ふもとだった。

　仲冬とは思えぬほどに空気は生温く湿気も多い。地面には大粒の石や岩が転がり、その隙すき間まを灰や砂利じやりが埋め、しかし一方で草の根ひとつ見当たらない。わずかに勾こう配ばいのある足あし許もとは森から距離を置けば置くほど急になっていくようだった。

　辺りには薄く火山灰が漂い、上空も灰で覆われているためかなり薄暗い。視界は良好とは言えず、ただし灰を滞留させている森の中に比べればずいぶんとましに感じられる。スタンレイの指示により一行はそれぞれゴーグルやマスクを外した。

　公務役所の地下書庫に保存されていたという火山の俯ふ瞰かん図ずを基に、ユーインが皆を先導する。霊体酔い防止のものよりも一回りも小さな玉たま鋼はがねを取り出し、それを触媒に方角を確認しながら進んだ。

　普段は遠く見上げている山は、こうして麓を歩くとより圧倒的な存在感を放つ。何ど処こまでも続くかのように見える勾配や灰を含んだ空気の質、酸素の薄さ、猛烈な湿気など、ここで体験する何もかもが改めてブレア火山の巨大さと過酷さを実感させる。

　石や砂利で足場の安定しない火山の外周を多少迂う回かいすると、均ならされた道――職人たちが行き来するためのものだろう――を発見した。それに沿って勾配を上り、ほどなくしてユーインが見つける。

「あれがタタラ工房……ですか？」

　その一帯だけ不自然に山肌が削られ、平らに均された空間があった。煙突の立った棟が身を寄せ合うようにしてそこに立ち並び、煙突の先から黒煙を吐き出している。その煙はどす黒く、周辺に灰が漂う中にもよく目立つ。つい先ほど地震があったばかりだが、幸いにして大した被害はなかったようだ。

「第五タタラ工房だな」

　ルークはユーインに教えた。

「俺おれがいつも世話になっている第一タタラ工房はもう少し奥のほうにある」

　タタラ工房はそのすべてが一箇所に固まっているわけではなく、火山周辺の複数箇所に点在している。長年都市に暮らしていてもここまで足を運ぶ市民は少ないから、ユーインでなくてもその事実を知らない人間は多い。

「玉たま鋼はがねが純度別に売られていることはお前も知っているだろう？　その純度の違いは精製元の工房の違いでもある。専門的な話になるから詳しいところは割愛するが、玉鋼の精製には火山の土や溶岩の発する熱なんかも用いられる。それらは火山の位置によって性質が異なり、だからタタラ工房は別々に分かれて玉鋼を精製している」

　ユーインが感心したような声をあげた。

「溶岩の熱までも利用するとは……火山は巨大な“〝炉”〟のような働きも担っている、ということですか？」

「タタラ職人にとってはな」

　そこでスタンレイが一同を引き止め、これからの行動を説明した。

「全員で行動したいところだが範囲が広すぎる。分かれるぞ」

　火山を制御するという大型術式の主な管理を行っていたのは初代ハウスマンだが、彼は副次的な管理役としての仕事を各タタラ工房に委任していたらしい。よって職人たちは術式が描く陣形の各要点を把握しており、自衛騎士団は彼らの協力を得ながら術式の調査を行うように――とスタンレイは部下たちに指示を下した。

「諸君はワシの二番街に所属する団員だ、祈き祷とう契約の扱いには長けている。だがゆめゆめ驕おごらず、注意深く調査を行ってくれ」

　ゴールドバーグさん、とユーインが割り込んだ。

「第一タタラ工房のほうには僕とルークさんのふたりで行かせてください」

「ふむ？　確かにエインズワースの息子は第一の職人と懇意にしているらしいが――」

「お願いします」

　特に問題は見当たらなかったのだろう、スタンレイは頷うなずいた。

「ワシの部下は要らんのか？」

「人数も限られていますし、手が空いた方からこちらに来ていただければ大丈夫だと思います」

「わかった。では第一のほうはお主らに任せよう」

　それからタタラ工房への協力要請が記された市長の書状、火山の俯ふ瞰かん図ずの写し、方角を知るための玉鋼などが全員に行き渡っていることが確認され、一同は各担当に分かれて三々五々に散開した。

「僕たちも行きましょう、ルークさん」

　促して先を行くユーインに、ルークは無言でついていった。

　第五タタラ工房の横を行き過ぎ、会話もなく坂道をしばらく上り進む。

　ルークの視線の先ではユーインが背負う、膨らんだ背はい嚢のうが揺れている。周囲に他者の気配がなくなったことを確認すると、ルークは青年の背中に言った。

「もったいぶるな」

　目の前でユーインの足が止まる。

「俺おれとふたりきりになったのには理由があるんだろう？」

「……ルークさんは察しがいいですね」

　振り返ったユーインは眉まゆ尻じりを上げ、その瞳ひとみに強い決意の色を宿していた。

「あなたには案内をお願いしたいのです」

「第一タタラ工房ではなく、か？」

　はい、とユーインは肯定し、

「火山の中に入れるところまで僕を連れて行ってください」

　ルークは右目を見開く。

　狼ろう狽ばいするこちらに、ユーインは背嚢から一冊の紙束を取り出してみせた。

「この資料によれば大型術式は火山の中にも陣が張られているとあります。調べるのならばそこも訪れなければなりません」

「そんなこと許されるわけがないだろうッ」

「ゴールドバーグさんはそう言うだろうし、そして必ず止めるだろうと思ったので、ルークさんにお願いしているんです」

「俺でも同じだ！」

　ルークは叫ぶが、ユーインはびくともしない。

　いささかもその覚悟は揺らがない。

「皆さんには話しませんでしたが、僕は屋外にある術式については大きな問題はないだろうと思っています。誰だれかが意図的に破壊でもしない限り、初代の術式が劣化するなんてあり得ない。調べれば調べるほどにそれがいかに強固なものだったのかがわかるんです。問題や障害はきっとブレア火山の中……ヴァルバニルのそばにあるとしか考えられない。タタラ職人の管理の及ばない、野放しの空間に。それに――」

　彼はなおも驚くべきことを口にする。

「僕はあわよくばそれの観察も行いたい」

　正気の沙さ汰たとも思えなかった。

　ユーインは実際にかの人外と相あい見まみえた経験がないからそのようなことが言えるのだ。

“〝それを観察したい”〟など、ルークには口が裂けても言うことはできない。

「残念ながら初代の資料には火山内にある術式の位置までは記載されていませんでした。ただしここには中を巡ることのできる洞どう窟くつがいくつも存在していると聞きます。ルークさんはあなたが知っているひとつに僕を案内してくれるだけでいいんです、後はひとりで捜します――」

　ルークはユーインの胸倉を掴つかみ、吼ほえた。

「だから行かせられるわけがないと言っているだろうッ！」

「あなたは聖剣の鍛たん錬れんに行き詰まっているッ！」

　叫び返された内容にルークは言葉を詰まらせた。

　ユーインもこちらの胸倉を掴み、激げつ昂こうしたように怒ど鳴なる。

「僕も同じなんですッ。アリアさんが剣に変化できなくなったときに何の役にも立てなくて、彼女がさらわれた今も何もできない、助けにもなれない！　もういい加減わかったんですよ。ただ書庫にこもって資料を読み漁あさっているだけじゃ何も解決できない。だから僕はこの目と足でできることをやらなくちゃいけないんですッ！」

　彼の剣幕に圧され、話の継ぎ穂を失う。胸倉を掴んでいた手が落ちた。

「危険を冒してでもヴァルバニルの姿を、実際の封印を確認することには大きな意味がある！　命を懸ける価値がある！　ルークさんも現状に行き詰まっているのならば鍛か冶じ場ばにこもっているだけでは駄目なんです――それがわからないあなたではないでしょう!?」

　無論、わからないわけがなかった。

　実際にヴァルバニルが封印されている様子や聖剣の現物をこの右目で確認することは、何よりの打開策になる。聖剣の形状、封印の仔し細さい、ヴァルバニルの全容――それらを知ることができれば聖剣の鍛錬に大きく近付ける。事実、ルークはそれを考えたことがなかったわけではないし、何度もそうすべきだとも思った。

　しかしあのヴァルバニルは不用意に近寄れるモノではない。父親が今際に“〝末端”〟と呼んでいた部位ですらその力は計り知れず、再び奴やつの領域に踏み込めば今度こそ命の保証はないのだ。

　そもそもそれができるのならばハンニバルたちがとうにやっているはずで――

「……一緒に来てくれとは言いません。あなたが死んでは元も子もない」

　手を離したユーインは呼吸を整えながら言う。

「ただ僕を洞どう窟くつの近くまで案内してもらえればいいんです」

　――違う!!

　ルークは唇を噛かんだ。

　ごちゃごちゃ理屈を並べてはいるが、要するに自分は臆しているだけなのだ。

　幼なじみと父親を殺した“〝肉の壁”〟にはっきりと恐怖している。それは憎悪を遥はるかに上回り、心を喰くう。当時よりは頻度は減ったが今でもあの日の出来事を夢に見る。見ざるを得ない。

　あの日植えつけられた恐怖は未いまだ消えない。

「僕が調べたことを後日あなたに伝えます。もちろん無駄に命を投げ出すような真ま似ねは控えますよ。無事に戻ってきますから――」

　けれど、思う。

　こんなとき、彼女ならばどうするか、と。

　すぐに想像がつく。あの女騎士はきっと必死に強がる。

　恐れているのに、震えているのに、傷ついているのに――前進する。

　どんなに不ぶ恰かつ好こうになろうがとにかく前へ進むに決まっている。

　そして自分はそんな彼女を救いたい。

　――だから。

　だからこそ、だ。

「俺おれも、行く」

　ルーク・エインズワースは引き下がるわけにはいかない。

　喉のどがからからに渇いていた。それを口にした途端に背中が嫌な汗をかき始め、地を踏み締める足も頼りなく震え出す。心なしか立ち眩くらみに近いものさえ覚える。

　ユーインは静かにこちらの様子を見ていた。

「無理してませんか？」

「してるに決まってる」

　こうやって吐き捨てるのも強がりの一種だ。

「だがお前の言うことも本当なんだ。たぶん俺たちは今、命を懸けなきゃいけないところまで来ている」

　そうしなければ道を切り開けないだろう段階にきている。

「俺も行く。いいな？」

「止めません。僕も必ず何かを掴つかんで帰りますから」

「無駄死にするなよ」

「あなたこそ」

「当たり前だ」

　ルークは踵きびすを返し、「ついてこい」と顎あごで示した。





　火山の坂道を脇わきに逸それてルークがユーインを導いたのは、第一タタラ工房からさほど離れていない位置にある洞ほら穴あなだった。入り口は人ひとりがようやく通れるくらいの大きさ。火山の勾こう配ばいに抉えぐられた横穴――かつてルークがリーザ・オークウッドとともに潜り込み、そして彼女を失った場所。そこは三年前と何も変わっていないように見えた。

　ふたりは一度顔を見合わせてから、どちらからともなく洞どう窟くつの中へと足を踏み込む。

　ユーインが背はい嚢のうから取り出したランプには、蝋ろう燭そくの代用として玉たま鋼はがねが入れられていた。彼が祈き祷とう文言を唱えるとその石が発光を始める。この照明を頼りに慎重な足取りで奥に進み入った。

「ルークさんが遭遇したのがヴァルバニルの“〝末端”〟だということは、別に本体があるということでしょうか？」

　三年前にここであった出来事をかいつまんで話してやると、ユーインがそう訊たずいてきた。

　ルークは「いや」と否定し、

「後でハンニバルのクソジジイに聞いたんだが、ブレア火山にある洞窟はどれもヴァルバニルの居場所に通じているらしい。俺おれが三年前に見たのはそのひとつ――奴やつの“〝末端”〟だということだ」

「洞窟はどれもヴァルバニルに通じている……この巨大な山の中で」

　ユーインがごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　彼が考えていることはルークにもわかる。この火山の洞窟がいずれもヴァルバニルに通じているということは、奴の身体からだがそれだけの体積を有しているということだ。

「途方も無いですね……」ユーインはため息をつき、「しかもそのような人外を聖剣は封じているのでしょう？　一体どのような封印の仕組みをしているのでしょうか」

　入り口は狭かったが奥へ進むに従って洞窟の幅は広がっていき、やがてランプの光でも左右の壁や天井を照らせなくなるほどに広大になった。ルークたちに見えるのは、微妙に波打った地面の岩肌と光の中を漂う灰のみ。

　そして汗ばむほどの熱気と湿気が充満し、それが感覚を朦もう朧ろうとさせる。

　――くそっ。

　ルークは毒づかざるを得なかった。

　一歩、また一歩と進めば進むほどに心臓が早はや鐘がねを打つのがわかる。息苦しいくらいの動どう悸き。目に映る景色は何もかも三年前と変わっておらず、だからそのときの記憶が残像のように視界にちらつく。

　何もヴァルバニルと直接戦おうとしているわけではないのだ。初代ハウスマンが火山内に施した術式を調べ、またできることならばヴァルバニルの封印も確認しようという、ただそれだけでいいのだ。

　それだけのことなのに――鼓動が鳴り止やまない。

「ルークさん！」

　肩を揺さぶられ、ルークははっと意識を取り戻した。

　気が付けばユーインがこちらの肩に手をやり、心配そうに見ている。

「……悪い。ちょっとぼうっとしていた」

「一いつ旦たん引き返しませんか？」

　突然の提案に目を瞬しばたたく。

　ユーインは今まで自分たちが目指していた方角を振り返り、

「このまま行けば徒いたずらにヴァルバニルのいるところに飛び込んでしまうでしょう？　とりあえず入り口付近まで戻って、今度は壁伝いに進んでみませんか」

　さすがに、と青年は苦笑する。

「前後左右に何もない、というのは心こころ許もと無ないですから」

「……そう、だな」

　同意しながらルークは少し茫ぼう然ぜんとしていた。自分はそんなことに気が付かないくらいに動揺していたのだ。

　――しっかりしろ。

　こんな体たらくでは果たせる目的も果たせない。ルークは深呼吸を繰り返し、少しでも平静を取り戻そうとする。ユーインはそんなこちらを黙って待っていてくれた。

「すまん、もう大丈夫だ。行こう」

　ユーインに頷うなずき、来た道を引き返そうとした、正にその瞬間。

　それは彼らに牙きばを剥むいた。
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　リサはその震動によって起こされた。

　薄く瞼まぶたを開いた先――ぼやけた視界の中に、こちらを見下ろす誰だれかの顔があった。その人はこちらが目覚めたことに気が付くと口くち許もとを綻ばせる。

「気分はどう？　リサ」

「……パティ、さん？　ここは……」

　徐々に焦点が合ってくる。視線を巡らせるとここは何ど処こかの医務室らしいことがわかった。自分は寝台に仰あお向むけに横たわり、それをパティ・ボルドウィンが見下ろしている。

「駄目よ。まだ寝ていなさい」

　身体からだを起こそうとしたリサを、パティが手で制した。

「パティさん、私はどうして」

「さっき地震があったのは覚えてる？　そのときにあなたが倒れて、それでセシリーとエインズワースさんに頼まれて私が看病しているの。ここは公務役所の医務室よ」

「じしん……？」

　ぼんやりと呟つぶやき、おぼろげに思い出す。そういえば地面が激しく揺れて転倒したとき、ルークが同じ単語を口にしていたような気がする。

「さっきので地震は収まったと思ったんだけど、今もちょっと揺れたわね」

　心臓に悪いわ、とパティが頬ほおに手を当てて言う。

「……今も、揺れた」

　リサは虚こ空くうを見やった。

　目覚めたばかりなので感覚はまだはっきりしていないのに。

　なんだか――胸騒ぎがする。

「ルーク……？」





　自分はしばらく気絶していたらしい。地面に倒れ伏していたルークは覚醒と同時に頭を跳はね上げた。一瞬、視界が揺れるような感覚に襲われて額を押さえる。倒れたときに少し頭を打ったのだろう。

「また地震が起こったのか……？」

　光を発したままのランプがすぐそこに転がっていた。地震の際に壊れなかったのは運がよかったのかもしれない。

「――ユーイン！」

　相方の青年が倒れているのを発見し、慌あわてて這はい寄った。上半身を助け起こすと低くうめき声を発する。ユーインは額から血を流し、その眼鏡めがねにもひびが入っていたが、大事に至るような怪け我がはしていないようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　頬ほおを叩たたいてもなかなか意識が戻る気配はない。

　舌打ちを漏らし、ルークは彼の持ち物からとある玉たま鋼はがねを拝借した。そらんじている数は少ないが、自分もいくつか祈き祷とう文言を暗記している。

　入り口の方角を確かめた後、ユーインのぐったりとした身体からだを背中に担ぎ上げた。青年ひとりの体重と大きく膨らんだ背はい嚢のうの重量は結構な負荷だったが、歩けないほどではない。ユーインを背負いながら指先にランプの取っ手を引っ掛け、入り口を目指す。

　正直、肩透かしの感はあった。相当な意気込みでこの場所に臨のぞんだのにもかかわらず、余震によって出鼻を挫かれたのだからそれも仕方無い。でもそのことに自分がほっとしていることにもルークは気付いていて、またそのような己に苛いら立だった。

　――俺おれは命拾いをしたのか？

　少なくともそういうふうに感じてしまったのは本当だった。現に身体の震えは止まっていて、それは一時的にでもここから引き返さなくてはならない、そうせざるを得ない事実に安あん堵どしたから。

「くそッ」

　どうしたらいい、と歯は軋ぎしりする。

　どうしたら自分はこの迷路を抜け出し、何かを果たすことができる――

　はたと、ルークは足を止めた。

「え……？」

　唖あ然ぜんとして、目の前に現れたものを見つめる。それは壁だった。洞どう窟くつに元々あったそれ、ではない。今さっきできたのであろう、岩石の山が眼前を塞ふさいでいた。

　立ち尽くす中、地震だ、と小さく呟つぶやく。

　先ほどの地震で崩落が起こり――入り口を塞いでしまったのだ。

「……………………」

　洞窟内には湿気と熱気が満ちているというのに、急激に喉のどが渇き、冷たい汗が背中を濡ぬらす。鼓動が荒々しく胸の内側を叩き、たちまち呼吸が苦しくなった。蘇よみがえった震えは足あし許もとから起こって上半身へと伝わっていく。

　ルークは引き返してきた道を振り返る。

　そこにあるのは遥はるかな闇やみ――

　忘れられぬ記憶が、暗闇のずっと向こう側にいるであろう邪悪な獣を幻視させる。

　ランプを取り落とした手はすがるように腰の刀に触れた。

　泣き言は自然と口をついて出た。

「嘘うそだろう……？」

　これよりルーク・エインズワースは、彼の刀けんを試される。



    

  
    
      


第22話　風のように　Last Wind
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　灰はい被かぶりの森で意識を失ったアリアが次に目覚めたとき、彼女は両手足の動きを縄で封じられ、かつ轡くつわを噛かまされた状態でぐらぐらと揺れる箱の中に転がされていた。

　そこは人間が数人も入ればすぐに一杯になるだろう、窮屈な空間だ。視界が薄暗いのは箱の四方と天てん蓋がいが幌ほろによって覆われているためである。足あし許もとの床下からは大男ががなり立てているような騒音が間断無く鳴り続いているが、それもすぐに地を駆け抜ける車輪の音なのだとわかる。

　馬車だ、とアリアは理解した。

　拘束された自分は馬車の荷台に載せられ、何ど処こかへと運ばれている最中なのだ。

　そして――この手狭な空間を共有し、暗くら闇やみの中でこちらを見張っている存在がある。

「…………」

　美しいとは言いがたい、くすんだ白の長髪。

　およそ人間味の感じられない、目鼻立ちが左右対称に整いすぎた面。

　双そう眸ぼうにはめ込まれた、作り物のような眼球。

　首から下はかわいげのない黒装束を着た――女である。

　上半身は顎を引いて背筋を伸ばし、下半身は膝ひざを折って足の裏に尻しりを載せるという折り目正しい姿勢で床板の上に座り、無表情に馬車の振動に揺られながら――その女は瞬きもせずに同じ箱の中でアリアを見下ろしていた。

　状況と格好からして灰被りの森でアリアたちを襲った男の仲間に違いなかった。

　――仲間だけど、人間じゃない。

　超然とした空気。同類ゆえか、アリアは敏感に勘付く。この女は自分と同じモノだ。

　恐らくはあのクリスナイフの魔剣が人型に変化した姿。

「――――」

　アリアは轡を噛まされているため言葉を紡げない。自分を縛る縄は全身をがんじがらめにし、予想以上にきつく、固い。試しに暴れてみたが大したことは為せそうになく、さらには気絶させられた際の痛みがぶり返してきたのですぐに諦あきらめた。

　だからせめて、ひたすら睨にらむことに決める。

　感慨らしい感慨もなく無言で自分を監視し続ける同類をただただ睨み返し、明確な敵意を伝えることに心を向ける。たとえこの先どのような扱いが待ち受けていても自分は屈しない、心を折らないという覚悟を示すために。

　不意に女がこちらの顔に手を伸ばしてきた。細長く痩やせた五指。アリアは思わず身を固くしたが、女の手がしたのはこちらの轡を外すことだった。

　口に与えられた解放感に、むしろ戸惑う。問うように見上げていると、

「あなたは都合二晩、昏こん睡すいしていました」

　女はよだれまみれの轡を手に抑揚のない声で告げた。

「この馬車はすでに国境を越え、私たちにとっての安全圏に入っています。外にどれだけ助けを求めようともあなたを救う輩やからは現れません。なのでもはや不要と判断したため轡を外しました」

　聞き捨てならないことを言われ、アリアは目を剥むかざるを得ない。

　――あたしが二日間も眠っていた？

　灰はい被かぶりの森で気絶させられてから、そんなにも時間が経過していたと言うのか。確かにクリスナイフの魔剣――彼女の力は尋常ではなかったが。

　そこまで考えて、はっと思い出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「ヘイゼルとヒルダはっ？」

「…………」

「あたしと一緒にいた騎士たちはどうしたのかって訊きいてるのよ！」

「彼女たちならば取り逃がしました」

　女は存外に容易たやすく口を割ったので、アリアは心の底から安あん堵どし、脱力した。

　よかった、ふたりは無事なのだ。

　――セシリーはどうしているのかな。

　自分が連れ去られたことを知った相棒は、自衛騎士団はどうしているだろうか。きっと遅からず駆けつけてくれるのだろうと思う。そういう人たちだ。しかし今はそのことを素直には喜べなかった。

　だって自分は剣に変化できないのだ。都市に戻ったとしても皆の役には立てない。

　人間もどきの魔剣に、取り戻してもらう価値なんてあるんだろうか？

　――ああもう、ムカムカしてきた。

　ヘイゼルやヒルダを傷つけ、自分をさらった黒装束のこと。自分がセシリーたちの足を引っ張っていること。自分を“〝人間もどき”〟だと考えてしまうこと。何もかもにむかっ腹が立つ。

　ねえ、とアリアは女に呼びかけた。

「あなたの名前は？」

「私に銘めいはありません」

　名前がない？

「嘘うそよ。だってあなたはあのときのクリスナイフなんでしょう？」

　レイピアの魔剣『アリア』。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　バスタードソードの魔剣『フランシスカ』。

　そしてシャムシールの魔剣『イライザ』とロングボウの魔剣『イヴァ』の二本が交かわって生み出された、パルチザンの魔剣『イライザ・イヴァ』。

　剣の姿と人の姿を兼ね、自我を持つ悪魔は等しく独自の銘を持つ。少なくともアリアがこれまで出会ってきた彼女たちはそうだった。だから目の前の女も正体が魔剣ならば例外ではないはず――

「肯定します。確かに私はクリスナイフの魔剣です」

「なら……」

「しかし固有の銘はありません。故ゆえに便宜上、人間は私のことを『銘めい無なし』と呼びます」

「……名前がないのには何か理由があるの？」

　女――銘無しは初めて口を閉ざし、無表情はそのままに瞬きだけを繰り返す。

　答えあぐねているのだとアリアは察したが、構わず質問をぶつけた。

「あなたの能力はあたしと同じ“〝風”〟」

「肯定します」

「そしてあたしよりもずっと強力」

「肯定します」

　銘めい無なしは彼女らが『爪つめ痕あと』を経由して都市への侵入を果たし、脱出もまた同様の経路をたどったということも明かした。驚くべきことにこの銘無しの能力を使って、である。

　冗談じゃない、とアリアは愕がく然ぜんとした。

　墜落の衝撃を“〝緩和”〟するくらいのことならば自分もセシリーとともに行ったことがある。しかしこの魔剣はその逆――“〝浮上”〟すら可能にする地力を有しているのだ。魔剣『アリア』のそれとは比較にならない。

　一層、アリアの中で銘無しの存在が不気味なものとなった。

「これは何ど処このどいつの仕業？　あたしをどうするつもりなの」

「私たちは旧群集列国の者です。あなたは帝政列集国の戦士団に献上されます」

　旧群集列国、と言われて彼らの着る黒装束に見覚えがあったことを思い出した。そうだ、この衣装は以前、敵対していたころのヒルダが着ていたものだ。そしてやはり黒幕はあいつらか。

　アリアは唇を噛かみ、それでも精一杯の強がりで言い放った。

「おあいにくさま。あなたたちがあたしを利用しようとしても無駄だよ。あたしはあたしの相棒以外には力を貸さないし、それに――」

　一拍、言うまいか迷ったが口にする。

「今のあたしは剣に変化できない。残念だったね」

　銘無しは瞬きし、それから頷うなずいた。

「剣に変化できない……なるほど合点いたしました。あなたは非常に過酷な戦を経験してきたのだと推察します。二晩の昏睡状態もそのためでしょう」

「……何を言ってるのさ」

「魔剣『アリア』、あなたは剣としての寿命を迎えています」

　――――。

　心は理解を受けつけなかった。

　けれど人間でいう脳の部分は銘無しの言う意味を完かん璧ぺきに把握し、記憶を引っ張り出す。

　これまでセシリーとともに乗り越えてきた死線の数々。帝政列集国による独立交易都市襲撃という大きな戦い――有象無象の悪魔やイライザ・イヴァとの死闘を経へた後、しばらく剣の姿のまま眠りについていたこと。目覚めてからは今度は剣の姿に戻れなくなったこと。悪魔である自分が寒気を感じるようになったこと。風を感じられなくなったこと。肉体が鉛のように重く感じるようになったこと。

　すべてがあれよあれよという間につながって“〝寿命”〟という事実が腑ふに落ちる。

「寿命を迎えているにしても、あなたにはまだ残された価値があります。それは……」

　銘めい無なしは続けようとしたが、アリアが黙り込んでいるのを見て言葉を切った。

　同類をひたと見据えていた視線をわずかに逸らし、呟つぶやく。

「いずれ知りましょう。魔剣私たちに課せられた運命を」

　アリアを乗せた馬車は、それから数日足らずで彼らの目的地に到着した。
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　行き先が決まり、セシリーたちがアリアを誘拐した黒装束を追うに当たっていくつかの手順が踏まれた。

　独立交易都市の『玉屋』で玉たま鋼はがねを買い集めてそれを市外の土地に輸出する――といったことを生なり業わいとしている行商人がいる。救出部隊の指揮を取るゴードンはまず、独立交易都市に滞在していた彼を一時的に拘束。行商人の所有する商品と馬車と衣服などをまとめて買い上げ、さらに彼の実名を借りて自らの身分を偽装した。

　ゴードンは自衛騎士団の団員らにもそれらしい衣装を用意する。男性団員には“〝護衛として行商人に雇われた傭よう兵へいたち”〟に、乗馬の技術を持たないセシリーと怪け我が人にんであるヒルダのふたりには“〝行商人の娘”〟に扮ふんするよう指示を下した。

　目指す場所は旧群集列国の領内。言わずもがな自衛騎士団の制服では目立つし、帝政列集国の傘下にある地域では何かと都合が悪い。そのためゴードン率いる救出部隊は土地から土地へと渡るのに不自然でない姿を装う必要があった。

　積荷を載せた馬車にゴードンとセシリーとヒルダの三人が乗り、その前後を、騎乗した男性団員六名が挟む形で一行は独立交易都市を出しゆつ立たつ。行商の道程とは思えぬような速度で国境間を結ぶ馬車道を南下した。

　旧群集列国の国境手前で、レジナルドが先行させていた斥せつ候こうと合流。斥候が周辺で集めた情報によると、セシリーたちが到着する前日にそれらしい馬車が国境を越えたこと、その御ぎよ者しやが特徴のある黒装束を着ていたことなどがわかり、ヒルダが「そいつで間違いない」と断じた。

　積荷である玉鋼と、ゴードンが本物の行商人から借り受けたという、大陸法委員会の印が押された通行証を門番の兵士に見せて難なく国境を通過。一行は旧群集列国の領内への潜入を果たした。

　通りがかった村や駅で黒装束の行方ゆくえを確認しつつ馬を替え、セシリーたちはなおも南下する。旧群集列国領には非常に多くの小国家が混在しており、同時にその数だけ関所の類たぐいも存在している。踏み入る必要のない土地はできるだけ迂回しつつ時には最短の距離を優先して関所を通り、国境入りから三日後の昼前、一行はとうとう目的地――ヒルダの祖国を目前とするところまでたどり着いた。

　比較的暖かい地域である独立交易都市に対し、大陸の南に位置するこの地域は寒さが厳しい。冷たい風が街と街をつなぐ街道を吹きすさび、頭上も曇天が重く垂れ込んで陽ひ射ざしを隠している。雨やら雪やら、いつ崩れてもおかしくない天候だった。

「ワタシの祖国について簡単に説明する」

　馬車や馬を街道の外れに止めると、ヒルダが一同を集めて言った。彼女は出立する以前から黒装束との戦闘によって両脚に怪け我がを負っていたが、道中にセシリーが覚えたての祈き祷とう契約で治療に当たり、ここに至るまでの間にほぼ完治していた。

「知っての通り旧群集列国には無数の小国家が入り乱れて存在している。その国によって規模も文化も宗教もまったく異なっていて――ワタシの祖国も“〝国家”〟を謳うたってはいるが実際は少しばかり面積の広い自治都市と考えてもらって構わない。それと一応知っておいてほしいのは、星に関連した信仰があるということ」

「星……？」

　そういえばヒルダに腕に押されていた烙らく印いんも星型だったな、とセシリーは思い出す。

　少し脱線するが、とヒルダは前置きして、

「伝承によれば、大昔に観測されたという流星群の夜、その星々の群れから逸はぐれたひとつが――隕いん石せきが祖先らの住まう土地に落ちてきたそうだ。相当な損害を被こうむったらしいが、一方でその隕石からある特殊な物質を採取することができた。ワタシたちが『隕鉄』と呼ぶそれは当時の祖国に大きな恩恵をもたらしたと言われている。それ故ゆえに祖先らは星々には不思議な力が宿っていると信じるようになり、“〝星が降る”〟という現象に神秘性を見み出いだすようになった。具体的には星の流れ方によって政まつりごとの方針を定めたり、星の位置関係の変化で吉凶を占ったり、とにかくそういう風習が根付いた」

　もっとも、とヒルダは肩をすくめた。

「『隕鉄』の恩恵なんてカビの生えた大昔の話さ。ここら一帯は妙に地震が多くて、しかも作物が育ちにくい貧土だ。愚かにも『星降り』の由来となったこの土地にしがみつき、そのくせ隣国に侵略する武力も持たなかった祖国は当然衰退していった。それでも自国民を商品にするなんていう、馬ば鹿かげた奴やつ隷売買を本格化することでなんとか生き永らえたんだが、権威は地に落ちているよ。今や隣国中から『奴隷国家』という蔑べつ称しようで呼ばれて、帝政列集国の犬にまで成り下がる始末だ。かつては国を支ささえた『星降り』の文化も、今や奴隷の烙印に使われているしな。こんな現状なんだ、国も人も物も満ち足りているとはとても言えない――」

　ヒルダは滔とう々とうと、自身の故郷を卑下する内容を述べ続ける。その様子は何ど処こか彼女に潜在する卑屈さを窺うかがわせた。

　彼女はやがてそんな自分に気がついたのか、はっと表情を強こわ張ばらせる。

「すまない、意味のない話を……ここからが本題で、だから玉たま鋼はがねという高級品を売りに来る商人なんてまずいないと言いたいんだ」

　要するにこの扮ふん装そうもここまでが限界だということらしい。

「……本当はもう少し手前で追いつくつもりだったんだがな、間に合わなかったらしい」

　ゴードンが首の裏に手をやりながら嘆息する。

「ヒルダ、頼まれてくれるか」

「もう用意してある」

　とヒルダが馬車の荷台から取り出したのは人数分の衣類だった。

「この辺りで一般的に着用されている民族衣装だ。さっき通った村でついでに拝借してきた。……睨にらむなよ、セシリー。迷惑料を含めて見合うだけの金銭は置いてきたぞ」

　セシリーは馬車の陰に隠れながら、渡された衣装に手早く着替え始めた。薄手の白のワンピースに袖そでを通し、その上から帯で腰こし許もとを締める。やや黒みがかった濃い赤に染色されたスカーフを首に、バンダナを頭に巻く。この格好に防寒用の外がい套とうを羽は織おるのがこの地域での一般的なスタイルらしい。スカーフには流星らしき模様が刺し繍しゆうされていた。

「セシリー。こいつをスカートの下に仕込んでおけ」

　同じ衣装に着替えたヒルダがスティレットの短剣を一振り手渡してきた。

「この服で長物はとても目立つ。オマエは元々刺突剣レイピアを得え物ものにしていたし、使い勝手はいいだろう」

　左の太ふと股ももにベルトを巻き、渡された刺突専用の短剣をそこに仕込む。これなら刃物はスカートに隠れて見えない。セシリーはこの他にも帯の中に玉鋼をいくつか仕舞い、帯の後ろには一本の細い筒――えんじ色の鞘さやを斜めに差し込んだ。

「？　何だそれは」とヒルダ。

「アリアの鞘さやだ。相手が魔剣を使うというのなら、きっと役に立つ」

　剣が収められていないので、ぱっと見では鞘とは思われないだろう。

　そうこうしているうちに男性団員らも着替えを終えたようだ。彼らの場合はスカートではなくズボンを穿はいている。一同の準備が整ったのを見て、ゴードンは各自への指令を伝えた。

「まず諸君の中から三人、ここに待機してもらう。何かあったときは祈き祷とう契約で信号煙を飛ばすから絶対に見逃すな。俺おれを含む残りの六人はふたり一組の三手に分かれて目標に潜入する」

　セシリーはヒルダと、ゴードンは男性団員のひとりと組み、慎重を期してそれぞれ別ルートから潜入を果たし、市街地で再度合流することが決められた。残りの一組はアリア救出後の脱出の足を市内で確保しておくよう命じられる。

「実質四人でアリアを救うということですか……？」

「真正面から事を起こすつもりはない。奴やつらがこそこそと都市に潜り込んで魔剣をさらったように、俺おれたちもこそこそと奴やつらの陣地に潜り込んで魔剣を取り返す、それだけのことだ」

　ゴードン・ホーキンズがアリア救出部隊の指揮官に選ばれたのは、彼が団長陣の中でもこういった隠密活動に長けているがためである。ここまで大きな障害もなくたどり着けたのはその手腕あってこそのもの。だからセシリーは彼が話す段取りを一言も逃すまいと、気を張りつつ耳を傾けていた。

「だから徹底的に気配を殺せ。人込みに紛れろ。ヒルダ、もしもこの土地の人間特有の癖くせや習慣があればそれも教えてくれ」

「そうだな……ワタシの祖国は奴隷国家という性質のせいか全体的にあまり活気がない。景気のいい面ツラで大手を振って歩こうものなら嫌でも注目されるだろう。だからできるだけ――」

　ヒルダの端的な説明の後、ヒルダとゴードンはセシリーたちとゴードンたちの合流する場所について打ち合わせた。ヒルダがまだ祖国に属していたころ、彼女らの組織が根城にしていた場所がいくつかあるらしく、合流地点はそれらのひとつに近いところが選ばれた。ゴードンは地図もなしに彼女の口頭の説明だけで街のおおよその配置を理解し、それをまた別の団員たちに噛かみ砕くだいて伝えた。

「以上だ。質問は？」

　ゴードンは一同の顔を見回し、特に声があがらないことを確認し、よしと頷うなずく。

「ドラモンド副団長の命令は“〝魔剣『アリア』を含めた全員が生きて帰還すること”〟だ。必ず果たして凱がい旋せんするぞ」

　そしてセシリーたちは行動を開始した。





　――ヒルダは「活気がない」と言っていたが。

　正直ここまでとは思わなかった。

「もう少し顔を下げたほうがいい」

　小声で警告されて目を伏せたが、セシリーはそれでも視界の端に捉とらえてしまう。

　ヒルダの祖国は厳戒な入国審査を設けていないらしく、ふたりは北側の門をあっさりと通ることができた。門の先は人家の集まる市し井せいとなっており、早速住民の姿がちらほらと見られる。

　その市井をぐるりと見回したとき、セシリーは思わず息を呑のんでしまったのだ。ヒルダが肘ひじで脇わき腹ばらを突いてきたので慌あわてて表情を取り繕ったが、内心は驚きよう愕がくしきりだった。

　――空気が痩せている。

　気候の寒い地域だからか石や木といった材料ではなく煉れん瓦がを積み重ねた家屋がほとんどだ。それがひしめき合うようにして立ち並んでいるのだが、煉れん瓦がの壁は表面が色いろ褪あせ、無残な亀き裂れつが走り、それがそのまま放置されていたからどの建物もまるで廃屋のような佇たたずまいをしていた。

　他方、道行く人々の表情も一様に暗い。視線はうつむき、住民同士互いに挨あい拶さつを交かわすことはなく、擦れ違うセシリーやヒルダにも目を向けるような真ま似ねはしない。彼らが着ているのはセシリーのスカーフにもあるような、端はし々ばしに流星の模様が刺し繍しゆうされた衣服だったが、それも大概が袖そでがほつれていたり裾すそが泥を被かぶっていたりなどしており、模様は元の形を保っていなかった。

　市井の全体に痩やせ、薄汚れ、荒廃した空気が蔓まん延えんしている。

　人々の数は決して少なくない。むしろ多いように見える。なのにここは異常なまでに閑散とし、人の生活音よりも風音のほうが大きく聞こえる――

　足を止めかけていたセシリーの腰を、ヒルダがそっと押した。

「驚くなとは言わないがせめて立ち止まるな。急がなくていい、ゆっくり歩け」

　上う手まく返事を返せず、セシリーは黙ってヒルダとともに市井を後にした。

　商店や大きな通りのある市街地に入るとさすがに周囲に喧けん騒そうが増してきた。市井で感じたようにやはり人の数は多く、ふたりはすぐに人込みの中に呑のみ込まれる。食料を扱う商店から呼び子の声がし、その普通さがなんだか気持ちをほっと軽くさせてくれた。天井が低く平たい建物が多いのは地震対策のためだろうか。

　通りの片隅に人だかりができているのがセシリーの目に入った。何かを囲むように群がる男たちは皆、市井の住民たちよりも身なりが良いように感じられる。何気無く「あれは何をしているんだ？」とヒルダに訊たずねようとしたとき――急に彼女がこちらの二の腕を掴つかみ、進む足を速めた。人だかりからいち早く離れるように。

「ヒ、ヒルダ？」

「オマエは見ないほうがいい」

「何を」

「あれは奴隷を売買しているところだ」

　セシリーは腕を引かれながら目を見開く。

　――こんな市中で？

　振り返りそうになったところを「見るなッ」とヒルダが鋭い声で諌めた。

「今あれを見たら――あいつらの話す言葉を耳にしたら、オマエはきっとあそこに飛び込んでいってしまう」

　セシリーは応こたえられず、ただ彼女に腕を引かれるに任せる。

　やがてヒルダは通りを外れ、滑り込むように路地裏へとこちらを連れ込んだ。

　彼女はこちらに向き直って「……すまん」と詫わびてから、

「つい、取り乱した。オマエならいざ知らず、ワタシにとっては日常だったものなのに」

「……都市での生活に慣れていたから、か？」

「ああ、それもあるが。……なんだかとても恥ずかしくなったんだ」

　ヒルダは少しやつれた笑みを浮かべて、

「オマエが隣に、一緒にいたことが大きいと思う」

　え？　と訊きき返したが彼女はこれ以上そのことについては触れなかった。

　虚空を見やり、独白するように訊たずねてくる。

「ひどいだろう？　ここは」

「……うん」

「地震が多いから地割れは起こるわ家は傾くわ。でも国民にはそれを直すだけの余裕がない。土地が痩やせていて作物を育てることもできないから生活を維持するので精一杯で、にもかかわらず国は子を産むことを強要する。ひとりやふたりじゃない、何人もだ。大きくなった子どもを奴隷として国外に売り飛ばすために。またはワタシのように戦闘の訓練を積ませ、人殺しの道具として他国に貸し出すために」

　わななく口くち許もとを両手で覆い隠し、その手を温めるように白い息を吐く。

「地獄のような世界だ」

「でもあなたの祖国だ」

　ヒルダの目がこちらに向けられる。見つめる相手を突き刺すような、尖とがった眼まな差ざし。

　セシリーはそれを真まっ直すぐに受け止めて続けた。

「あなたがいつか取り返したいと言っていた場所だ」

　今のように、独立交易都市の路地裏で彼女自身が語ってくれた。

『勘違いするなよ。だからこそワタシは故郷を取り戻そうと思う』

　あのときのヒルダは傍はた目めには淡々としていたけれど、そばで聞いていたセシリーは知っている。故郷について語り、それを取り戻したいと述べる彼女の瞳ひとみには確かに気高い理想があった。

「違うのか？」

「……違わない」

　ヒルダは首を横に振り、敵かなわないな、と唇の端をわずかに上げた。

「悪かった。もう大丈夫だ」

　理想がある。だから立ち止まってはいられない。

　自分も彼女も。

「ああ、行こう。ホーキンズ団長との合流に遅れてはいけない」

　路地裏を出たふたりは再び肩を並べて歩き始める。

　意図的に人通りの多い往来を選び、人波の中に紛れた。

「ひとつ訊ききたいんだが」とヒルダが声を潜めて、「オマエ、ずいぶんと大人しくないか」

「大人しい？　どういう意味だ？」

「都市を出発してから変に口数が少ないし、この部隊の中でもあまり意見を出さない。特にオマエがこの国の現状を目の当たりにしてしまったら、義憤にでも駆られてしまうんじゃないかとワタシは心配していたんだが」

　自分はそこまで考え無しではないよ、とセシリーは苦笑した。

「この国の問題はこの国の人間が自力で解決すべきで、それを私個人がどうこうしようなんて傲ごう慢まんでしかないだろう。そもそも私にはそんな大それた力はないし、これでも己の分は弁えているつもりだ。少なくとも昔よりはな。そして今回の件にしても私はアリアを助けるための戦力として同行を認められたわけだから、ただその役に徹する、それだけの話さ」

　――本当にそれだけなんだろうか？

　心の中で自問してしまった。

　たった今自分がまくしたてた内容に間違いはない。決して間違いはなかったと思うのだが、その間違いでないことに奇妙なもどかしさを抱く。胸がざわつき、何とも言えない心地悪さを覚える。

　羽をもがれたような不自由さ。鉛のように重い思考と身体からだ。

　直感よりも正論が先立つ自分。

　――私は単に怖気おじけづいているだけなんじゃないか？

　セシリーは自分でも気付かぬうちに上の空になっていたらしい。

　唐突にヒルダに手首を掴つかまれ、はっとなる。

「あ、すまない。少しぼうっとして」

「セシリー。先に謝っておく」

　目を瞬しばたたくこちらに、ヒルダは正面を向いたまま言った。

「思っていた以上にワタシの面相は組織の間で知られていたのかもしれない」

　彼女の固い表情とその視線にセシリーも遅れて気付く。往来を行き交う群衆の隙すき間まに、複数の黒い影がちらついたのだ。そっと窺うかがえば前方だけではない、横手にも背後にもあの路地の陰にも――

　自分たちは気付かぬ間に完全に包囲されているらしかった。

「ひとりひとりをまともに相手するなよ。ワタシたちの目的はあくまでアリアの奪還だ」

「わかっている」

「ワタシの姿を絶対に見失うな。見失ったら……オマエは確実に迷子になる」

「悔しいが私もそう思う」

　軽口を叩たたき合い、セシリーとヒルダは動き出した。



　　　３



　そこは椅い子すが二脚あるだけの、空っぽの部屋だった。

　縄で縛られたアリアは背もたれに括くくりつけられた状態で壁際の椅子に座らされ、それと向かい合わせた反対側――戸口の横の椅子には銘めい無なしという女が楚そ々そとした風情で腰かけていた。

　一枚の小皿が中央の床に直に置かれ、その上で蝋ろう燭そくの火が心細く室内を照らしている。唯一存在する窓はきっちりと鎧よろ戸いどが下ろされており、アリアはここに放り込まれてから久しく日の光を見ていない。時間の感覚なんてとうに失われていて今が朝なのか夜なのかすらわからないでいる。

　馬車の荷台からこの密室に身柄を移された後も、アリアは変わらずに銘無しの監視下にあった。時々様子を見に来る人物はあっても銘無しはそこを動かず、故ゆえに自分たちはずいぶんと長い時間をふたりきりで過ごしている。

　かといってこれといったやり取りがあるわけでもなかった。銘無しは始めからずっとそうであるように瞳ひとみを閉じたまま微動だにせず、アリアはアリアで首を後ろに倒して無気力に天上の梁はりを見上げ、ひとり黙々と同じことを考え続けていた。

　――寿命、かぁ。

　まさか自分がそこまで追いつめられているとは思いも寄らなかった。しかし言われてみれば確かに納得するのだ。この身に起こったモノの正体が“〝寿命”〟だということ。外的な要因でなく内的なそれだったのだから、ユーインがいくら調べてもわからないはずだ。

　もう何度目になるかわからない波がまたやって来て、何かが込み上げてきそうになる。アリアはその度にぎゅっと瞼まぶたを瞑つぶって蓋ふたをした。こんなところで無様に涙を見せたりなんかしたくない。そんな情けないことはできないと半ば意地のように思う。

「悲しいのですか？」

「悲しいって言うより悔しいんだよ。だってあたしはまだ――」

　目を見張る。慌あわてて顎を引くと銘無しがこちらを見つめていた。アリアの記憶が正しければ彼女のほうから何かを問うてきたのは初めてのことだった。

「悔しい、ですか」

　銘無しは何ど処こを見ているともつかぬ遠い目で言う。

「そういった感情は私にはわかりかねます」

「そりゃ、敵のあなたにはあたしの気持ちはわからないでしょ」

「否定します。そういった意味ではありません」

　きっぱりと言い切り、銘めい無なしは焦点をこちらに合わせた。

　彼女の眼まな差ざしに射いすくめられ、アリアは思わず固唾かたずを呑のむ。点を穿うがつような視線。それは人よりも獣のそれに近い、温もりのない無機質な瞳ひとみ。同じ魔剣であっても異質さを覚えずにはいられなかった。

　なんだか似てる、とそこで思い当たった。

　銘無しの持つ雰囲気は彼女――魔剣『エヴァドニ』を思い出させる。

「正体が悪魔であるにもかかわらず、あなたの言動には人間的な感情が強く表れています」

「えっと……悪魔らしくないってこと？　生あい憎にくだけどあたしだけが特別そういうわけじゃない。他の魔剣もこんな感じで、それどころかどいつもこいつも一ひと癖くせも二癖もあったよ」

「ではそれが普通なのかもしれません。私は違う」

「……あなたは自分が普通の魔剣じゃないって言いたいの？」

「肯定します。あなたのような魔剣が普通であるならば、そういうことになります」

　――妙な問答になってきたわね。

「ねえ、つまり何が言いたいわけ？」

　道具です、と銘無しは答える。

「私が心無き魔剣、意思無き道具であるということです」

　彼女はあたしだ。

　アリアは唐突に気付かされた。銘無しの光無き瞳の中に己の過去を見み出いだす。

　セシリーと出会う前の、所有者の所有物としてあったころの『アリア』という魔剣。

　――あなたはまだそこにいるんだね。

　暗い暗い“〝何かの中”〟に。

　アリアは不思議な感覚だった。さっきまで自分の“〝寿命”〟のことを考えていたのに。

　今はとても、目の前の同胞と言葉を交かわしたい。

「もう一度訊きいてもいい？　あなたに名前がない理由」

「…………」

　途端に銘無しは口を噤つぐんで壁を張ってしまった。話したいと思った矢先にこれである。やはりこの問いに関しては取りつく島も無いみたいだ。

　じゃあこれくらいは教えてよ、とアリアは嘆息交じりに切り出した。

「いつまでここにいればいいのさ」

「かの国との約束の日付までです」

「どうしてあなたはあたしと一緒にいるの？　ここまで徹底的に見張る必要なんてないでしょ？」

「否定します。私は人間の雄があなたに手を出さないよう見張らなければいけません」

　即答された内容に、目を瞬しばたたく。

「……あたしを見張るんじゃなくて人間を見張るの？　仲間を？」

「肯定します。厳密には仲間ではなく所有者ですが」

「どうして」

「あなたに性交をされては困るためです」

「せっ――」

　この女はいきなり何を言うのか。

　呆気あつけに取られるこちらを余よ所そに、銘めい無なしは淡々と続ける。

「現在私を所有している組織の人間は捕虜に対して性交を強要する傾向があります。よって彼らがあなたに手を出さないよう私は見張らなければいけません」

「それはまあ、ありがたいけど……」

　改めて振り返るまでもなくアリアの身体からだは人間の女性の形をしている。だからこれまでもそうした危険は常につきまとっていて、けれど過去の所有者たちは基本的にアリアを人目にさらすことは少なく、彼ら自身も幸いにして魔剣という非人間に情欲を覚えるほど倒錯していなかった。

　銘無しが捕虜の安全を守ってくれるというのならそれに越したことはないが。

「でもどうして、その、セ、セイコーされたら困るのさ」

「それが剣に変化できないあなたに唯一残された価値だからです」

　――あれ。

　あれれ、とアリアは思う。

「悪魔と人間は子を生なすことができます。知っていましたか？」

「……うん」

　それはごく最近ユーインによって知らされた事実だ。悪魔と人間は子を設けることができる。ただし異種交配の代償として生まれる子には生殖機能が備わらない――

「では私たちのように人間の形を兼ねた魔剣が何な故ぜ、雄ではなく雌ばかりなのか、考えたことはありますか」

「な、い」

　あれれれ。やっぱりだ。

　嫌な予感しかしない。

「魔剣が神に抱く憎悪は人間が思う以上に深いです。自らの刃で神を打ち滅ぼすことを本懐としつつ、それを全うできなかったときの備えとしてある機能を有しています。その刃が潰つぶれようとも代わって役割を果たすために――」

　欠点はあるにしても人間と同じ機能が自分の中にある、人間としての余地や可能性が残っている、ということはそれだけでアリアにとって大きな意味を持つ。そう、あの祭りの夜にユーインに語ったことに偽りはなかった。

　何かを傷つけてきた自分にも何かを生み出すことができるのだとわかって嬉うれしかった。

　しかし――

「魔剣は魔剣を産む」

　課せられた運命はそれすらも踏みにじる。

「人間の形を兼ねる私たちが等しく雌であるのは、人間の精を受け、次代の魔剣を身ごもる機能を有するためです。子は体内で剣として練成され、母体の生命を喰くい尽くしてこの世に具現します」

　何かを傷つけてきた自分が生み出せるモノはやはり何かを傷つけるモノでしかない。

　人間と同じ機能、人間としての余地、可能性――おこがましい。

　魔剣とはそれらをも利用する呪のろわれた存在なのだ。

「よってすでに寿命を迎えてしまったあなたの価値は、魔剣を産むことだけです」

　それを素性のわからない人間とさせるわけにはいかない。帝政列集国側が用意した、然しかるべき人間でなくてはならない。銘めい無なしが言っていることはつまるところこういうことだった。

「……はは、ホント勘弁してよ。次から次へとナンなのさ」

　アリアは苦笑してしまった。自分は魔剣であるという現実から絶対的に逃れられない。ただ神を殺すために作られた悪魔。宿命はいつだって目の前に立ちはだかって未来を閉ざす。選ぶことを許さず、その道を強しいる。

　――いやんなっちゃうな。

　嫌になる。

　嫌になって――猛烈に腸はらわたが煮え繰り返る。

「ふざけないで」

　椅い子すの前二脚に体重をかけ、縛られた身を前傾するほど乗り出した。

　額を突き出し、犬歯を剥むき出し、柳りゆう眉びを逆立てながらはっきりと憤慨してみせた。

「冗談じゃない。あんたらで勝手にやってなさいよ」

　銘無しの物静かな瞳ひとみを、アリアはまなじりを決して睨にらみ返す。

「あくまでも歯向かうということですか？」

「肯定よ。あなたたちの道具に成り下がるくらいだったらあたしはあたしの刃をへし折る」

　だってどんな運命を突きつけられようとも、厳然として変わらぬ真実が確かにある。

　魔剣という出自がいかに立ちはだかろうとも。

　それを利用しようとする輩やからが何人現れようとも。

「あたしはセシリーの戦友なのよ」

　自分はセシリー・キャンベルの相棒だということ。

　その誇り高き友人の名を穢けがすような散り方は絶対にできない。

「戦って死ぬ。最さい期ごの瞬間まで」

　ひたすらにセシリーの剣として戦い抜く。

　それがアリアが自分で決めた、アリアという魔剣の生き方だ。

「……そうですか。あなたは、そうなのですね」

　銘めい無なしはため息をつくように、か細い声で呟つぶやいた。

「そうよ。あたしはあなたたちの言いなりになんか――」

「人間のように言うならば、そう、私はあなたのような魔剣が嫌いではありません」

「ならな、えっ？」

　怒り心頭に発していたアリアには肩透かしもいいところだった。思わずバランスを崩し、前方に傾斜させていた椅い子すがそのまま前倒しになりそうになるのを慌あわてて両足で持ちこたえる。爪つま先さき立だちで辛かろうじて体勢を維持しつつ、思い切りうろたえながら訊きき返した。

「な、何を言うのよっ？」

「やはり私とあなたは違うようです。私がなり得なかった魔剣。そのようなあなたに敬意を表し、ひとつだけ教えて差し上げます。寿命を迎えながらもただ一度だけ剣の姿に変化する方法」

　まさか、と驚きの声をあげたアリアはとうとう椅子ごとすっ転んだ。

　銘無しはそんなこちらを助け起こす素振りすら見せず、マイペースに続けている。

「それは――」

　ふたりの会話に割り込むように、部屋の扉がやかましく開け放たれた。



　　　４



　組織の諜ちよう報ほう員いんが独立交易都市の所有する魔剣を持ち帰ったことによって、遠からず都市より追っ手が送られてくるだろうことは想定の範囲内だった。故ゆえに組織の者たちはすでに迎撃の態勢を取っており、実のところ黒髪の女が門を潜った時点で、彼女――ヒルダ・キャヴェンディッシュの存在も察知していた。

　彼らの組織は戦闘や諜報に特化させられた奴隷たちによって構成されたものであり、そして彼らの国は飼い犬である奴隷の脱走や裏切りを決して許さない。帰還した諜報員によってそれらしき女――スティレットの得え物ものもそうだが何より奴隷の烙らく印いんに反応を示していたことがそれを裏付けた――が独立交易都市に寝返っていたという情報がもたらされると、一夜にして彼女の人相書きが手配され、組織内に出回った。女と同時期に組織に属していた者の証言からその名前も明らかになっている。

　その日、北門にて裏切り者の面相が確認された後、早急に包囲網が展開された。

　目標は黒髪と赤髪の女の二匹。市街地にて捕縛または抹殺する、はずだった。

　想定外だったのは彼女らの実力のほど――

　大通りにて目標の周辺一帯に黒装束の人員を配備したところで、彼女らの姿が人垣に消えた。潜行するように頭を低くして群衆の中に潜り込み、やがて黒装束のひとりの前に忽然と飛び出したのは例の黒髪のほうである。大通りの最さ中なかで、彼女は左右の太ふと股ももに仕込んでいたスティレットをそれぞれ抜き放ちながら黒装束に肉迫する。

　スティレットと呼ばれる錐きり刃ばの短剣は、暗殺や闇やみ討うちを主な任務とする組織内において基本とされる刃物だ。奴隷戦士として教育されてきた彼らは、当然のことながらそれを用いた戦い方やその切っ先を刺し込むべき人体の急所などを熟知している。黒髪の女がスティレットの双剣で挑んでこようが手のうちは知れていた。

　黒髪の接近を迎え撃った黒装束がそのように高たかを括くくった矢先。

　彼の持つスティレットがその手から消えた。

「なっ――」

　黒髪は×の字に交差させた自身の短剣を黒装束の手て許もと――スティレットの鍔つばに絡ませ、次いで両手首を捻ひねることでそれをすくい上げたのだ。彼の得え物ものは上空にすっぽ抜け、持ち主の視界から消える。恐ろしく疾とく鮮あざややかな技に、黒装束はいかにして己の手から得物が失われたのかもわからず、そして予備の刃物を取り出すより早く黒髪によって太股を深々と刺突されて膝ひざから崩れ落ちた。

　その太股から短剣が引き抜かれた直後、切っ先からこぼれた血潮が宙に線を引く。

　流血はすぐそばを歩いていた人々の頬ほおや髪を濡ぬらした。

「ひぃっ!?」

　白昼の往来での刃にん傷じよう沙ざ汰たである。血を浴びたひとりが悲鳴をあげたのを皮切りに、その恐慌は見る見るうちに伝でん播ぱして大通りを騒然とさせた。

　この混乱に乗じて姿をくらませる。それが黒髪と赤髪の狙ねらいであると即座に理解した黒装束たちは、迂回して退路を塞ふさぐ者、二匹の後を追う者などに分散した。順調に黒髪が逃げ惑う人々の隙すき間まを縫う一方、赤髪のほうはそれに遅れを取っている。追走する黒装束たちは彼女の無防備な背中へと殺到し――返り討ちに遭あった。

　赤髪の肢体が翻ひるがえり、猛然とスティレットの切っ先を繰り出してきたのだ。それは息もつかせぬ、針の如ごとき雨。小さな錐刃の先端は雨粒が大地を叩たたくような軽快さと猛烈さで次から次へと空間を貫き、赤髪の正面を隈くま無なく埋める。

　黒装束のひとりはその刺突の数々を捉とらえきれなかった。それこそ雨に降られたかのような感触を全身に得た直後、肩や脚、腕から血を噴いて無様に尻しり餅もちをつく。そいつの転倒を尻目に別の黒装束たちが左右から赤髪を挟み撃ちにした。彼らの一方は片刃の短剣を、もう一方は両りよう刃ばの剣を手に凶きよう刃じんを閃ひらめかせる。

　迎え撃つ赤髪はその片方――両刃の剣を得え物ものとする黒装束の懐へと大きく踏み込んだ。彼女は縦に振り下ろされる斬ざん撃げきの下をかいくぐり、四半秒にして互いの身体からだが接触してしまうのではないかという極至近距離まで接近を果たし、そこで旋回。赤髪は遠心力を載せ、スティレットの柄つか頭がしらで黒装束の利き手首を強打する。打撃された手は一時的に握力を失い、黒装束は剣を取り落とした。

　赤髪はその剣を落下の最中に空からの左手でもぎ取り、直後に振り返り様、自らの背後へと奔はしらせる。顧みた先にはもうひとりの黒装束が正に片刃の短剣を繰り出す瞬間。凶刃が赤髪の額を割るより早く、黒装束は脇わき腹ばらを斬きり裂かれてくずおれた。

　間髪を容れず――

　剣を奪われた黒装束のほうからもくぐもった悲鳴が生まれる。いつの間にか赤髪がスティレットを逆手に持ち替え、密着していた黒装束の腰に突き刺していた。痛みに動きを止めたところを殴るように突き飛ばされ、彼は背中から地面に叩たたきつけられる。

「借りるぞ」

　奪い取った剣を右手に持ち直し、赤髪は颯さつ爽そうと駆け出した。

　長物を手に入れた彼女はますます勢いを増し、降りかかる火の粉を振り払っていく。





　人々が退避したため無人となりつつある、商店の並ぶ通り沿い――

　ヒルダは黒装束のひとりと刃を重ねていた。肘ひじ打うちや蹴けりといった体術を織り交ぜながら、左右のスティレットによって相手の接近を牽けん制せいする。

　――くそ、分ぶが悪いッ。

　ヒルダは内心でこぼす。自分が技術的な面で組織の者たちより劣っているとは露とも思わないが、しかし一方で男女の腕力の差は厳然としてある。刃を打ち合わせるごとに両腕に得る痺しびれは次第に大きくなっていた。

　こうして遭遇する度にまともに相手をしていては、じきに限界が来る。どうするッ？

　黒装束はじりじりと間合いを詰めてきている。ヒルダが足を止めているのを好機と見たか一息に踏み出そうとしてきた――ところに横手からセシリーが飛び込んできた。剣の腹で豪快に側頭部を打撃され、黒装束は路上を転がって昏こん倒とうする。

「待たせた」セシリーは息を切らせながらヒルダの足あし許もとを一いち瞥べつし、「脚の具合は？」

　問題ない、とヒルダはそれを示すために靴の踵かかとで地面を小突いてみせた。

「すこぶる好調だ。オマエの祈き祷とう契約のおかげだよ」

「それは治癒術を教授してくれたパティのおかげとも言える」

　言葉を交かわしながらどちらともなく移動を始める。

　土地勘のあるヒルダが先行し、その後ろにセシリーが、黒装束から奪ったらしい抜き身の剣をぶら下げながら続いた。市街地を走り抜けて建物の脇わき道みちへと逸それ、さらに枝分かれする小路を右に左に何度も折れる。

　追っ手をまくため、ヒルダは可能な限り複雑なルートを選んでいた。

「まさか迷ったりはしないだろうな」

「ここはワタシの故郷だぞ。裏道のひとつやふたつ知らないわけじゃない」

　狭い路地を進みながら、駆ける足はそのままに話し合う。

「で、ヒルダは何か考えているか」

「……ホーキンズ団長との合流はかなり難しくなった。とても待ち合わせられる状況じゃあない」

「そうだな。この騒ぎには団長たちもすぐに気付くだろう」

　ヒルダは肩越しに振り返りつつ、おずおずと訊たずねた。

「オマエのほうは何か考えがあるのか？」

　うん、とセシリーは頷うなずき、

「こうなったら仕方無い。私たちだけでアリアを助けに行こう」

「言うと思ったよ……」

　ヒルダはげんなりとしてうめく。

　しかしそれも選択肢のひとつとしてあるのは事実だった。何ど処こかに身を潜めて様子見に徹するのが妥当なところなのだろうが、その間にアリアの身柄を別の土地に移されては元も子もない。追っ手から逃れつつ他の団員たちと合流できるという保証もないし、彼らもこのような状況では自由に動けまい。

　行動するならば、決断するならば今しかない。

「たったふたりでなんとかできるわけがない。無謀だ」

「でもやるしかない。そうだろう？」

　――相変わらず簡単に言ってくれるよ、この女は。

　ヒルダは頭を抱えてしまいたい気分だった。

　元よりセシリーの無茶ぶりはよく知っているし、この状況で彼女が取るだろう言動も予想通りだったけれど、かといって安易に容認できるものではない。

　そもそも元奴隷である自分がこうして祖国に背いていること自体が奇跡に等しいことなのだ。考えるまでもなく、セシリーの無謀には付き合えない。

「ワタシは反対だ。無駄死にするとしか思えない」

　きっぱりと告げてやった。

「大体アリアの居場所だってわかっていないんだぞ。どうやって調べるつもりだ？」

「それは……」

　と背後のセシリーが言いよどんだとき――先行するヒルダがちょうど小路の曲がり角に差しかかったところで、その物陰から人影が飛び出してきた。

　ばったりと鉢合わせたのは黒装束の男。

　こちらも相手も意表を突かれ、思わず互いに見合わせたまま硬直する。

「伏せろッ！」

　セシリーの叫び声で停滞していた時間が動き出した。

　それに反応できたのは、日ひ頃ごろから彼女にさんざん鍛えられていたおかげかもしれない。ヒルダが半ば反射的に下方に身体からだを沈めたのと同時、その頭上をセシリーの放った刺突が通過する。スティレットの先端は黒装束が咄とつ嗟さに閃ひらめかせた刃物と接触して不快音を発し、あえなく弾はじかれて引っ込んだ――が。

　短剣と入れ替わるように、セシリーの逆の手にあった抜き身の剣が横よこ薙なぎに大気を裂く。

　斬ざん撃げきは建物と建物に挟まれた狭い小路の中で繰り出されたものである。闇やみ雲くもに長物を振り回そうものなら容易に壁に阻はばまれてしまうだろう空間で、しかし躊ちゆう躇ちよらしい躊躇もなく剣は宙を滑り、その切っ先はぎりぎり壁面をかすめて斜めの軌道を描いた。

　再び衝突音が反響し、うずくまるヒルダのつむじに火花が落ちる。セシリーの剣けん戟げきを辛かろうじて受け止めた黒装束はしかし鎚つちで殴られたように数歩後退した。

　ヒルダはすかさず爪つま先さきを滑らせ、そいつの足あし許もとを払う。黒装束が受け身も取れず派手に転倒する上に流れるように飛び乗って後ろ手を取り、完全に動きを封じた。

「肝を冷やしたな」

　倒れた際に頭部を激しく打ちつけたらしく、地面にうつ伏せに組み敷かれた黒装束が低くうめいている。その上にまたがりながらヒルダはほっと息をつき、同じように脱力しているセシリーを横目で窺うかがった。

　――こいつは何ど処こまで強くなるんだ。

　身のこなしも瞬間の判断力も単純な腕力も、かつてヒルダと刃を交えたときの比ではない。段違いに腕を上げている。初めての敵地で滞りなく実戦をこなしているのがその何よりの証拠だ。

　相棒であるアリアが剣に変化できなくなった、という出来事が大きく関係しているのだとヒルダは思っていた。最近のセシリーの訓練への打ち込みようは尋常ではなく、“〝魔剣が使えない”〟という状況はきっと彼女の精神面にも影響を及ぼしている。

　逆境が却かえってセシリー・キャンベルの実力を底上げしているのだ。

　ただし、とヒルダは思う。問題がないわけではない。

「やはり調子が悪い」

　両りよう刃ばの剣を軽く素振りしながら、セシリーが何やらぶつぶつと呟つぶやいていた。

「動きが鈍くて敵わない。アリアがいるときはもっと――」

　呆あきれることに彼女本人はまったく満足していないのだ。

　ヒルダとヘイゼルは毎日のように訓練に付き合っているから身に染みて知っていたが、今やセシリーの実力は自衛騎士団の中で他の追随を許さないほどになっている。戦闘の能力だけを見れば団長陣にも引けを取らないだろう。

　にもかかわらず彼女はそれで良しとしない。足りない足りないとうわ言のように繰り返してはさらに訓練を重ねて自らの肉体と後輩らをいじめ抜く。

　――何な故ぜなら、あろうことかこの女は。

　魔剣『アリア』を手にしたときと同程度の強さに、その身ひとつで至ろうとしている。

　だからセシリーは満足しない。単身で魔剣と渡り合えるようにならない限りは。

　欲張りにもほどがある、とヒルダは思う。

　しかしこの女なら本当に到達してしまいそうだと思うのも本当だった。それにいちいち付き合わされるこちらの身にもなってほしいが。

　嘆息し、セシリーに問うた。

「……ワタシたちだけで無事にアリアを助けられる、という確信はあるのか？」

「悪いが保身は考えていない」

　案の定あっさりと開き直られてしまった。

　セシリーは迷いのない眼まな差ざしでこちらを見る。

「先ほど話した通りだ。予定は狂ってしまったし、敵は街のいたるところで警戒しているし、団長たちと合流できる可能性も少ないし、ほとぼりが冷めるまで身を潜めるにしてもそれで何かが好転するわけでもないし――そしてアリアの救出を最優先に考えたら、もはや私たちでなんとかするしかない。つまりはそういうことだろう？」

　ヒルダは唇を引き結び、わずかにうつむく。

　――ワタシは真に覚悟しなければいけないのかもしれない。

　奴隷という出自は往々にして心を後ろ向きにさせる。願いは叶かなわないもの、仕事は他者に隷属すること――それらを当然として生きてきた人間にとって、セシリーのように自らの安全をなげうってまで誰だれかのために戦うなどという決断はなかなかに下せない。

　――でもそれが今のワタシの仕事なんだ。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、ヒルダ・キャヴェンディッシュ。

　その肩書きに恥じぬよう、自分でない誰かを救う。

　そういう道を進む覚悟を、今。

「……いいだろう。ワタシも腹を括くくる」

　頷うなずいてみせると、セシリーがふっと口くち許もとを綻ばせた。

「なんだかんだ言ってもいつも力を貸してくれるヒルダが私は好きだよ」

「調子に乗るな」

　ふいと視線を逸らす。頬ほおの熱が少し上がったのを、見破られないことを祈る。

　おい、とヒルダは己が下敷きにしている黒装束に呼びかけた。

「起きているんだろう？　魔剣『アリア』は何ど処こだ」

「っだ、誰だれが教え――ぎゃああぁあ!?」

　悲鳴をあげる黒装束の左耳に赤い花が咲いていた。

　ヒルダがスティレットの刃で彼の耳みみ朶たぶの肉を抉えぐったのだ。

「ヒ、ヒルダっ？」

「早く口を割ったほうがいい。でないと後悔するぞ」

　動揺するセシリーを捨て置き、ヒルダは冷たく告げた。

　のた打ち回る黒装束の身体からだを押さえつけながら――頬に返り血を受けながら。

「ワタシは適度に残酷だ」





　黒装束の男からアリアの居場所を聞き出し、祈き祷とう契約で互いの傷を癒いやしてから――移動を再開したセシリーたちが迂う回かいという迂回を繰り返してようやく路地裏を抜けるとそこは市街地の外れだった。石や煉れん瓦がの造りをした建築物が多い中、目的の建物は板張りの屋敷だったのですぐにそれとわかる。ヒルダが昔所属していたという組織が縄張りのひとつとして利用しているらしく、屋敷というわりに手入れが行き届いておらず外観に枯れた印象が強い。

「たぶん忍び込むまでは難しくないと思う。見張りの数次第だが、奴やつらと同じ格好に変装したり屋根裏から潜り込んだり、とにかく方法なんていくらでもあるからな」

　というヒルダの言の通り侵入自体は容易たやすかった。屋敷の周辺には見張りらしき姿が少なく、意外なほど手薄だった。裏庭に面する窓の鎧よろ戸いどを破壊し、あっさりと屋内に忍び込むことに成功する。

　窓から入った部屋は屋敷の仮眠室らしかった。窓枠から汚れた絨しゆう毯たんの上に下り立ち、セシリーとヒルダはひそひそと言葉を交かわす。

「監禁されている部屋もわかればよかったんだが」

「しらみつぶしに調べる。問題はアリアを見つけてからだが」

　取り戻した人質をかばいながら逃げ回る、というのは存外に困難である。三人が固まって動けばそれだけで目立ってしまうだろうし、退路も確保してあるわけではない。そしてセシリーたちが最終的に戻らなくてはいけない場所はここより遥はるか北の独立交易都市だ。アリアの救出は彼女と合流してからが本番とも言える。

「とにかくまずはアリアを捜そう」

　ふたりは足音を忍ばせ、息を潜めながら探索を始めた――が、早々に異状に気付かされた。屋敷の中には人の気配がまったくなく、何ど処こも彼処かしこももぬけの殻だったのだ。無論アリアの姿もない。さすがに敵の縄張りに踏み込めば乱闘は必至だと考えていただけに、セシリーは拍子抜けした気分だった。

　ヒルダはそれ以上に不穏な空気を感じ取ったらしい。

「……やられた」

「え？」

　屋敷の厨ちゆう房ぼうに当たる部屋で、窓から外の様子を窺うかがったヒルダがうめいた。

「道理で人気がないと思った。この屋敷は包囲されている」

　驚いてセシリーもそっと頭を覗のぞかせる。よくよく観察すれば、隣接する建物の陰やその屋根の上などにちらほらと人影らしきものが動くのがわかった。それらは物陰から物陰へと移り、徐々にこちらに近付きつつある。

「さっきの男に謀はかられたのか？」

「わからない。ただこの屋敷が囮おとりに使われたのは確かだろうな。奴やつら、かなり本気でワタシたちを捕まえたいらしい」

　そう嘯うそぶくヒルダがこっそりと唾つばを呑のみ込んだのをセシリーは見逃さなかった。アリアの救出は空振りに終わり、そして今度は自分たちの状況が切迫してしまったのだ。

　セシリーは唇を噛かむ。

　――どうか無事でいてくれ、アリア。

　私たちは必ず君の許もとに駆けつけるから。

「敵の籠かごの中、か」

「……どうする」

「どうするもこうするも、むざむざと囲まれてやるわけにはいかない」

「結局こうなるんだな、ワタシたちは」

「急ごう。あちらはまだ布陣を完成させていない」

　ヒルダはげっそりとしていたが、セシリーが促うながすと切り替えは早い。

「こうなったら派手に行くぞ」

　ふたりが厨房の勝手口を乱暴に蹴け破やぶって屋外に飛び出すと、遅れて周辺の石垣や隣家の陰などから黒装束たちが姿を現し始める。ざっと見て数は五。彼らの接近を待つまでもなく、セシリーとヒルダはむしろ真まっ直すぐに黒装束のひとりに向かって突進した。

　セシリーの唸うなるような剣けん戟げきが問答無用に黒装束の得え物ものを叩たたき落とし、ヒルダの跳び蹴りがそいつの顔面を痛烈に打ち据える。一点突破。鼻血を噴いて卒倒する黒装束の脇わきをすり抜け、ふたりはさらに加速する――が、その目前にまた別の黒装束が三人ほど新たに立ちふさがった。

　セシリーはそれでも足を止めず三人の輪に躍りかかる。左のスティレットで黒装束の刃物を受け流しつつ、右の剣でまた別の黒装束と斬きり結ぶ。加速の載った一撃は対する相手の想像以上の打撃力を生み、受け止めたそいつは後退を強いられて進路を譲った。

「ヒルダッ、こっちだ――」

　しかし振り返ってみればそのヒルダは別の黒装束との応戦に手こずっている。ここまでの戦闘で彼女の抱える疲労はいよいよ無視できないものとなっており、剣を受ける度によろめくのが傍はた目めにもわかった。

　ふたりは完全に足が止まってしまった。そうこうしているうちに、あれよあれよという間に周囲を取り囲まれ、セシリーとヒルダは背中合わせになる。それぞれ対面する黒装束たちに得え物ものの切っ先を突きつけながら――

「上う手まくはいかないものだな」

「……ワタシは今泣きそうだぞ。なんでオマエはそうも落ち着いていられる？」

　背中越しに、ヒルダの身体からだがわずかに震えているのがわかる。

　セシリーはそれを自分の背で押す。支ささえるように。

「ここで終わるつもりはこれっぽっちもないからさ」

　この包囲された状況でも心はいささかも怯ひるまない。

　だってこれまでだって何度も死線という死線を超えてきた。アリアとともに。

　今、そのアリアはいない。彼女の助けは借りられない。



    

  
    
      



    

  
    
      　――これはいわば試練なんだ。

　セシリーはそう思う。彼女無き自分はこの程度の苦境を切り抜けることができるか。戦友を救うことができるか。……できなくては困る。何な故ぜならこれからもますます激しくなっていくだろう戦いにアリアを伴うならば、その相棒である自分はもっともっと強くあらねばならないから。

　アリアの力を借りてきたように、自分もアリアに力を貸せるように。

　より相応ふさわしい戦友になれるように――生きてこの腕を磨く。

「ヒルダ。いざというときは私がお前を守る」

「馬ば鹿かを言うな」

　気がつけば彼女の背中の震えは止まっていた。

「甘やかすな。後輩を」

　セシリーは口角を上げた。

「それでこそ自衛騎士団の一員だ」

　そして黒装束たちがにじり寄り、セシリーたちが腰を落として戦闘態勢に入ったとき。

　彼らの包囲の一画で爆炎が膨れ上がった。

「何だ――」「うわあああああ!!」「何が起こった!?」「火薬かっ？」

　爆発と怒号と悲鳴によって一瞬にして場は騒然となった。噴火口のように地面に穿うがたれた穴が白煙を上げ、黒装束たちは身体からだを焦がされて転げ回る仲間を茫ぼう然ぜんと見下ろす。

　それと馴な染じみの薄い彼らには何が起こったのか知る由もなかっただろう。

　しかしセシリーとヒルダはその限りではない。

　今の爆発が祈き祷とう契約によるものだとわかっていたから、その直後に走り出していた。ふたりは黒装束たちが騒然としている間に白煙の中に飛び込み、そして突き抜ける。

　白煙の向こう側には栗くり毛げの馬が二頭、待ち構えていた。

　うち一頭にまたがっているのは、痩そう躯くの小男。

「ホーキンズ団長！」

　乗れ、とゴードンはもう一頭の馬のほうを顎で示した。

　駆け寄ったヒルダが先に飛び乗ってあぶみを踏み、手を借りてセシリーもその後ろにまたがる。気付いた黒装束がナイフを投とう擲てきしてきたが、セシリーの剣によって空中で叩たたき落とされた。

　馬が駆け出し、セシリーは慌あわててヒルダの腰にしがみつく。

　二頭の馬は見る見るうちに黒装束たちから遠ざかり、そして大通りを駆け抜けていった。

　セシリーは併走するゴードンの横顔に叫ぶ。

「よくここがわかりましたね！」

「ドラモンド副団長からアドバイスをもらっていたからな。『セシリー・キャンベルを見つけたいときは、騒ぎの中心を捜せばいい』と」

　何という言い草だろうか。

「ホーキンズ団長、アリアはあそこに――」

「あの屋敷に囚われていたのは確からしい」

　ゴードンはヒルダの言葉に先回りして言った。

「お前たちが暴れる少し前に出立していたようだ。安心しろ、次の搬送先も別の奴やつから聞き出してある」

　そういう彼の服はよくよく見れば正面が血にまみれている。どうやらゴードンも何人か組織の人間を捕まえ、ヒルダと似たような尋問を行ったらしい。

「他の団員には街の外に待機している奴らと合流し、可能ならばこちらを追うように伝えてある。俺おれたちはこのままアリアの許もとへ向かうぞ」

　セシリーは頷うなずき、さらに速度を上げる馬の振動に耐える。

「それで行き先はっ？」

「さらに南だ！」



　　　５



　セシリーたちのいる奴隷国家よりそう遠くない、南方の土地――

　そこは何の変哲もない鄙ひなびた町である。都市と都市とを結ぶ街道沿いに位置しているため宿泊施設が多く、商人や旅行者、傭よう兵へいたちが落とす金によって成り立っていた。隣国から買い取られた奴隷も働いており、彼らは主あるじの命により黙々と家事や馬の世話をこなす。

　この宿場町は今――方々から煙を発して上空をどす黒く淀ませていた。

　焼け跡には瓦が礫れきが至るところで黒煙をたなびかせ、男とも女ともつかない焼死体が、背中を斬きり裂かれた傭兵の死体が、細切れにされた町民の死体が、破壊された武具の残骸などが無造作に地面に転がり、広場に集められ手首を紐ひもでつながれた人々が放心し、または泣き崩れ、黒い全身鎧よろいを着た戦士たちが我が物顔で町を闊かつ歩ぽしている。

　それらの様子を、ひとりの大男が民家の屋根の上に胡坐あぐらをかいて眺望していた。

　乱れた蓬ほう髪はつに無ぶ精しよう髭ひげ、だが鼻び梁りようの整った顔立ち、そして見上げるような上背の巨漢だ。下で金品を物色している戦士らと同じ鎧を着ていたが、男のそれは巨大な体たい躯くゆえ彼らのよりも一回りも大きい。

　男は視界を狭められる兜かぶとの類たぐいを嫌っている。だから今も素顔を曝さらし、その広い視界に侵略された町の風景を収めていた。ひどくつまらなそうに。

「ここにいたのか、ホレーショー」

　背後からの声に男――ホレーショー・ディズレーリは振り返る。

　そこにいたのは戦せん斧ぷを背負った黒くろ甲かつ冑ちゆうの女戦士だった。耳の上で切り揃そろえられた金色の頭髪に、陶器のように白く見み目め好よい面おもて。その美び貌ぼうは生き真ま面じ目めに引き締められている。

　梯子はしごを上りきった彼女はつかつかと歩み寄ってホレーショーの横に立った。

「勝手に出歩かないでくれないか。捜すのが面倒だ」

「……気をつけよう」

　無愛想に応じるホレーショーに、女戦士――フランシスカは嘆息した。しかしそれ以上は口うるさいことを言わず、彼が見下ろす景色を同じように眺め、目を細める。

「反乱分子というのも他た愛あい無いものだな」

　フランシスカが率いる帝国戦士団は、帝政列集国の傘下に入ることを良しとしない反乱分子を掃討するため、このように遠征に繰り出すことがしばしばあった。今回もこの町に反徒どもが潜んでいるとの情報を得、今朝方から攻め入ったのだった。

「眼鏡めがねには適かなったか」

　突拍子もなくホレーショーから問われ、フランシスカは眉まゆをひそめた。

「眼鏡？」

「この遠征には俺おれのことを試すという目的もあったのだろう？」

「……気付いていたか」

　この男は妙に聡さといところがある、とフランシスカは内心で独りごちた。

　もちろんホレーショーの戦闘能力については何の心配もしていない。それは以前に行われた帝国戦士団の選抜のときに確認済みだし、先刻も一騎当千の働きを見せてくれた。

　問題は“〝手綱を取れるかどうか”〟ということ。

　力を持った人間ほど己を過信し、時に身勝手な行動を起こす。ホレーショーを今回の遠征に連れてきたのはそういった要素がないかを見定めるためでもあった。本来はこの程度の相手に彼のような駒こまを投じる必要はない。果たしてその結果は――

「予想以上だったよ。ホレーショー・ディズレーリ」

　フランシスカは答え、労ねぎらいの言葉をかけた。

「これからもお前には帝国戦士団での活躍を期待する」

　ホレーショーは「ああ」と呟つぶやいただけだった。

　実際、彼はフランシスカが驚くほど忠実に従ってくれた。命じれば子どもや年寄りにも躊ちゆう躇ちよなく手を下し、功に逸はやって戦士団の秩序を乱すような真ま似ねもしない。彼の働きに問題らしい問題はなく、むしろ大人しいくらいだった。

　実はそのことが却かえって、フランシスカの中で引っかかっている。

　――忠実すぎる。

　功を求めているわけでも、金に飢えているわけでも、力に溺おぼれているわけでも、人間の血に倒錯的な感情を抱えているわけでもない。無論、何かを守るためという気概も感じられないし、シーグフリードや自分に心酔しているわけでも隷属しているわけでもない。

　ホレーショーはただただ粛々と己の仕事を果たしているだけだった。

　それがフランシスカの目には奇異に映る。

　――この男は一体何のために戦っている？

　旧群集列国出身の元僧そう侶りよにして殺さつ戮りく者、ホレーショー・ディズレーリ。

　不本意だが――自分の真の使い手はあくまでシーグフリードである――最近のフランシスカは彼の得え物ものとして行動をともにしている。しかし未いまだにその得体は知れない。

　おい、とホレーショーがぞんざいにこちらを呼んだ。彼はフランシスカに限らず、相手の身分や地位に関係なく横柄な態度を取ることが多い。

「俺おれを捜していたというが、用はそれだけか」

「いや、まだある。これから旧群集列国の間者と落ち合うのだ。お前も同行してくれ」

　やれやれとホレーショーは腰を上げた。

「何の間者だ」

「そいつには独立交易都市の諜ちよう報ほうを命じている。今日がちょうどその報告の日だ」

「独立交易都市？」

　ああ、とフランシスカは首肯する。

「間者の組織は魔剣を一本所有している。それを用いて都市である物を探させた」

　魔剣『エヴァドニ』には同胞を感知し判別する能力があり、間者が持つ魔剣にもそれと類似した能力が備わっていた。具体的な位置や方角まで察することができるような、エヴァドニほどの力はないが、同胞の存在を感じる程度のことはできる。

「我々の探し物が都市にあるのかないのか、存在の有無だけ確認できればいい」

　しかし間者の魔剣――『銘めい無なし』は出生が特殊な故ゆえ、人格に少々癖くせがある。

　上う手まくやれているのか、フランシスカはそれだけが心配だった。

「探し物は魔剣なのか」

「ああ。最近行方ゆくえ知れずになっていることがわかった魔剣で、もう少し早くそのことが知れていれば先の都市襲撃のときにエヴァドニに探らせたんだが」

「わざわざ間者をやって調べさせるくらいだ。それだけ貴重な代物というわけか」

「やはりお前は察しが良すぎる」

　フランシスカは思わず苦笑しながら明かす。

「探し物は現存する“〝聖剣の鞘さや”〟――キャンベル家の二代前の当主が魔剣化したモノだ」

　続きは後だ、と話を切り上げた。

「約束の時間が近い。じきにヴェロニカたちも来るしな」

　大男はそこで初めて大きく表情を変えた。眉み間けんに皺しわを寄せ、

「何な故ぜだ」

「つい今しがたお前を試したのと同じだ。ノア・カートライトにはヴェロニカを制御するための訓練を集中的にやらせていたが、そろそろ実用に適うか実戦で試す必要がある」

「まだあの男には早いと思うが」

「遅すぎるくらいだ」

　フランシスカは踵きびすを返し、梯子のほうに向かう。

「我々に残された時間はわずかもない」





　――いい加減、ぐるぐる巻きにされるのも慣れてきちゃったかも……。

　再び簀す巻まきにされ、幌ほろ馬ば車しやの荷台の中に転がされたアリアは苦笑交じりに思った。

　やはり同じ空間で自分を見下ろしているのは銘めい無なしだ。相変わらずの無表情。思えばさらわれてからこっち、彼女の顔を見ないときは一度もなかった気がする。

　荷台は揺れ続けている。幌馬車は帝政列集国との密談場所へと向かっているらしい。

　横たわるアリアは首を捻ひねって銘無しを見上げた。

「あっちの国に引き渡されたあたしは、やっぱり魔剣の子どもを作らされちゃうのかな」

「肯定します。あなたの価値はそれだけです」

　まったく鼻につく言い方である。

「あなたたちにとっては、でしょ」

　軽い語調で言い返すアリアは、けれど胸中では悔しさが渦うず巻まいていた。

　剣に変化できないという致命的な欠陥を抱えた魔剣。戦う力は失われ、魔剣として残る機能は“〝魔剣の子を産む”〟というもの。そしてその産んだ子はよりにもよってセシリーたちの敵の手に渡ってしまう。

　次から次へと知らなかったことを知らされ、多少混乱しているところもある。でも今はっきりとこの胸に去来しているのは戦友であるセシリーの足を引っ張り、迷惑をかけてしまうだろうことへの大きな悔しさ。

　アリアはようやく気付いていた。

　自分は愚かにも“〝人間の可能性”〟というものに目が眩くらみ、本質を見失っていたことに。

　自分の居場所はあくまで魔剣として戦友の手にあることに。

　――あたしが決めるあたしの価値はそこにあったのに！

　実はただ一度だけ、寿命を迎えた自分にも剣に変化する方法があるということは先ほど銘無しに教えてもらった。それは、しかし――問題がある。

　いっそのこと、と頭の片隅で思う。

　――あたしの存在が将来、セシリーに迷惑をかけるんだったら。

「警告しておきますが」

　不意に銘めい無なしが言った。

「舌を噛かみ切るといった自傷行為が魔剣の身に有効だとは思わないほうがいいです」

「…………」

「魔剣は人間のような死に方はできません」

　看過されていた。いや、当然の考えだろう。

　ふと疑問が頭をかすめた。

「あなたはどうしてそんなに魔剣について詳しいの？」

「過去に旧帝国の所有する魔剣と会話したことがあります。そのときに教わりました」

「……羨うらやましいな」

　それは自然と口をついて出た。銘無しも柄になく眉まゆを上げる。

「羨ましい、ですか」

「うん。あたしはじっくり他の魔剣と話をしたことってなかったから」

　エヴァドニと牢ろう越しに言葉を交かわしたことはあったが、そのときに知ったのも魔剣の表面的なことに過ぎなかった。そう考えるとこうして銘無しと話しているのは貴重な体験なのかもしれない。せめてこういう状況でなかったならありがたみもあるのだが。

「やっぱり……教えてよ。あたしはどうしても聞いてみたい」

「何をでしょうか」

「あなたの名前がない理由」

　銘無しは今までそうだったように口を噤つぐむ。けれど。

「あたしはあなたのことが知りたい。初めてたくさんの言葉を交かわした魔剣だから」

　とうとう根負けしたのかもしれない。

　目を瞬き始める彼女は、それでも恐る恐る口を開いてくれた。

「私は元々人間に変化することのできない、自我を持たない魔剣でした」

　え、とアリアは目を剥むく。

　彼女の言う魔剣はアリアも何本か見たことがある。クレイモア、ロンパイア、ボロックナイフ、ファルシオン――神への潜在的な憎悪が自分たちより薄く、人の姿に変化しない魔剣。そうした剣に共通していたのは自我と同様に独自の銘も持っていないということ。

「そして一度、寿命を迎えています」

　アリアは混乱せざるを得ない。

　かつて寿命を迎えたことのある、自我を持たない魔剣。

　だとすれば目の前にいる彼女は――何なのだ？

　銘無しは瞬きを繰り返しながら、

「この国には『隕いん鉄てつ』という特殊な金属が存在します。それは天より飛来した石から採集され、霊体とも異なる、人じん智ちでは未解明である力を秘めた物質。……私の自我はかつて私だった魔剣とこの隕いん鉄てつをかけ合わせ、クリスナイフとして再鍛たん錬れんされて生み出されたモノです」

「い、いんてつ……？」

「肯定します。隕鉄が私という自我を魔剣に植えつけ、人間の形を与え、そして剣に変化する呪じゆ文もんを教えました。かつ、元々の魔剣の力を大幅に増加させて――」

　アリアは芋虫のように銘めい無なしの許もとににじり寄った。

　彼女の言うことが本当ならば！

「あたっ、あたたたしも!?」

「推奨しません。隕鉄はあなたの自我にどのような影響を及ぼすかわかりません」

「で、でも！」

「私が銘を欠いていることが、それの持つ不確かさの証明です。ひょっとすると私だった魔剣が隕鉄と融合できたのもまったくの偶然だったのかもしれません」

　銘無しがこれらの話をためらっていた理由が、アリアにはわかったような気がした。

　隕鉄という存在を知った自分に要らぬ希望を抱かせてしまうから。

「私は私に植えつけられたこの半端な自我を好みません。心無き魔剣、意思無き道具。人間の形をしていながら人間からあまりに遠く、魔剣の中ですら“〝異例”〟の存在。あなたと話しているとなおさらそのことを思い知らされ――」

「心、あるじゃない」

　銘無しの瞬きがぴたりと止まった。

　彼女はまん丸に瞳ひとみを見開いてこちらを見つめる。

「今の自分が好きじゃないということはもっと違う自分を求めてるってことで、そう思う気持ちはそれこそ心がある証明じゃないの？　あなたは何ど処こも異例なんかじゃない」

　アリアは微笑ほほえんだ。

「同じだよ、あたしと」

　ひとりだけ時間を止められたかのように、銘無しは凍りついたまま動かない。

　と――唐突に馬車の揺れが止まった。

　もう着いてしまったのかとアリアは身体からだを硬くしたがそうではなかった。御者を務めていた黒装束の男が幌ほろをめくって荷台を覗のぞき込み、硬直している魔剣に促うながした。

「出番だ。銘無し」

　呼ばれた彼女はぎこちなく振り返る。

「……出番、ですか」

「どうやら組織は奴やつらの捕縛に失敗したらしい。こっちも約束の時間に余裕があると思ってゆっくり走りすぎたようだ――追いつかれた」

　――え。

　どくん、とアリアの胸が高鳴った。

　――追いつかれた、って。

　何に？

「ここで始末していく。来い、銘めい無なし」

　まさかあり得ない、と否定する気持ちと、でもひょっとして、と期待する気持ちが同時に脳裏をよぎる。咄とつ嗟さに声も紡げなくなるほどの緊張と興奮に襲われてアリアは生なま唾つばを呑のみ込んだ。

　銘無しは何かこちらに言いたそうにしていたが、すぐに振り切って幌ほろの向こう側へと行ってしまった。アリアをひとり残した荷台は再び幌に閉ざされる。

　ほどなくして、

「眠りを解ほどけ。魔王を斃ころせ。風をかの地に。――――神を殺せ」

　外から変化の呪じゆ文もんを唱える声がし、次いで風が激しく渦うず巻まく音。

　余波を受けた馬車がわずかに傾かしいだ。

　アリアは簀巻きにされた状態のままじたばたと暴れ、音の方向ににじり寄る。背筋の力を駆使して荷台の縁に顎を載せ、幌の合わせ目に頭を突っ込んだ。苦労の末、頭ひとつ分だけ幌の外に出すことに成功し、そして確かにその目に捉とらえた。

　広がる景色は平野を貫く街道。

　停車した馬車のそばに立ち、黒装束がクリスナイフの魔剣を携えながら遠見する先――

　街道の遠く彼方かなたから、こちらに向かってくる馬が二頭あった。

　ああ、とアリアはため息をつく。

「本当にもう、ヒーローみたいな人だね……」

　ふたつの馬上には“〝彼女”〟以外の姿も当然あった。なのに自分の目が真っ先に見つけたのはその人の存在だった。正に風のように駆けつけてくれる唯一無二の戦友。

　アリアは“〝彼女”〟の名前を呼ぶ。半ば泣き叫ぶように。

「セシ――」

　それを爆音がかき消した。

　黒装束がクリスナイフの魔剣によって放った衝撃波である。凄すさまじい烈風は見えない鎚つちとなり、こちらに駆け寄ってきていた馬たちを直撃した。抉えぐられた地面が爆発を起こし、噴き上がった土つち埃ぼこりがそこら一帯にもたらされた惨状を覆い隠す。

「制御するには少々骨を折る代物だが、威力に関しては随一だな」

　黒装束が何ど処こか惚ほれ惚ぼれとした口調でほざく。

　傍らでそれを聞いていたアリアは、茫ぼう然ぜんと放心して――いなかった。わかっていたのだ。

　自分の相棒はそれほど軟弱ではないことを知っていたから、ただ信じて待った。

　やがて一陣の冷たい風がその土埃を吹き払う。街道は中央が大きく穿うがたれ、二頭の馬が低く嘶いななきながら横たわり、痩そう躯くの小男が膝ひざを突き、放り出された両りよう刃ばの剣が地面に突き刺さり、そしてそれらの先頭に戦友の姿があった。

　衣装の彼あ方ち此こ方ちを切り裂かれ、露出した脇わきや太ふと股ももから出血していながら強したたかに揺るぎない眼まな差ざし。彼女は左腕にヒルダの身体からだを抱き、逆の右手に棒状の何かを持っていた。

　えんじ色の細長い筒。前方に突き出されたそれは。

　――あたしの鞘さやだ！

「鬼ごっこは仕舞いだ」

　セシリー・キャンベルの声は不思議と風に乗り、響く。

「今行くぞ、アリア！」

　届く。伝わる。



　　　６



　朴ほおの木を素材とする“〝アリアの鞘”〟は霊体の流れを遮断する効果がある。何かの役に立てばと腰帯に差してきていたのだがその甲か斐いはあったようだ。魔ボ剣ロ殺ツしクのナ魔イ剣フのように完全に相そう殺さいするとまではいかなかったが、それでも威力を和らげることはできた。鞘本体も表面に傷がついた程度だったので、造りの丈夫さに舌を巻く。

「ヒルダ、意識はあるか」

「あ、ああ……なんとかな」

　左腕にかばったヒルダが辛かろうじて答える。

　セシリーが軽傷で済んだのは、前でヒルダが馬の手綱を引いていたことも大きい。もちろん鞘がなければもっと大きな怪け我がを負っていただろうが、それでも申し訳なく思う。

「ここで待っていてくれ。すぐに片付けるから」

　地面にそっと彼女の身体を横たえ、セシリーは立ち上がる。

　街道沿いに一台の幌ほろ馬ば車しやが停まっている。その正面には奇妙な形状の短剣――恐らくあれが件くだんのクリスナイフの魔剣だろう――を手にした黒装束の男がひとり。街道の遥はるか向こうを臨のぞめばうっすらと町らしき陰影が見える。

　馬車のほうでは、求めていた捜し人が幌から頭を覗のぞかせていた。

　セシリーは腹の奥がかっと熱くなるのを感じた。待ち望んでいた瞬間に脳が痺しびれる。

　――必ず助けるぞ、アリア。

　鞘を左手に持ち替え、先ほどの衝撃のときに手放してしまった剣を右手で拾う。

「セシリー」

　いつの間にかゴードンが隣に立っていた。彼もまた全身に傷を負っていたが、咄とつ嗟さに祈き祷とう契約による障壁で衝撃を緩和していたらしくヒルダほどのものではない。呼吸を多少乱しつつもその目ははっきりとしている。

「固まるとまとめてやられる。散開するぞ」

「はい――来ますッ！」

　見やれば黒装束の足あし許もとに渦うず状じようの風が集束しているところだった。

　セシリーとゴードンは地を蹴けり、それぞれ左右に散る。

　目指すはアリアの許もと。彼我の距離はまだ遠い。だから全力で疾駆する。

　黒装束はクリスナイフを振りかざし、虚空に斬ざん撃げきを放つ。最初の標的に選ばれたのはゴードンだった。鉄てつ槌ついの如ごとき風の塊が軌跡上の大地を削りながら一直線に彼を襲う。

　その衝撃波は規模が桁けた外れであった。正面から受けてはひとたまりもないと判断したのか、ゴードンは足を止め、飛び込むようにその小柄な体たい躯くを横へ投げ出す。烈風はぎりぎり彼の足をかすめて行き過ぎた――が、その余波も尋常ではなく、ゴードンの身体からだはまるで馬車に撥はねられたかのように地面を激しく転がった。

　その間にもセシリーは急速に黒装束との距離を詰めている。クリスナイフの魔剣が有する力は強力無比だが、それ故ゆえか連発は困難であるらしく、黒装束は再び風を束ねることから始めていた。セシリーは猛然と肉迫する。

　集束はこちらがたどり着くより早く完了し、第二波が放たれた。

　眼前に圧倒的に迫り来る風壁――

　――かわしきれない！

　己の脚力ではゴードンのように回避できない。だからセシリーは即断する。

　風を貫いて突破するように――左の鞘さやで刺突を繰り出したのだ。

「おおおおおおおおおおおッ!!」

　途と轍てつもない風の津波が怒ど涛とうの勢いでセシリーの五体を打ち据え、衝撃は苛か烈れつを極めた。それは鞘の先端に触れる先から緩衝されるが、それでもなお衝撃波は猛威を振るってセシリーの脚や腕、腹、顔面をかきむしる。

　身体のあらゆる箇所から血潮が溢あふれた。誤魔化しようのない痛みがこれまでの戦いによる疲労を思い起こさせ、突き出した腕をずっしりと重くさせる。セシリーは歯がゆさに唇を噛かんだ。

　風による圧力はとうとうアリアの鞘にも一筋のひびを走らせる。

　肉体も鞘も限界が近い――？

　否だッ、とセシリーは叫んだ。

　――アリアの風はもっともっと厳しかったぞ！

　相棒の風を全身にまとって戦ったときはこんなものではなかった。筋肉が捻ねじれ、関節が悲鳴をあげ、内臓が体内で跳はね回るあの感覚に比べたらこの程度、大事無い。

　耐え得る。それを証明するように風の暴力はやみ、そしてセシリーは倒れなかった。

　全身に無数の裂傷を負いつつも二本の脚で確かに大地を踏み締め、不屈を表すように目角を立てる。魔剣の力をまともに受けたにもかかわらず立ち続けているこちらに、黒装束がぎょっとしているのがわかった。

　それが結果的に隙すきを生んだ。

　セシリーが烈風に耐えている一方、体勢を立て直したゴードンが黒装束の数歩手前まで接近を果たしていたのだ。すでに間近に詰められていた黒装束はクリスナイフでゴードンの剣を受け止め、直接斬きり合わざるを得なくなった。

　小男のゴードンの剣けん戟げきに重さはない。しかし疾はやさがあった。脇わき、胸、首筋、眼球といった急所を狙ねらって次々と凶きよう刃じんを繰り出す。黒装束は腰の裏から抜いたスティレットの短剣とクリスナイフの魔剣で応戦するが、あまりの手数の多さに攻撃に転じられない。

　その時点で戦いは決したようなものだった。刃を重ねる黒装束はセシリーの気配がすぐそこまで近付いてきていることに気付いていた。気付いていたが、目の前の小男の刃がそれ以上のことを許さない。

　満まん身しん創そう痍いの身体からだを引きずってそこまで到達したセシリーは、声も出さずに、しかし確実に黒装束の空いた脇腹を剣で斬り裂いた。





　失神した黒装束の男をゴードンとヒルダがふん縛る横で、セシリーが自分の縄を断ち切ってくれた。手足を解放されたアリアはおどおどと相棒の顔を見上げる。

「あ、あの……」

　こうして面と向かい合うのはどれくらいぶりになるだろう。

　傷だらけのセシリーの顔を見たら、アリアは何な故ぜか頭の中が真っ白になってしまった。何から話せばいいのかわからない。迷惑をかけてしまったことへの謝罪。助けてくれたことへの感謝。魔剣について新たにわかったこと。言うべき言葉がたくさんあるせいか、それとも離れていた時間が長かったためか、すぐには選べない。

　でも本当は言葉なんて要らなかったのかもしれない。

　セシリーは口ごもる自分を引き寄せ、その胸の中に抱き締めてくれたから。

「よかった。本当によかった……」

　こちらの頭を抱く腕は、小さく震えていた。

「君に二度と会えなかったらどうしようかと思った」

　その瞬間にアリアは体裁を取り繕うことも形なり振ふりを構うこともできなくなって、衝動的にセシリーの身体にしがみつき、しゃくり上げる。涙るい腺せんが緩ゆるみ、声をあげて泣き出すまでさほどかからなかった。

　幼子のようにわんわんと号泣する。

　――やっぱりあたしはこの人のそばじゃないとダメなんだ。

　涙と鼻水を垂れ流しながらそんな当たり前のことを再確認した。抱き締められるそばからセシリーの血が自分の身体からだを濡ぬらすけれど、それの含む温かささえも愛いとおしく思う。

　魔剣『アリア』の還かえる場所は誰だれが何と言おうともこの腕の中なのだ。

　……ああ、だからこそよけいに思う。

　寿命のことを相棒になんて打ち明けたらいいのか。

「――――退さがれッ!!」

　前触れもなくゴードンの警告が鼓膜を打ったのは、その折りだった。

　鉄と鉄とを打ち合わせる音が甲かん高だく響く。セシリーがさらに強い力でアリアを抱き寄せて己の内側にかばい立て、すかさずヒルダもその横に控える。何が何やらわからないアリアはセシリーの脇わきの間からそれを見た。

　ゴードンと黒い鎧よろいを着た大男が剣を交差させ、鍔つば迫ぜり合いをしていたのだ。

「な、何が――」

「フランシスカ！」

　アリアの頭の上でセシリーが唸うなるようにその名を叫んだ。

　彼女の睨にらみ据える先を追えば、巨漢の男の後方に黒甲冑の女戦士が立っている。

　――どうしてフランシスカがここにっ？

　アリアは疑問に思い、けれど唐突にそのことに思い当たった。ひょっとして黒装束が落ち合おうとしていた相手は、彼女なのでは？

　ホレーショー、とフランシスカが呼ぶと大男はゴードンの剣を弾はじきながら飛び退き、彼女を護衛するようにその前に立つ。

　ゴードンも一時退がり、背中越しにセシリーに問うた。

「知っている顔か」

「はい。あの女は魔剣です」

　また厄介な相手が、とゴードンは忌々しそうに吐き捨てる。

　そんなこちらの様子を油断なく観察しながら、フランシスカが口を開いた。

「外で何やら騒ぎが起きていると思えば……何な故ぜ貴様がここにいる、キャンベル家の娘」

「それはこちらのセリフだ。アリアがさらわれたのもお前が裏で糸を引いていたのか！」

「さらう？　そいつを？」

　眉まゆをひそめたフランシスカがアリアのほうを見やる。

　物怖じせぬよう、アリアはできるだけ瞳ひとみに力を込めて睨み返した。

「……事情がよく呑のみ込めん。が、まあいい」

　美しき女戦士は冷たく目を細める。

「貴様らはかつて何度もシーグフリード様に仇あだを為なしてきた。“〝聖剣の鞘さや”〟といえど万死に値する。……ここで殺しておくか」

　あっさりと宣告された内容に、場の空気に緊張が走る。

「ホーキンズ団長！　ヒルダ！」

　セシリーに言われるまでもなくふたりは動き出していたが、大男――確かホレーショーと呼ばれていたか――が広げた両腕によって進路を阻はばまれてしまった。

　時間稼ぎとしてはそれで十分。

　フランシスカは変化の呪じゆ文もんを唱え終える。

「眠りを解け。地を奔れ。冠をその頭に。――――神を殺せ」

　地響きとともに彼女の足あし許もとの大地が割れて複数の岩盤を衝つき上げた。その真上にいた女戦士は甲冑もろとも押し潰つぶされ、なおも増加する岩盤たちにたちまち全身を覆い隠されてしまう。

　ついには一本の塔となった岩盤の塊。それはやがて内側から破裂して一振りの剣を吐き出す――はずだったがそれより早く、ホレーショーなる大男は待ちきれんと言わんばかりに塔に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　岩盤に突き入れられた腕はまったくためらうことなく、むしろ陵りよう辱じよくするように内側を探り、強引にそれ――バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』を引き出してみせる。

　ホレーショーはその巨大な体たい躯くに見合った両りよう刃ばの長剣を手にし、早々に振り上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      「！　避けて――」

　セシリーはアリアを抱いて右に、ゴードンはヒルダを突き飛ばしながら左に跳ぶ。

　バスタード・ソードはその剣身の長さからは想像もつかないような速度で振り下ろされ、切っ先を大地に衝突させる。大地はその斬ざん撃げきの軌跡に倣ならって一直線に断ち斬きられ、セシリーたちが寸前まで立っていた地面をすら容易たやすく分断させた。

　セシリーに抱き締められながら地を転がるアリアは、その間だけ視界を失う。はっと気がついて相棒を助け起こしたが、彼女は今の衝撃で少し意識が朦もう朧ろうとしているようだった。先の戦闘でかなりの血を失っていることもあり足あし許もとが覚おぼ束つかない。

　アリアは肩を貸しながらおろおろとうろたえることしかできなかった。

　――どうしよう、どうしたらいいのっ？

「逃げろ!!」

　ゴードンの声。見やれば彼はアリアがセシリーを支ささえているうちにホレーショーと対たい峙じしており、その手にはあのクリスナイフの魔剣が握られていた。先ほどの回避のときに拾ったらしい。

「ヒルダ、ふたりを連れて退避だ！」

「ホーキンズ団長は!?」

　ヒルダがアリアたちのほうに駆け寄りながら訊きき返したが、ゴードンの背中は答えなかった。無言で魔剣の力を発現させ、その周囲に風の衣をまとう。

「……ぐっ!?」

　しかしそれは上う手まくいかなかった。集まり始めていた風の束は乱れ、使い手であるゴードンの皮ひ膚ふさえも無秩序に切り裂いてしまう。強力無比ゆえ制御が難しい――黒装束がそんなことを言っていたことをアリアは思い出し、身を乗り出して叫ぶ。

「団長さん！」

　それでもゴードンは吼ほえ、わずかながら束ねた風の塊を放出した。

　不可視の鎚つちが黒い鎧よろいの大男に向けて振り下ろされ――無造作に振り払われた長剣によって一掃された。ホレーショーは何事もなかったようにそこに立つ。

「化け物めが……」

　毒づくゴードンは傍はた目めにも力尽きかけているように見えた。魔剣の力の反動は凄すさまじく、事実その両りよう膝ひざは痙けい攣れんしたように震えている。なのに――彼は諦あきらめない。クリスナイフの魔剣を握り直し、目前の脅威へと果か敢かんに斬りかかった。

　ホレーショーがそれを真っ向から迎え撃ち、両者は魔剣の力ではなく純粋な人間の技によって剣けん戟げきの音を響かせた。大男の重い剣をゴードンは巧みに受け流し、彼自身も凶きよう刃じんを閃かせる。それは一見、互角――拮きつ抗こうしているように見えたが、遅からず一方的に崩されるだろうことは想像に難くなかった。

　――あああ、どうしたらいいのさっ？

　アリアの心中はもはや錯乱の域に達している。彼我の力の差は火を見るより明らかだ。平時ならともかく、こちらは誰だれも彼もが消耗しきっている。あの怪物のような戦士と魔剣『フランシスカ』を相手にするのは、今の自分たちには荷が勝ちすぎている。

　このままでは全滅は必至だ。せっかくセシリーたちと再会できたのに――

「アリア、退がっていてくれ」

　セシリーが耳みみ許もとで言い、こちらの肩から離れた。

　傷ついた身体からだを引きずり、太ふと股ももからスティレットの短剣を抜きながら前に出る。

「私がなんとかする。ヒルダはアリアを連れて逃げてくれ」

「……逆だろう。オマエが連れて逃げるんだ」

　ヒルダは顔面を蒼そう白はくにしながらもセシリーの隣に並び、同じ短剣を両手に構える。

「ワタシにまた同じことを繰り返させるつもりか。冗談じゃないぞ」

「こっちだって冗談じゃない。先輩の命令だ」

「後輩を甘やかすなとさっき言ったばかりだ」

　ふたりは互いに言い合って譲らない。

　命を懸けてこの場を乗り切ることを、譲らない。

　アリアはそんなふたりの背中を前に立ち尽くして――不意に気付かされた。

　ああそうかと腑ふに落ち、その途端に心の錯乱も嘘うそのように晴れる。

　――ダメなんだ。

　セシリーにもヒルダにもゴードンにもこの状況は覆すことはできない。彼らはそれがわかっているから、勝つための努力ではなく、自分以外の誰かをひとりでも多く生かすための努力をしようとしている。この短い時間でそれを覚悟してしまうほど相手との力差は歴然としてしまっているのだ。

　アリアはその逃れようのない現実を完全に理解した。してしまったから。

　――もう、あたしがやるしかないんだ。

　セシリー、と相棒の背中に呼びかける。

「お願いがあるの」

　え？　と振り返る彼女にアリアは口早に告げた。

「旧群集列国には隕いん鉄てつっていう特殊な物質があるらしいの。それがあたしの今の状態を救ってくれるかもしれない。だから絶対にこの名前を忘れないで」

「どうしてオマエが隕鉄のことを……」

　横から反応したのはヒルダだった。思えば彼女は旧群集列国の出身者だから隕鉄の存在を知っていても不思議ではない。しかし今はそれを取り沙さ汰たしている時間はない。

「隕鉄とあたしの身体をかけ合わせて一本に鍛たん錬れんするの。具体的なやり方はわからない。でもとにかくそういう方法があるっていうことを覚えておいて。絶対だよ？」

　これは賭かけだ。銘めい無なしは推奨しないと言っていたけれど、望みは託しておきたい。

「わ、わかった、けど」セシリーは困惑げに、「どうして今それを伝える？」

　アリアは無視して先を続けた。

「これからあたしは剣に変化する」

「！　身体からだが治って――いや、でも隕いん鉄てつの話はっ？」

「必ずあたしは最後まで全力を振り絞るから。だからセシリーも最後まであたしを支ささえて」

　――最期まであなたの手の中にいさせて。

　アリアは銘無しに言われた言葉を思い返す。

『ただ一度だけあなたが剣に変化する方法があります』

『ただしそれはあなたの刃を削ります』

『錆さびついた魔剣の搾しぼり滓かすまで消費し尽くすための、呪のろわれた言葉』

『寿命短きあなたが唱えたなら、きっと――』

　構わない、と思う。それしか皆を生かす術がないのならば。

　皆が命を懸けて自分を守ってくれたように自分も命を懸けて皆を守れるのならば。

　風が朽ち、刃が折れる瞬間が愛すべき戦友の手の中ならば。

「待てッ、アリア！　何がなんだかわからない！　君は何をしようとしてる!?」

　この命の搾り滓、運命にくれてやる。

「アリアッ、君は――どうして泣いているんだッ!?」

　ごめんね、ありがとう、さよなら。

「楔を抜け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――汝を殺せ」



　　　７



　――いつもと呪じゆ文もんが違う？

　セシリーが疑問に思ったのも束の間、すでに変化は始まっていた。

　大地から発生した風の柱はつむじを巻きながらアリアの五体や泣き顔を覆い、自分との間に隔へだたりを作る。セシリーは思わず手を伸ばし、だが渦うず巻まく強きよう靭じんな壁によってその手を弾はじかれた。

　――何が起こっているんだ。アリアは今、何を伝えていたんだ!?

　風は爆発するように弾け飛んでその中心に刺突剣を残す。全体が十字のフォルムを描き、スウェプト・ヒルトと呼ばれる複雑な形状の柄つかを持ったその剣は、逆さに大地に突き刺さった状態で具現化を果たした。

　レイピアの魔剣『アリア』――セシリー・キャンベルの唯一無二の戦友。

『必ずあたしは最後まで全力を振り絞るから。だからセシリーも最後まであたしを支ささえて』

　困惑していたセシリーはしかしアリアの願いが耳に残っていたからか、吸い寄せられるように握りグリツプを取り、順手に構え、踵きびすを返した。

　視線の先には未いまだ剣を交える小男と大男。

「ホーキンズ団長！」

　発した叫びに、ゴードンはこちらの理想通りの行動を取ってくれた。アリアが剣に変化したのを見ていたのだろう、脇わき目めも振らずホレーショーの前から逃げ出し、全力で距離を取ることを優先したのだ。

　ホレーショーはそれを追わず、レイピアを手にしたこちらに目をやる。セシリーにとっては都合がいい。これで心置きなく全力を振り絞れる――

　――それでいいのか？

　膨れ上がる悪寒。本当にこのままアリアの力を解放してしまっていいのか？　悪寒と自問は躊ちゆう躇ちよを生んだ。が、魔剣は使い手の意志に反して風を集束し始める。使い手の精神を反映して能力を発揮するはずの得え物ものが、その法則をまったく裏切って稼働する。

「なん、だ――これは!?」

　もはやそこにセシリーの意志を介在させることはできなくなった。力の発現を止めることも、握りを離すことさえも叶かなわない。明らかにレイピアの魔剣――アリアは風の流れによって相棒の肉体を縛り、そして操作していた。

　風の収しゆう斂れんは続き、その負荷によって刺突剣の刃が軋きしむ。

　――違う、これは何かが違う！

　しかし風は促うながす。撃て、と。

　背中を押し、腕を押し、解放しろと命令する。

「――――――――ッ!!」

　セシリーは意味を成さない声で吼ほえ――そしてレイピアを突き出し虚空を貫いた。

　銀に輝く風はより明度を高め、白光と化して放出される。

　熱波すら伴う風の奔流は世界を白く染め、世界から音を消す。大地を裁断し、石を破裂させ、馬車を粉々に粉砕し、大気に穴を穿うがち、やがてはホレーショーへとその顎門あぎとを開いた。

　彼はバスタード・ソードを叩たたきつけて地面を分断させたがそんなものは何の意味も成さない。白光する風は魔剣『フランシスカ』の大地に干渉する力も使い手のホレーショーも一切を呑のみ込み、彼らのいた一画を喰くらって崩壊させた。

　遅れて世界に音が戻る――轟音が鼓膜を貫き、爆発の余波がセシリーの身体からだを叩いて行き過ぎる。セシリーはその圧力に引き倒されそうになるのをなんとか堪え、突き出した腕の維持に努めた。この手を離せば、少しでも制御を誤ればもっと大変なことになるということを直感していたし、何よりレイピアから発せられる風がそれを許さない。

　風は幼子のようにセシリーにしがみついて離れない――

　破壊の余波は凄すさまじく、だからそれがすでに終わっていることにもセシリーはしばらく気付けなかった。気流が激しく乱れているらしく、砂すな嵐あらしのように土つち埃ぼこりが一帯を吹き荒れる中――耳みみ許もとで自分の名前を呼ばれてようやく正気を取り戻した。

「セシリー！」

　停止していた心臓が突然動き出したように、セシリーは身体からだを大きく震わせて膝ひざをついた。滝のような汗を流し、激しく呼吸を乱す。止まない耳鳴りに目の前がぐらぐらと揺れた。うずくまったまま身動きが取れなくなる。

　ヒルダが労いたわるように肩に手を置いてくれたが、顔を上げる余力すら残っていなかった。

「セシリー……今のは何だ？　アリアの力なのか？」

　それはレイピアの魔剣から発せられたのだから間違いなくアリアの力だったが、それにしてもセシリーにはわからなかった。違うッ、と胃液を吐きながら否定する。自分の知っている相棒の風はこのように禍々しくはなかった。

　なんとか呼吸が整ってきたところで、上うわ目め遣づかいに前方を確認する。まるで灰はい被かぶりの森の中にでもいるみたいだ――一帯には砂さ塵じんが吹き荒れ、視界を著いちじるしく遮さえぎっていた。爆発によって舞い上げられた土埃が幕のように辺りを覆っているのだ。

「ホーキンズ団長は……？」

「ここにいる。まったく、殺されるかと思ったぞ」

　とヒルダの後ろからゴードンが顔を覗のぞかせる。彼は全身が土まみれになっていたが、見たところ大きな外傷はなさそうだった。安あん堵どしたセシリーは再び視線を落として――

「え？」

　己の右手が握っていた物を見下ろし、息を呑のむ。

　それはレイピアである。セシリーの戦友であるアリアが変化した姿。

　間違いようがない。

　間違いようがないからこそ、心臓が凍りつく。

　だってその剣の刃には――幾重にも亘って亀裂が走っていたのだから。

「…………アリア？」

　返事は、あるわけがなかった。



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



「救助、来ると思いますか？」

「難しいだろうな。俺おれたちの姿が消えたことに誰だれかしらは気付くだろうが」

「そのうちどれだけの人がこの場所を探し当ててくれるか、ですよね……」

　ブレア火山の洞どう窟くつ内である。

　崩落により自分たちが閉じ込められたことを知ったルークは、気を失っていたユーインを叩たたき起こし、ひとまずその崩落箇所から離れた洞窟の一角まで避難していた。

　ランプの光がユーインの沈んだ顔を照らす。

「すみません、僕のせいでこんなことになってしまって……」

「それはもう言っても仕方ない。とにかくここからどうやって脱出するかだ」

　ルークはうなだれる彼を励ますように、できるだけ強い口調で言った。

　さほど深い部分ではないとはいえ、ここが火山の中であることに変わりはない。洞窟内はただでさえ蒸し暑く、心なしか酸素も薄く感じられる。加えていつまた先ほどのような余震が起こるかわからず――とにもかくにも生身の人間が長居すべき場所ではない。

　何よりここはヴァルバニルの“〝末端”〟につながる洞窟だ。ふとしたきっかけでそれと遭遇することがあるかもしれない。もしも出会ったなら自分たちに命はないだろう。

　悠長に、途方に暮れている場合ではないのだ。

「食料は持ってきていると言っていたな」

「どれだけもつかはわかりませんが、一応」

　幸いにしてユーインが持ってきた背はい嚢のうには食料や照明用の玉たま鋼はがねなどが一通り揃そろっている。今すぐには出られなくても、しばらくの間はやり過ごすことができるだろう。

　いいか、とルークは説明する。

「この洞窟は一方通行じゃあない。壁伝いに進めばいくつか脇わき道みちを見つけられるはずだ。その中に外に通じるものもあるかもしれない。祈き祷とう契約で方角は調べられるか？」

　ユーインは慌あわてて玉鋼を取り出し、目の前でそれを試してみた。

「……だ、大丈夫です！　少し乱れてはいますが、できます！」

「よし、決まりだ。方角を確認しつつ出口を探す。問題ないな？」

「はい！」

　ふたりは早速腰を上げた。刀を持つルークを先頭に、それにユーインが続いた。

　打ち合わせ通り壁伝いに洞どう窟くつの奥に進み、小まめに方角を確認しながら脇わき道みちを探索する。

　しばらくは黙々と歩いていたが――

「……巻き込んだ僕が言えた義理ではないかもしれませんが」

　恐る恐るといったふうにユーインが切り出した。

「この際ですから聖剣やヴァルバニルの観察も行ってみませんか」

「状況が変わった」

　ルークは彼のほうを一顧だにせず、きっぱりと告げた。

「生きて帰れるという保証もないのに観察も糞くそもない。まずは先に出口を探す。調査について考えるのはそれからだ」

　そうですよね、とユーインはうつむいた。

　――詭き弁べんだ。

　ルークは内心で呟つぶやく。

　状況が変わったことは本当だ。たとえ聖剣やヴァルバニルについて調べても、帰る道が見つからないとなってはまったく意味がない。だからユーインも不承不承ながらこちらの言葉に納得した。

　けれどそんなことはルークにとって詭弁や建前に過ぎない。自分はまだ性懲りもなくヴァルバニルと遭遇することを恐れているだけなのだ。

　――まさかここまでとは思わなかった。

　三年前の出来事がここまで心を根深く侵しているとは思わなかった。

　己の覚悟とやらがここまで薄っぺらいものだとは思わなかった。

　考える。心も身体からだも刀も未熟な自分は、いつか本当にヴァルバニルと戦えるのか？

　ルークさん、と背後から袖そでを引っ張られて不毛な思考は打ち切られた。

「……つかぬことをお聞きしますが」

「……何だ。改まって」

「この火山にはヴァルバニル以外の生命は存在するのですか？」

「あ？　いや、聞いたことはないが」

「じゃあ」

　顔面を蒼そう白はくにしたユーインが、洞窟の片隅を指差した。

「あれは何ですか？」

　火山の洞窟は広く、ランプの光は天上まで届かない。

　その頭上の闇やみから――何か紐ひものようなものがぶら下がっていた。ぬらぬらとした湿り気を帯び、黒ずんだ赤褐色の表面。それは地面にまで伸びていて――

　脳裏で何かの記憶が弾はじけ、ルークは衝動に突き動かされるように抜刀した。

　思い知る。

　それを完全に回避できる道などないことを。

「逃げろ――」

　ユーインに叫ぶのと同時。

　五指を備えた触手の帯は奇妙に地面を跳はね上がり、そしてこちらに襲い掛かってきた。



　　　＊



　アリアの鞘さやは付近を探索していたゴードンが見つけ出してくれた。

「お前自身の手で収めてやれ」

　セシリーは言われるままにひび割れたレイピアを鞘に収める。

　破片がこぼれぬよう、慎重に。

　収めたそれを腰帯に差し、立ち上がろうとして――失敗した。無様に尻しり餅もちをついた自分にヒルダは何も言わず手を差し伸べてくれる。こちらの二の腕を掴つかみ、それを力強く引っ張り上げてもらうことでようやく二本の脚で立つことができた。

　こちらを気き遣づかってか、ヒルダとゴードンはふたりだけで相談をしている。

「奴らはどうでしたか」

「この砂塵に紛れて逃げたようだ。血けつ痕こんが町の方角に続いている。よくあれだけの破壊の中を生き残ったものだ……恐れ入る」

「組織の人間も姿が消えています」

「ああ、奴も爆発に乗じて逃げたらしい。クリスナイフの魔剣も失くしてしまったみたいだ――もっとしっかり握っておくべきだったよ。せめて都市に忍び込んだ本当の目的は聞き出しておきたかったのだが、さっきまでの状況を考えればそれも望みすぎか」

「……追いますか？」

「そんな余力は残っていない」

「じゃあこれからは……」

「もう一組の団員たちを待機組のところに行かせてある。特に問題がなければ合流してこちらに向かっているところはずだ。俺おれたちもそれに合流し、その後は都市に帰還だ。馬はさっきの騒ぎで何ど処こかに行ってしまったからしばらくは徒か歩ちで――」

　彼らの会話はあまりセシリーの耳に入ってこなかった。

　ただ自分はずっと思い出していた。

　アリアとの思い出――ではなくて。

『旧群集列国には隕いん鉄てつっていう特殊な物質があるらしいの。それがあたしの今の状態を救ってくれるかもしれない。だから絶対にこの名前を忘れないで』

『隕いん鉄てつとあたしの身体からだをかけ合わせて一本に鍛たん錬れんするの。具体的なやり方はわからない。でもとにかくそういう方法があるっていうことを覚えておいて。絶対だよ？』

　アリアが残した言葉について、ずっと考えていた。

「……隕鉄。そうか、そうだったんだ」

　こちらの呟つぶやきにヒルダとゴードンが振り返る。

　セシリーは興奮を露に彼らに詰め寄った。

「アリアはこうなることがわかっていた。だから今際いまわのきわに隕鉄のことを話したんだ。それが彼女を救えることを知っていたから！　ヒルダ、隕鉄とは君の故郷に伝わるものなんだろう？　何かわからないかっ？」

「昔の祖国に恩恵をもたらしたらしいことは知っているが……」

　それ以上のことはわからない、とヒルダは首を横に振った。

「そもそも隕鉄はもう残っていないと聞く。だから祖国は衰退したんだ」

「じゃあ他に思い出すことはないか。どんな些さ細さいなことでもいいから」

「……悪いが、ない」

　セシリーはヒルダの肩を掴つかんだ。

「頼むッ、アリアを助ける手がかりになるかもしれないんだ！」

「セシリー・キャンベル！　やめろ！」

　横からの叱しつ責せきにセシリーは肩をすくませ、そちらを見やる。

「直後に言うのは酷こくだが……控えろ」ゴードンが険けわしい表情で告げてきた。「魔剣『アリア』に何を吹き込まれたかは知らないが、今はとにかく生きて帰ることを考えろ」

「しかし私たちはアリアを救うためにここまでッ」

「彼女を諦あきらめろとは言っていない。だが今は困らせるな」

　言われ、セシリーは今さら皆の様子に気付いた。ヒルダもゴードンも身体からだの何ど処こかしらに怪け我がを負い、その表情にも疲労の色が濃い。恐らくは自分も変わりない――と意識した途端に脚が震え、くずおれそうになるのをヒルダが横から支ささえてくれた。

　その肩を貸してくれたヒルダは、こちらの視線に気付くと申し訳なさそうに目を伏せた。

　彼女はまったく悪くないのに、そうさせているのは自分なのだ。

「……すみませんでした。自重します。でも私は絶対にアリアのことを諦めません」

　ヒルダは何かを言いかけ、けれどこちらの表情を見て口を噤つぐんだ。

　ゴードンも黙っている。

「今すぐは無理でも、長い時間をかけてでもアリアが伝えてくれたものについて調べます。それで彼女を救うことができるのならば、私は絶対に諦めません」

　セシリーは今、自分がどんな表情をしているのかわからない。

　あえて知る必要はない。まだ諦めていないのだから、希望を失くしたわけではないのだから――どんなふうに自分が泣いているのかなんて、知る必要はない。

「行きましょう」

　ゴードンとヒルダが頷うなずいたとき――



　すぐそばの砂塵の中から白髪の女が忽然と現れた。



　三人は完全に意表を突かれた。あまりに突然のことだったというのもあるが。

　何より一同を驚かせたのは、女が一糸もまとわぬ全裸の姿だったからだ。

「「ホーキンズ団長！」」

　女性陣に一斉に叫ばれ、ゴードンは慌あわてて背を向けた。

　セシリーとヒルダは疲労も忘れて彼女に駆け寄る。

「大丈夫ですかっ？　もしかしてさっきの破壊に巻き込まれて――」

　訊たずねるセシリーはしかし、女の裸体を見て息を呑のんだ。彼女が恥ずかしげもなく晒さらす肌には、表面に染みのような痣あざがちりばめられていたのだ。臀でん部ぶや乳房、肢体なども全体的に肉が薄く、病的なほどに痩やせ細っている。

「あなたは一体……」

　全裸の女は答えず、じっとこちらの顔を見つめていた。

　その遠慮のない視線にセシリーは戸惑うしかない。

「奴隷……？　いやしかし、烙らく印いんが見当たらない……」

　ヒルダが女の腕を見、小さく呟つぶやいている。

　それからセシリーやヒルダが名前や身元を訊ねても、女は堅く口を閉ざしたままだった。何を考えているのか瞬まばたきすらせずセシリーの顔を凝視し続け、何を話しかけても取り付く島もない。

「さっきの爆発のショックで一時的に言葉を失っているのかもしれないな」

　とゴードンが背中を向けたまま言った。

「ここに長居するわけにもいかない。そろそろ俺おれたちも移動しなければいけないが……」

「近くの村まで連れて行きましょうか？」

「見捨てることもできないしな……やむを得まい」

　セシリーとヒルダが身につけていたスカーフやバンダナを結び合わせ、それを女に着せることでどうにかこうにか裸を隠すことに成功した。彼女にはこれから自分たちと同行し、帰り際に寄るだろう村や町で身柄を保護してもらう、ということを伝えた。やはり反応は皆無だったが。

　一応の確認のため、セシリーは街道の向こうにぼんやりと見える宿場町を指差した。

「君の住んでいる町はあそこではないんだよな？」

　肯定します、と女は初めて答えた。



    

  
    
      
あとがき



　どうもこんにちは。

　三浦です。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #9.Last Wind』ということで誰も彼もが追いつめられるシリーズ第九巻です。これまで死闘を繰り広げてきたあいつやこいつやそいつですが、その爪つめ痕あとは確実に彼らの中に残されていて、だから彼らは等しくそのツケを支払わなければいけない、といった内容になっております。それに呆気あつけなく潰つぶされてしまうか、それともはね退けて前へと進むか、彼らの行方ゆくえを見届けてもらえたら嬉うれしいです。



　今回の表紙は『民族衣装』がテーマです。屡る那なさんはどんな衣装でもセシリーにばっちり似合うように描いてくれるので流石さすがです。愛してます。結婚しよう。

　ファンレターやブログへのメッセージなど、いつも本当にありがとうございます。一字一句逃さず熟読させていただいています。時々「『聖剣』に背中を押された」というようなことが書かれていて、俺のほうこそそんな言葉に強く背中を押されます。本当に、本当にありがとうございます。頑がん張ばるよ。頑張るよ！

　あと八巻くらいから、巻末の奥付から携帯電話でアンケートに回答できるようになりました。早さつ速そくたくさんの方々が答えてくださっていてこちらも感謝しきりです。ちなみにその回答項目にあった「好きなキャラクター」の順位が、上からセシリー、ルーク、リサ、アリアという極めて全まつとうな結果になっていたのでなんかものすごく安心しました。

　あ、そういえば現在発売されているアニメのＤＶＤ／ＢＤや公式コンプリートブックに番外編をいくつか書き下ろしております。もしも懐ふところに余裕がございましたら是非読んでやってくださいな。

　今巻の執筆もたくさんの人に助けられました。俺は本当に筆が遅くて、けれどいろいろな方々がいつも惜しみなく力を貸してくれるおかげで『聖剣』はこうして書店さんに並ぶことができています（今回は一ヶ月遅れてすみませんでした！）。俺は挫くじけたり弱音吐いたりしょっちゅう剃刀かみそり負けしたりシャンプーとボディソープを間違えて髪が異常に膨らんだりといろいろ残念な人間ですがなんとかかんとか踏ん張っていきますのでこれからもどうか見守っていただけたら嬉しいです。

　さて次巻より失ったモノを取り返すための戦いが始まります。失ったままでは、奪われたままでは終わりません。セシリーは終わらせません。

　次もまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二十二年四月　三浦勇雄
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